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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）と締結した討

議議事録（R/D）に基づき、2009 年 9 月より 5 年間の予定で技術協力プロジェクト「流域灌漑管

理及び開発能力改善プロジェクト（TSC3）」を実施しています。 

今般、本プロジェクトの協力期間終了を約 6 カ月後に控え、協力期間中の活動実績等について

カンボジア側と合同で総合的な評価を行うとともに、今後の対応策等を協議するため、2014 年  

1 月 27 日から 2 月 13 日まで、当機構・小林健一郎を団長とする終了時評価調査団を現地に派遣  

し、プロジェクト活動の評価を行いました。 

本報告書は、同調査団によるカンボジア政府関係者との協議及びレビュー結果等を取りまとめ

たものであり、本プロジェクト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うものです。 

最後に、本調査にご協力いただいた両国の関係者各位に対し、心からの感謝の意を表すととも

に、今後の更なるご支援をお願い申し上げます。 

 

平成 26 年 4 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 北中 真人 
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評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国名：カンボジア王国 案件名：流域灌漑管理及び開発能力改善プロジェクト 

分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部水

田地帯第一課 

協力金額（評価時点）：7 億 8,000 万円 

協力期間（R/D）： 

2009 年 9 月 1 日～ 

2014 年 8 月 31 日 

先方関係機関：水資源気象省（MOWRAM）、州水資源気象局

（PDWRAM）、灌漑技術センター（TSC） 

日本側協力機関：農林水産省（MAFF） 

１－１ 協力の背景と概要 

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）における農業は国内総生産（GDP）の約 30％

を占め、就業人口の 65％以上を吸収している重要な産業であり、国家開発政策上においても重

要セクターとして位置づけられている。しかしながら、長期にわたる内戦によって実践的技術・

経験を有する灌漑技術者が著しく減少した結果、農業生産に不可欠な灌漑施設の多くが維持管

理不全、機能低下などの問題に直面しており、稲作を基幹とする同国の農業発展に向けた取り

組みの障害となっている。そのため、灌漑施設を管轄する水資源気象省（Ministry of Water 

Resources and Meteorology：MOWRAM）では、内戦時に荒廃した中小規模の灌漑施設の改修と

適正な維持管理を戦略の要に据えている。 

現在、各地でさまざまな援助機関による灌漑施設の改修・開発支援が実施中ないし計画中で

あるが、ほとんどの援助事業では、ドナーの事業費で雇用されたコンサルタントが計画、設計、

施工監理業務を担っている。また、これらの灌漑事業の実施にあたり、河川流域単位での計画

が十分に行われていない例も散見され、将来的には流域単位での水利調整に問題が生じること

が危惧されている。 

将来的なカンボジアの灌漑開発、灌漑施設の適正かつ効率的な計画・実施・維持管理のため

に、流域単位での灌漑計画策定を含め、灌漑システム全体に関する総合的な技術能力を有する

自国の技術者の育成は急務であるが、同国の灌漑分野における人材育成システムは極めて脆弱

である。 

このような灌漑分野の課題に対応するため、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2001 年 1

月から 2009 年 7 月まで「灌漑技術センター計画（フェーズ１：2001～2006 年、フェーズ２： 

2006～2009 年）を実施した。フェーズ１では、灌漑分野の人材育成の基幹組織である灌漑技術

センター（Technical Service Center for Irrigation and Meteorology：TSC）の設立支援、末端圃場

整備に係る研修教材・マニュアルの整備、州水資源気象局（Provincial Department of Water 

Resources and Meteorology：PDWRAM）技術者の研修を行い、フェーズ２では、同じく末端圃

場整備に係る研修の継続、モデルサイト内水路・関連施設の建設支援と指導（計画、路線測量、

維持管理等）を行った。その結果、TSC 及び PDWRAM 技術者は、末端圃場整備レベルでの灌

漑事業に係る知識・技術力をほぼ習得するに至った。 

これらの協力の成果を踏まえ、カンボジア政府は、末端レベルでの灌漑技術に加え、流域レ

ベルの水資源・灌漑管理、開発の実施促進のため、TSC の更なる研修実施及び技術支援、

PDWRAM 職員の能力向上実務研修や技術支援を目的とした本プロジェクトを日本政府に要請

した。これを受け、JICA は 2009 年 9 月から 2014 年 8 月までの 5 年間の予定で本プロジェクト

を実施した。 
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１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、末端レベル及び流域レベルの水資源・灌漑管理、開発の実施促進のため

に、TSC の研修実施能力向上及び PDWRAM 職員の能力向上を目的としたものである。 

 

（１）上位目標：プロジェクト対象地域において、適切な灌漑事業を通じた効率的な水資源管

理が実現することにより、農業生産が安定する。 

 

（２）プロジェクト目標：プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適切に計画、実施、管

理される。 

 

（３）成 果 

１．TSC 技術者が、MOWRAM 及び PDWRAM 技術者に対して、流域灌漑管理・開発に

係る研修と技術支援を実施できる能力を獲得する。 

２．MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が、流域灌漑管理・開発に関する知識・技術を

習得する。 

３．MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が灌漑システム全体における施設計画、調査、

設計、施工及び維持管理に関する技術力が、向上する。 

４．PDWRAM 技術者による灌漑事業実施を促進するための TSC の技術支援体制が構築

される。 

 

（４）投 入 

＜日本側＞ 

専門家：長期専門家 6 名、短期専門家 25 名 

研修員受入れ：40 名（技術交換プログラムでの研修 18 名を含む） 

供与機材：約 1 億 400 万円（1 米ドル＝98 円換算：合計 22 機種、106 万米ドル相当） 

ローカルコスト：約 2 億 7,600 万円（282 万米ドル相当）  

*2013 年 12 月末までの概算 

 

＜カンボジア側＞ 

カウンターパート（C/P）配置：計 16 名 

ローカルコスト負担：約 71 万米ドル（約 7,000 万円） 

プロジェクト執務室及び光熱費 

 

２．評価調査団の概要 

調査者 

担当分野 氏 名 所 属 

総  括 小林 健一郎 JICA 農村開発部水田地帯第一課 課長 

灌漑技術 大石 哲也 農林水産省中国四国農政局整備部設計課 

技術審査第２係長 

評価分析 松本 彰 A&M コンサルタント有限会社 代表取締役 

計画管理 吉川 尚樹 JICA 農村開発部水田地帯第一課 

調査期間 2014 年 1 月 27 日～2 月 15 日 調査種類：終了時評価 
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３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ 中間レビュー調査時の提言への対応 

（１）提言１ 

同一州内に複数のモデル灌漑プロジェクト地区がある 3 地区〔Ream Korn（Battambang 

Province）、Wat Chre 及び Wat Loung（Pursat Province）〕においては施設整備を対象外と

し、2 地区〔Thlea Maom（Pursat Province）、Kandal Stung（Kandal Province）〕においては

必要に応じて対象面積も削減することを提言する。ただし、施設整備を対象外とする地

区においても、農民水利組織（Farmer Water Users Community：FWUC）組織強化支援は

重要であり、引き続きプロジェクト活動の対象に含めるべきである。 

＜対 応＞ 

Ream Korn、Wat Chre、Wat Loung の 3 地区での建設活動を対象外とした。同 3 地区に

ついて現在までに FWUC は設立されていないが、将来の FWUC 設立及び組織強化支援

の一環として、地域の農家代表による先進地区視察及び視察結果の普及活動を支援した。

また、Thlear Maom 及び Kandal Stung 地区については、提言を踏まえておのおの 1,000ha、

910ha の整備を完了した。 

 

（２）提言２ 

基幹灌漑システム研修内容には「ダム」及び「ダム関連」コースが含まれているが、

モデル灌漑プロジェクトではダムを整備対象としていないこと、内容が高度でありプロ

ジェクト期間中に一定の成果発現が期待できないことなどからこれらのコースは対象外

とし、用排水施設の技術導入を優先して取り組むことを提言する。 

＜対 応＞ 

プロジェクトで整備対象としていない「ダム」及び「ダム関連コース」については技

術移転の対象から除いた。一方で、既存のため池の改修の必要性や環境に影響の少ない

水資源開発の方法として、「ため池」に関する研修教材及び技術の導入を行った。 

 

（３）提言３ 

モデル灌漑プロジェクト 3 地区においては、先行事例を参考に、灌漑利用量の把握方

法、利用量に応じた料金徴収方法、将来想定される維持管理費用、灌漑による農家の収

入増などを総合的に勘案し、水利費徴収制度を確立する必要がある。 

＜対 応＞ 

プロジェクトでは、これまでに 8 地区で灌漑施設の建設を実施（Lum Hach 地区につい

ては地区の半分）し、効率的な水配分による灌漑が可能となった。このうち 3 地区（Por 

Canal、Damnak Ampil、Lum Hach）については FWUC の設立支援も行い農民参加による

灌漑施設の運営管理の基礎を築いた。また、2012 年度には、8 地区のうち FWUC が設立

されていた 7 地区を対象に Operation & Maintenance のワークショップを開催。施設の維

持管理方法について農民を対象に実施方法を教授するとともにモデルサイトでの実演を

実施した。2013 年度にもこのワークショップ 8 地区を対象として継続して実施するとと

もに、自主的な活動を PDWRAM C/P を通じて促した。 

2012 年度には、このほかに上述の 7 地区を対象に年間計画作成及び会計について農民

を対象にワークショップを通じて技術移転を実施した。年間計画の中には自主的な維持

管理活動を位置づけて継続的な活動となるよう工夫を行った。会計については、年間の 
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維持管理に必要となる経費を見積もり、この合計金額を受益面積で割り戻して面積当た

りに必要となる水利費を算出する方法について C/P を通じて指導した。 

これらの活動を通じて水利費の徴収を促しているが、現在のところ Roleang Chrey、

Thomney 地区で水利費徴収が行われている状況である。さらに水利費徴収のインセンテ

ィブを上げる目的で、2013 年度に先進地区である西バライ水利組合を招聘し Kandal 

Stung、Roleang Chrey、Upper Slakou、Thomney に対して水利組織の内容や水利費徴収の

仕組みについての勉強会（Farmer to Farmer OJT）を実施した。 

 

（４）提言４ 

R/D では、TSC への C/P 配置 17 名、各対象郡の PDWRAM への C/P 配置 10 名が合意

されている。TSC への C/P 配置実績は 14 名、PDWRAM への C/P は任命されているもの

の C/P のプロジェクト参加実績は十分ではない。このため、コアスタッフとなるべき者

を 3 名選定し、常時モデル灌漑プロジェクトに従事することを提言する。また、FWUC

設立、建設、維持管理、FWUC 強化の一連の活動を PDWRAM が主体的に実施できるよ

う、TSC は PDWRAM へ権限を移譲すべきである。 

＜対 応＞ 

モデルサイトでの建設活動、ワークショップ活動に対して PDWRAM のスタッフの参

加は 3～11 名の実績となっており、地区によっては R/D に記載された以上の数の C/P が

配置された。また、実施体制について、モデルサイト建設活動については TSC C/P が 1

週間現場に常駐する体制を改め、3 日間に限定することで PDWRAM C/P の主体的な工事

施工監理体制の強化を図った。 

ワークショップ活動についても、事前に技術移転の内容を PDWRAM へ教授し、ワー

クショップでの説明は PDWRAM から実施する体制とし、実質的に権限を委譲すること

とした。 

 

（５）提言５ 

TSC は策定済みの人材育成ロードマップに沿って、新人研修のあり方など、その具体

策を検討すべきである。日本人専門家は TSC に対し必要な技術的支援を行うことを提言

する。また、TSC での研修参加者の一部は、語学力や専門知識に係る資格要件を満たし

ていない。研修終了後、モデル灌漑プロジェクトへの貢献が不十分である。このため、

PDWRAM においては、研修参加者選定に際しては、資格要件を満たしている受講者を

選定するように努めるべきである。加えて、モデルプロジェクト対象郡の PDWRAM に

おいては、研修終了後に当該受講者がモデル灌漑プロジェクトへ参加するよう人員配置

を行うべきである。 

＜対 応＞ 

新人研修について、短期専門家を派遣し、2012 年 12 月に MOWRAM の対象者及びニ

ーズの分析を実施し、今後の新規採用職員の採用の重要性を指摘するとともに、新人研

修プログラムのコース及びシラバスの提供を行った。 

MOWRAM は限られた人材のなかで研修への参加者を選定しており、すべての条件を

満たすことができないのは止むを得ないと判断される。一方、同一の参加者に集中して

研修を行うことでスキルアップを図ること、また一部の研修生からは英語による理解が

困難であることなどの指摘が出たため、一部の研修ではクメール語に訳したテキストを

用いている。 
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また、TSC3 のモデルサイト活動（建設、ワークショップなど）に参加した主なスタ

ッフはほぼ何らかの研修に参加しており、特に研修でのスキルを施工監理、水管理など

で使っており、研修が現場での灌漑施設計画・開発に適用できる有効な手段となってい

る。 

プロジェクトでは将来的な円借款事業に TSC C/P が寄与するように民間会社への発注

を含めて手続き方法を技術移転するとともに、施工監理・監督業務について研修や実地

指導を積極的に取り入れるなどして C/P の技術向上を図った。また、MOWRAM/TSC の

局長及び副局長が円借款事業の定例進捗会議に参画し、Damnak Ampil 地区において円借

款事業との工事調整を行った。 

 

（６）提言６ 

2011 年度の C/P ファンド 6 万米ドルのうち 50%はリリースされている。TSC は年度後

半の予算の早期リリース、及び 2012 年度予算確保への努力が求められる。インタビュー

などを通じ、C/P からは JICA からの手当が少ないという指摘が多数あった。当国におけ

る対策として考えられるのは優先実施コスト負担（Priority Operating Costs：POC）であ

るが、JICA は POC を支給できない。このため、JICA が負担できない費用の支援をアジ

ア開発銀行（ADB）から受けることを検討すべき。 

＜対 応＞ 

2012 年度は一時 C/P ファンドのリリースが遅れ研修が遅延する事態に発展したが、

JICA カンボジア事務所の積極的な関与により 2012 年 9 月からは予算が支出され、現在

のところ滞りなく研修が実施されている。ADB とは JICA が負担できない費用の支援を

受けることで合意が得られる見込みであったが、ADB と MOWRAM との協議が遅れ、

現在、契約ができていない状況。ADB は研修モジュールの策定を進めているが、早くて

も研修開始は 2014 年中頃からとなる。 

 

３－１－２ 成果の達成状況 

（１）成果１：TSC 技術者が、MOWRAM 及び PDWRAM 技術者に対して、流域灌漑管理・

開発に係る研修と技術支援を実施できる能力を獲得する。 

指標 1-1：TSC 職員の 90％以上が、研修、技術支援を行う能力を習得する。 

指標 1-2：80％以上の PDWRAM が TSC により提供される研修・技術支援に満足する。 

＜達成状況＞ 

TSC 職員が実施する研修・技術支援を受講した PDWRAM 研修生の満足度は高い（平

均 96.6%）。また、上司や専門家などの第三者からも高く評価されている。TSC 職員の

研修・技術支援を行う能力は十分に習得されたと判断される。 

 

（２）成果２：MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が、流域灌漑管理・開発に関する知識・

技術を習得する。 

指標 2-1：流域灌漑管理・開発に関する研修が 15 コース以上実施される。 

指標 2-2：研修受講者の 60％以上がカリキュラムで設定された到達目標を達成する。 

＜達成状況＞ 

これまでに流域灌漑管理・開発に関する研修は 18 コースが実施されている。また、

研修受講者の到達目標達成度は高い（平均 88.4%）。MOWRAM 及び PDWRAM の技術

者は、流域灌漑管理・開発に関する知識・技術を習得したと判断される。 
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（３）成果３：MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が灌漑システム全体における施設計画、

調査、設計、施工及び維持管理に関する技術力が向上する。 

指標 3-1：灌漑システム全体の開発・維持管理に関する研修が 12 コース以上実施され

る。 

指標 3-2：研修受講者の 60％以上がカリキュラムで設定された到達目標を達成する。 

＜達成状況＞ 

これまでに灌漑システム全体の開発・維持管理に関する研修は 26 コースが実施され

ている。また、研修受講者の到達目標達成度は高いほか（平均 90.6%）、質問票やイン

タビュー結果からも、MOWRAM 及び PDWRAM の技術者の能力は向上したと評価さ

れている。 

 

（４）成果４：PDWRAM 技術者による灌漑事業実施を促進するための TSC の技術支援体制

が構築される。 

指標 4-1：30 以上の灌漑事業計画が TSC の技術支援を得て策定される。 

＜達成状況＞ 

評価時点での採択実績は 27 事業であり目標値の達成に至っていない。しかし、2014

年度はカンボジア全国で灌漑事業が計画されているほか、TSC は NGO や国家事業計

画への支援を実施していることから、2014 年度中に目標値は達成される可能性が高

い。また、PDWRAM 技術者が各州で灌漑事業の計画から実施を行う際に、TSC は側

面から技術支援を行っている。PDWRAM の TSC への信頼・協力関係は堅固である点

からも、同成果は達成されたと判断される。 

 

３－１－３ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標：プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適切に計画、実施、管理さ

れる。 

指標 1 ：水利計算等に基づいて計画・設計された灌漑事業の数。 

指標 2-1 ：プロジェクト支援の水路総延長。 

指標 2-2 ：適切な施設操作を習得した PDWRAM 技術者の配置数及び研修受講後に対象地域

において活動を行った PDWRAM 技術者数。 

指標 3 ：維持管理のための農民組織（水利組合、水利グループ）の形成数とそれらによる

定期的な維持管理活動の実施回数。 

＜達成状況＞ 

8 地区のモデルサイトで灌漑事業が計画・実施され、整備された水路総延長は約

145,192m。フェーズ２で整備した約 13,460m と比較すると約 11 倍となる。TSC 研修受講

生の総数は 1,000 人を超えており（うち対象州からの PDWRAM 技術者は 534 名）、研修後

は各地域において建設活動、維持管理研修や年間計画あるいは会計帳簿研修活動など（39

名参加）に従事した。プロジェクト期間中は 3 モデル地区で農民組織の形成を新たに支援

して、維持管理活動に係る研修を実施した。その結果、農民組織による定期的な会合や施

設維持管理活動あるいは水利費徴収活動が実施されている。インタビューやアンケート結

果が示すように、本プロジェクトの実施により PDWRAM 技術者は独自で設計図や灌漑事

業計画書を策定し、かつ適切な実施から管理までを行えるようになった。したがって、プ

ロジェクトの進捗や成果、数値目標の達成状況にかんがみ、プロジェクト目標は達成され

たと判断される。 
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３－１－４ 上位目標の達成状況 

上位目標：プロジェクト対象地域において、適切な灌漑事業を通じた効率的な水資源管理が

実現することにより、農業生産が安定する。 

指標 1-1 ：プロジェクト対象地域における米とその他の作物の単位収量が全国目標値に到達

する。 

指標 1-2 ：プロジェクト対象地域における水の有効利用や水配分で拡大した耕作地の面積。 

＜達成状況＞ 

地域間のばらつきがみられるものの、昨年の単位収量は 1.8～4.4t/ha*と報告されている。

特にトンレサップ西部地域農業生産性向上プロジェクト（Agricultural Productivity 

Promotion Project in West Tonle Sap：APPP）連携サイトでは 4.5～7.1t/ha と報告されており、

全国目標値（3.0t/ha）に達している。プロジェクト対象地域において、水の有効利用や水

配分で拡大した面積総数は約 2,951ha であり、このうち二期作が可能になった面積は約

361ha である。以上の結果は、適切な灌漑事業を通じて効率的な水資源管理が実現してい

ることを示しており、その結果として対象地域における農業生産量・収量が増加したと判

断できる。 
*単収のデータは対象 11 全地域を記載。Lum Hach 地区（単収 1.8t/ha）は施設が工事中で効果が表れてい

ないが、数値には含まれている。 

 

３－２ 評価結果の要約 

３－２－１ 妥当性 

本プロジェクト開始以降、カンボジア側の政策及び日本側の援助方針、農業セクター、と

りわけ灌漑開発政策に大きな変更はないことから本事業の妥当性は維持されている。また、

対象州においてカンボジア関係者の人材育成や能力強化の重要性は高い。 

 

３－２－２ 有効性 

実施が遅れた計画がみられたものの、能力強化に関する活動は適切に実施された。技術者

及び農民の能力が向上したため、プロジェクト目標はプロジェクト終了時までに達成される

見込みである。とりわけ、本プロジェクトが流域単位での水管理に関する技術や基幹から末

端までの灌漑システム全体を網羅した研修実施のほかに、モデル灌漑事業を実施する

PDWRAM への技術支援体制の整備を実施したことにより、プロジェクト対象地域の適正な

灌漑事業の計画・実施・管理が可能になった。以上の点から有効性は高いと判断される。 

 

３－２－３ 効率性 

本事業に対する両国の投入は、量・質・タイミングは適正であり、すべての投入は十分に

活用されている。投入された資源は投入量に見合う成果を出していることから効率的な活動

が行われたと判断される。ただし、プロジェクト開始時点では工事範囲や内容が未確定であっ

たためプロジェクト開始後に精査した結果、必要な工事量が当初想定を上回ったこと、さらには

有償資金協力事業の遅延により暫定的な施設整備が必要になったこと。また、成果発現に必

要な短期専門家派遣を追加したことにより、事業費は増大する結果となった。 

 

３－２－４ インパクト 

（１）上位目標への貢献 

本調査の結果、以下の点については上位目標への貢献が確認された。 
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① 耕作地の面積が増加した（拡大した面積は約 2,951ha）。 

② 作物栽培の多期作が可能になった（二期・三期作が可能になった面積は約 361ha）。 

③ 稲の単位収量が増加した（全モデルサイトで平均収量は増加。とりわけ灌漑施設を

整備し、農民への研修を支援した地区の収量増加は全国平均の 3t/ha と比較しても著

しく高い）。なお、APPP 連携サイトの単位収量は 4.5～7.1t/ha に達している。 

これらの結果から上位目標は達成される可能性が高いと判断される。 

 

（２）正のインパクト 

対象地域の農家には経済・技術面や意識面で変化が表れている。特に、灌漑面積の増

大のほか、農道へのアクセス・水管理及び水利組合運営などで大きな変化がみられてい

る。 

 

（３）波及効果 

① 対象地域の農民並びに農民組織への波及効果 

（例：農家の生計向上、稲作栽培に係る水の確保、収量増、市場・輸送手段の改善 

など） 

② 灌漑事業の推進 

③ 全国 PDWRAM 技術者への波及効果 

 

３－２－５ 持続性 

本プロジェクトは政策・制度面及び技術面での持続性は高いと判断されるものの、組織・

財政面の持続性が確保できる見通しは立っていない。カンボジア側のより一層の努力が必要

である。 

 

（１）政策及び制度的持続性 

農業生産の向上に向けた灌漑開発の促進とそのための技術人材育成は、現在のカンボ

ジアの関連政策において優先分野とされている。プロジェクト終了後もそれらの政策が

継続される見込みは高い。2007 年に水資源管理法が制定され、現在は副令案（FWUC、

流域管理、水質、水利権）が作成されている。これらの副令の制定や施行によって法的

措置及び政策環境が整うことが期待される。 

 

（２）技術的持続性 

これまでの JICA による協力を通じ、TSC 職員や研修を受講した技術職員は流域灌漑

管理・開発に関する技術や知識を習得している。各自で計画、調査、設計、施工監理が

できるようになっただけでなく、他職員や民間建設会社へ指導できるまでの能力を獲得

している。TSC 職員がモデルサイトで施工経験を積むことにより、工事施工監理や監督

能力が高まり、プロジェクト後半には、MOWRAM 及び PDWRAM の技術職員への技術

移転が効率よく実施されていた。モデルサイトでの農民参加型の建設作業を通じて、農

民が施設の維持管理を行う際に必要となる簡易な修復作業の知識も同時に得られるよう

になっている。こうしたことから、プロジェクトの技術面での受容度は高い。また、プ

ロジェクト終了後は技術移転を受けた職員が核となり、各職場での人材育成に貢献する

とともに、今後はカンボジア政府事業や円借款事業、草の根無償資金協力事業、他ドナ

ーの類似事業を実施することが期待される。 
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（３）組織及び財政的持続性 

組織の持続性を確保するうえでの課題として、プロジェクト終了後の人材確保が挙げ

られる。2014 年に新規技術協力プロジェクト「流域水資源利用プロジェクト」が開始さ

れ、一部の TSC スタッフは新規プロジェクトに参加する予定となっている。そのため、

TSC の研修や技術支援機能を持続させるためには、新規プロジェクトの組織体制とのバ

ランスを考慮した適切な人材配置の検討を行うことが望まれる。また、カンボジアの財

政は厳しい状況にある。技術研修を行ううえで国家政府予算の裏づけは限られており、

現時点で財政的な持続性を見込むのは難しい。両国がプロジェクト活動の成果を持続さ

せるため予算確保の方法を模索していくべきである。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

本プロジェクトの効果発現には、対象地域の農民やコミュニティ指導者の積極的参画と意欲

が影響している。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

① 対象地域における有償資金協力事業の承認・資金充当の遅れがみられた。 

② C/P の配置やカンボジア政府の予算執行の遅滞、上下流農家間の紛争解決、農民参加に

時間を要したこと、不発弾（Unexploded ordnance：UXO）発見による工事遅滞の影響があ

った。 

 

３－５ 結 論 

評価５項目に関し、妥当性、有効性は満足のいくレベルのものであり、かつ、さまざまな正

のインパクトの発現を確認することができた。また、専門家派遣や施設工事に投入費用が増大

した点を除けば、投入は成果に見合うものであり効率的であった。他方、持続性の確保にはカ

ンボジア側のより一層の努力が必要である。全体としては、プロジェクト期間中にプロジェク

ト目標をおおむね達成すると結論づけることができる。したがって、本プロジェクトは予定ど

おり終了する。 

 

３－６ 提 言  

３－６－１ プロジェクト終了前に対応が必要な項目 

（１）2014 年 TSC 年間計画の改訂 

本プロジェクトの終了後、JICA 専門家・予算の投入がないなかで、TSC は独自に活動

を継続していくこととなる。TSC は毎年、年間計画を作成して経済財務省（Ministry of 

Economy and Finance：MEF）に予算を申請しているが、TSC が 2013 年に予算として計

上した 13 億 7,200 万リエル（約 33 万 6,000 米ドル）のうち、MEF が承認した予算額は

7,700 万リエル（約 1 万 9,000 米ドル）にとどまっている。2014 年予算についても TSC

は 13 億 7,200 万リエル（約 34 万米ドル）を要求しているが、MEF の承認額は前年並み

となることが予想される。MEF による承認額が要求額を大きく下回る状況であることを

踏まえ、TSC は 2014 年の年間計画を見直し、実際に獲得できる予算額に合わせた、よ

り現実的なものに改定する必要がある。このため、調査団は TSC に対し、次の点につい

て提言する。 

① 年間計画に記載されている活動に優先順位をつける。 

② 作成済みの 2014 年 TSC 年間計画に記載されていない重要な活動、例えば FWUC 設 
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立支援、水利費の徴収支援、MOWRAM の新人向け研修など、TSC が実施しなければ

ならない活動を年間計画に追加する。 

③ 計画予算額と承認される予算額のギャップを埋めるために、TSC は国家予算、2014

年 6 月開始予定の JICA 新技プロ用 C/P ファンド、円借款のソフトコンポーネント予

算、そして他ドナー（特に ADB）の資金を可能な限り確保する。 

④ 確保可能な予算見込み額に応じて活動計画を修正する。 

⑤ 修正した活動計画の実施に必要なスタッフの数や専門分野を検討する。 

 

（２）新規技術協力プロジェクト開始にあたって TSC スタッフの任命 

2014 年に新規技術協力プロジェクト「流域水資源利用プロジェクト」が開始され、一

部の TSC スタッフは新規プロジェクトに参加する予定である。本プロジェクトの持続性

を確保する観点から、TSC は以下の行動を取る必要がある。 

① 「流域水資源利用プロジェクト」実施に必要な C/P を任命する。ただし、既存の TSC

の機能（研修（計画、設計、建設管理・監督、水管理）、技術支援）を阻害しないよう

にする。 

② TSC の既存の活動実施にスタッフが不足する場合、MOWRAM は他部署からの配置

換えや新規採用等の必要な措置を取る。 

 

（３）モデル地区での工事の最小化 

調査団は、日本側とカンボジア側双方の予算の制約により、プロジェクト終了までに

実施するモデル地区の工事については、プロジェクト目標達成に必要最低限な範囲にと

どめるようプロジェクトへ提言した。 

 

（４）MOWRAM 新規採用者への研修実施について 

MOWRAM は 2013 年度に 47 名の新人採用を行った。また 2014 年度も約 100 名の採

用を計画している。一方、新規採用者は採用初年度に MOWRAM 人事局で事務系の研修

を受けるが、2 年目以降は各部署へ配属され、技術研修を受ける機会は限られている。

本プロジェクトでは新人研修プログラム案が作成されており、MOWRAM 人事局は TSC

が新規採用者への技術研修を実施できるよう、必要な調整を行う必要がある。 

 

（５）農民水利組織（FWUC）を「工事推進 FWUC」から「維持管理型 FWUC」へ転換 

本プロジェクトで概算されたモデル地区ごとの維持管理費用及び徴収されている水利

費は地区で異なるが、現時点では Thomney 地区及び Roleang Chrey 地区においては水利

費徴収が始まっている。Ream Kon 地区、Wat Chre 地区、Wat Luong 地区、そして Lum Hach

地区を除けばパイロット工事は終了しており、農民は灌漑水の利用を開始している。こ

のため、各農民水利組合は速やかに水利費徴収を開始する必要がある。しかしながら、

FWUC メンバーにとっては維持管理活動、特に水利費徴収は難易度の高い活動であり、

政府からの技術的・財政的な支援が求められている。出先機関である PDWRAM は、よ

り積極的に FWUC が行う維持管理活動（小規模水路の補修等）への支援に取り組む必要

がある。本プロジェクトでは FWUC 設立支援を重点活動のひとつとして行ってきてお

り、モデル地区では FWUC が設立されるのみならず、農民参加型の工事が実施されるに

至った。農民の意識の変化をもたらしたことは本プロジェクトの大きな成果であり、

FWUC が工事推進組織として機能していた証である。 
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一方、建設工事終了後は、FWUC の役割は「工事推進型」から水利費徴収を含む「維

持管理型」へ移行していくべきである。このため、PDWRAM はこの役割の移行を図る

ためにワークショップを開催し、維持管理に係る知見を FWUC と共有するための支援を

プロジェクト期間中は TSC 及び JICA 専門家の技術支援の下、継続して実施することが

求められる。プロジェクト終了後も、引き続き MOWRAM の灌漑農業局の支援を得つつ、

PDWRAM が FWUC を支援していくことが重要である。 

また、FWUC は小規模灌漑施設の維持管理以上の能力を有しておらず、大・中規模施

設の維持管理は PDWRAM の責任において実施されることとなる。さらに、どの農地が

誰の所有かが不明確で水利費徴収に支障を来すケースが多々あることから、地籍図の作

成が有効である。各 PDWRAM は TSC の支援を得たうえで、可能な範囲で地籍図の作成

に取りかかるべきである。 

 

３－６－２ プロジェクト終了後に対応すべき事項 

（１）類似プロジェクトへの本プロジェクトの成果の適用 

MOWRAM/TSC/PDWRAM は、この成果を今後開始される予定のカンボジア政府事業、

わが国 ODA 事業（円借款事業や草の根無償資金協力事業）、他ドナーの類似事業で活用

することが求められる。具体的には、PDWRAM は計画、設計、建設管理・監理、水管

理を自分たちで実施していくことが期待される。TSC は PDWRAM スタッフの能力強化

や技術支援を行うべきである。また、MOWRAM は予算・人員確保や、各省・省内の調

整等が役割にあたる。 

 

（２）MOWRAM のいびつな年齢構成の是正について（新人採用について） 

現状の MOWRAM の職員構成は若年層が薄い極めていびつな形態にある。将来に向け

た持続的な事業展開を考えれば、MOWRAM は早急に新人職員を確保していく必要があ

り、従前のように毎年 30 人以下の新人採用を続けた場合、2020 年からは試算時点（2012

年）の壮年層は急速に退職期を迎え、2030 年に入ると実務者は激減するなど、早晩

MOWRAM の業務機能は低下していく。この状況を回避するためには、毎年何人程度の

新人を採用し続けなければならないかを検討した結果、2030 年時点で必要とされる

MOWRAM 職員数 2,304 人を確保するためには、毎年 90 人程度の新人をコンスタントに

採用していく必要がある。MOWRAM は今後基幹灌漑施設（ダム、頭首工）の維持管理

を行う必要があるため、特に技術者の採用を重点的に行う必要がある。MOWRAM が持

続的に灌漑事業を実施していくためには、プロジェクトで作成した上述の新人採用計画

案を用い、政府職員の管理組織である Ministry of Public Function や MOWRAM 大臣など

カンボジア政府幹部へ窮状を十分説明し理解を得るなど、中長期的な視点に立って、

MOWRAM 職員構成のゆがみを解消する努力を継続すべきである。 

 

（３）TSC の将来展望について 

現時点では水・作物研究所（Institute of Crop and Water：ICW）設立のスケジュールは

不明確であるが、ICW では高等教育・研究機能と併せて、現在 TSC が担っている政府内

部の技術者の育成が一つの重要な柱となる構想である。本調査でローカルコンサルタン

トなどにヒアリングを行った結果では民間企業（コンサルタント、施工業者）の研修ニ

ーズは確認できなかったが、ICW においては、MOWRAM 職員の再教育のみならず民間

人材育成についても議論することが求められる。 
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３－７ 教 訓 

（１）成果普及型の技プロにおいてはプロジェクト実施中の密なモニタリングが肝要 

本プロジェクトのように、前フェーズまでの成果を活用し、多くの地域でモデル事業を

実施する場合、モデル地区の場所や各モデル地区での事業内容はプロジェクト開始時点で

は未確定であることが多い。この場合、プロジェクト開始時点で、必要な投入（専門家の

数や費用）を的確に見積もることは難しい。 

このため、プロジェクト実施中でのモニタリングや見直しが重要となってくる。本プロ

ジェクトでは中間評価段階で一部活動を見直したが、投入を追加し、プロジェクト成果達

成に必要な活動を予定どおり実施できる見通し。プロジェクト成果の見直しも含めて状況

に応じて柔軟に計画を変更できるよう、中間評価時点のみならず、定期的に行われる合同

調整委員会（JCC）などプロジェクト実施段階での十分なモニタリングが肝要である。 

 

（２）ハード分野とソフト分野を組み合わせるアプローチの有効性 

本プロジェクトのプロジェクト目標は「プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適

切に計画、実施、管理される」である。本プロジェクトでは机上演習だけでなく、実務的

な研修を重視し、特にパイロット事業による実地訓練（OJT）に注力した。その結果、TSC

や PDWRAM スタッフは今や建設工事や FWUC への支援活動に自信をもって取り組んでい

る。加えて、パイロット事業により実際に灌漑施設が建設され、農家の収入改善効果もみ

られている。一方、プロジェクト管理の観点からは、中間評価後に 3 地区減じたものの、

プロジェクト当初は 11 地区のパイロット事業を実施したことから、日本人専門家をはじ

め、カンボジア側もパイロット事業に追われることとなった。これらを踏まえた教訓は以

下のとおり。 

① 灌漑技術者の能力開発を行う場合はモデル地区での灌漑施設建設で OJTを行うことが

重要である。 

② 建設工事のみでは持続的ではなく、FWUC の強化も同時に取り組む必要がある。 

③ プロジェクト成果の普及という観点からはできるだけ多くのモデル地区を含めること

が望ましいが、一方でその数があまりに多くなるとプロジェクト管理に支障が出かねな

い。この点及び日本側・途上国側が投入できるリソースを勘案し、プロジェクト活動の

内容及びそのボリュームを決定していくことが重要。 

 

（３）農業分野のプロジェクト間の連携について 

本プロジェクトは、並行して実施中の APPP と連携する機会を得た。PDWRAM スタッ

フは APPP での研修に参加し稲作普及についても学んだ。この連携作業で、MOWRAM ス

タッフは農家にとって役立つ人材に一歩近づくことができ、灌漑施設の保守維持管理技術

を FWUC や農民に教えるだけでなく、水の有効利用から、農産物の生産、収量増にまでつ

なげることができた。このような連携は相互に補完関係にあるプロジェクト間において他

国においても適用されるべきである。 
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Summary of Terminal Evaluation 
I. Outline of the Project 

Country: Cambodia Project title: 

Project for Improvement of Agricultural River Basin 

Management and Development (TSC 3)  

Issue/Sector: Agricultural/Rural 

Development-Agricultural 

Development 

Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in charge: Rural 

Development Department 

Total cost (estimated at evaluation): Seven hundred and eight 

Million JPY. 

Period of 

Cooperation 

 (R/D): From September 1, 

2009 to August 30, 2014 

Partner Country’s Implementing Organization: 

Ministry of Water Resources and Meteorology: MOWRAM, 

Provincial Department of Water Resources and Meteorology: 

PDWRAM,  

Technical Service Center for Irrigation and Meteorology: TSC 

Supporting Organization in Japan: Ministry of Agriculture, 

Forestry and Fisheries (MAFF) 

1. Background of the Project 

Agriculture is the prime industry of the Kingdom of Cambodia. Agricultural production contributes to 

approximately 27% of the country’s Gross Domestic Products (GDP), and approximately 60% of the 

national population relies on agriculture for their living. Despite abundant farmland and water 

resources, agricultural productivity of the country has rather been low mainly due to deficient irrigation 

systems, which is one of the essential developments of the country.  

The Royal Government of Cambodia (RGC) had requested the Government of Japan (GOJ) for a 

technical cooperation that aims at technical transfer on rehabilitation of existing irrigation systems such 

as survey, planning, design, construction, operation and maintenance. In response to the request, JICA 

conducted two projects, namely Technical Service Center for Irrigation System Phase-1 and Phase-2, 

from January 2001 until July 2009. In Phase-1, the technical capacity of the engineers and technicians 

of Ministry of Water Resources and Meteorology (MOWRAM) and Provincial Department of Water 

Resources and Meteorology (PDWRAM) was improved through supporting the establishment of 

Technical Service Center for Irrigation and Meteorology (TSC), setting up technical manuals and 

training module, and providing trainings to PDWRAM staffs. Trainings at TSC and assistance for 

constructing canals and related facilities (planning, survey, design, construction management, and 

operation/maintenance etc.) through on-the-job-trainings (OJT) at pilot sites were conducted in Phase-2. 

Due to increasing supports from donors, several irrigation projects which supported by different 

donors have been implemented in the same river basin without water use coordination. Consequently, it 

is required to be improved technical capacity of MOWRAM and PDWRAM in an irrigation system as a 

whole, including planning and survey in river basin unit. In response to this, JICA decided to implement 

the project for promoting river basin management and development through (1) strengthening TSC 

capacity of implementing training and technical support related to the agricultural river basin 

management and development, (2) supporting OJT and technical assistance of irrigation systems for the 

engineers and technicians in MOWRAM and PDWRAM. 
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2. Project Overview 

(1) Overall Goal 

Agricultural productivity in the target areas is stabilized through efficient water resource 

management realized by improved technical capacity of MOWRAM and PDWRAM in agricultural 

river basin management and development  

 

(2) Project Purpose 

Irrigation projects are properly planned, implemented and operated in the target area of the Project  

 

(3) Outputs 

1) TSC obtain capacities to implement training and provide technical support for MOWRAM and 

PDWRAM related to the agricultural river basin management and development 

2) The engineers and technicians in MOWRAM and PDWRAM obtain knowledge on concepts and 

technologies related to the agricultural river basin management and development through training 

3) The capacities of the engineers and technicians of MOWRAM and PDWRAM on planning, survey, 

design, construction management, operation and maintenance (O&M) of facilities and structures in 

an irrigation systems as a whole are improved through training 

4) The technical support system of TSC is established to promote implementation of irrigation 

projects by PDWRAM 

 

(4) Inputs 

<Japanese side> 

Long-term Japanese experts: 6 persons in 3 fields (Chief Advisor/Irrigation, Project Coordinator and 

Participatory Water Management), Short-term experts: total 25 persons 

Trainees received in Japan : 40 persons, 

Provision of machinery and equipment: Computer related equipment, vehicles, excavator, bulldozer, 

survey equipment, tools for meteorological station, Total 22 kinds of equipment and 1,068,964 US 

dollars as of Dec 2013  

Local operation cost: 2.8 million US dollars 

  

<Cambodia side> 

Counterpart Personnel: total 16 persons assigned 

Project office: Main offices, a training room, a meeting room, storages, parking space, associated 

electric and mechanical facilities 

Project operation costs: Including general operation expenses, in total 0.71 million US dollars has been 

allocated by Cambodian side since the year Cambodian fiscal year 2009 until 2014. 

II. Terminal Evaluation Team 

Members 

of 

Evaluation 

Team 

 

1) Team Leader: Mr. Kenichiro Kobayashi, Director, Paddy Field Based Farming Area 

Division 1, Rural Development Department, Japan International Cooperation Agency 

(JICA) 

2) Irrigation Technology: Mr. Tetsuya Oishi, Technical Chief, Design Division, Rural 

Infrastructure Department, Chugoku-Shikoku Regional Agricultural Administration 

Office, MAFF 
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3) Evaluation Analysis: Mr. Akira Matsumoto, President, A&M Consultant Inc. 

4) Planning Management: Mr. Naoki Yoshikawa, Staff, Paddy Field Farming Area 

Division 1, Rural Development Department, JICA 

Period of 

Evaluation 

From January 27, 2014 to February 13, 

2014 

Type of Evaluation: 

Terminal Evaluation 

III. Results of Evaluation 

1. Measures taken to address the recommendations made at the Mid-Term Review  

Recommendation1 

We need to review the plan on model irrigation projects which should be completed in the remaining 

of the Project period.  To be more specific, the Team recommends that the rehabilitation and the 

construction of irrigation facilities should not be covered at the following 3 model irrigation projects: 

Ream Kon in Battambang Province, Wat Chre and Wat Luong in Pursat Province. However, the soft 

component including workshops and farmer OJT etc. should be supported as planned. Additionally, 

the targeted areas in the 2 model irrigation projects: Thlear Maom in Pursat Province and Kandal 

Stung in Kandal Province, might also be shrunk. In spite of that, the prospect of achieving the Output 

4, which is establishment of technical support system of TSC to PDWRAMs, is still highly expected. 

Measures Taken by the Project: 

The Project excluded the rehabilitation and the construction of irrigation facilities in Ream Korn, Wat 

Chre and Wat Loung. However, the Project supports the soft component in these 3 model irrigation 

projects, such as “Study tour” and “Farmer to Farmer OJT”, as planned. In addition, the Project 

shrank the irrigation projects in Thlear Maom from 3,500ha to 1,000ha and in Kandal Stung from 

1,960ha to 910ha. 

Recommendation 2 

Within the TSC training courses, irrigation facilities such as dam, main canal, head works, and 

storage reservoir would be covered. Since the model irrigation projects do not cover large scale dams, 

the training should focus on small-scale irrigation facilities other than large scale ones. 

Measures Taken by the Project: 

The Project excluded the training course on large scale irrigation facilities such as dam, and focused 

on the training on small-scale irrigation facilities such as main canal, head works and reservoir. 

Recommendation 3 

In the remaining of the Project period, strengthening FWUC/FWUG and O&M activities will be 

necessary. Moreover, it is very important that such activities should be done in a participatory manner 

so that farmers could have the ownership of the activities. Therefore, it is crucial issue that whether 

FWUC/FWUG can collect irrigation service fee continuously and constantly or not. Making 

consensus among water users is not easy and takes time to agree with the payment method because 

there is difference of irrigation water requirement depends on terrain conditions in each field. The 

Project should establish a system of determining the irrigation service fee considering how to grasp 

volume of water consumption, how to collect irrigation service fee according to the volume, how to 

calculate necessary O&M cost, and how to estimate increased income by the benefit of irrigation. 

Measures Taken by the Project: 

 The Project conducted a series of workshop on O&M for the FWUC/FWUG for seven irrigation 

projects in 2012 and for eight irrigation projects in 2013.  

 In 2012, the Project also conducted technical transfer through workshops on formulating Annual 
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plan and Accounting procedure, including how to calculate necessary irrigation service fee. 

 The Project invited advanced FWUC/FWUG’s in West Baray and conducted “Farmer to Farmer 

OJT” on FWUC/FWUG’s activities. In the OJT, it was covered how to collect irrigation service 

fee from users according to the amount of water. 

 In additions, the Project conducted workshops on water distribution for efficient water 

management. 

 The Project conducted on farming trainings with APPP/JICA in order to improve agricultural 

income in following five projects: Thlea Maom, Lum Hach, Roleang Chrey, Upper Slakou, and 

Thomney. The training is going to be conducted continuously in 2014.  

* APPP= Agricultural Productivity Promotion Project in West Tonle Sap 

Recommendation 4 

There is a room for improvement in their participation and contribution to the Project. 

MOWRAM/PDWRAMs should take countermeasures against this. The Team proposes that at least 

three counterpart personnel shall be assigned as core counterparts who were already trained at TSC 

and/or have necessary technical capabilities, have good English communication skill, and should be 

involved in the Project constantly and continuously. Regarding implementation of model irrigation 

projects, sharing roles between TSC and PDWRAMs should be reviewed. The Team recommends 

TSC to transfer management initiative to the targeted PDWRAMs in order to implement the projects 

smoothly. 

Measures Taken by the Project: 

 In the model irrigation projects, three to eleven counterpart personnel from PDWRAMs were 

assigned for the construction of irrigation facilities and workshops. 

 In the model irrigation projects, TSC counterpart personnel frequently visit the sites to reinforce 

the implementation system of construction management of PDWRAMs counterpart personnel. 

The duration of stay has been reduced from a week to three days. 

Regarding workshops, PDWRAM counterpart personnel have been taken initiative role of the 

training instead of TSC counterpart personnel, after TSC staffs transferred knowledge and skill to 

PDWRAMs counterpart personnel. 

Recommendation 5 

 TSC should take necessary actions to come up with details for the mid-/ long-term human 

resource development plan, such as formulating the training courses for newly recruited staffs of 

MOWRAM/PDWRAMs. Japanese experts would provide technical support for it. 

 It is observed that some trainees do not meet the qualification for participation in the training 

courses. In order to improve the above mentioned situation between level of training course and 

trainees’ qualification, each PDWRAM should consider selecting the qualified staff for TSC 

training courses. On top of that, especially for PDWRAMs in targeted areas, PDWRAMs should 

allocate counterpart personnel who completed the training to the Project activities. 

Outputs of the Project such as the result of technical transfer in the training and OJT in model 

irrigation projects could be utilized in Yen loan projects which is planned to implement in near future. 

Therefore, in the remaining of the project period, the Project should make consideration for this point 

in their activities.  Furthermore, MOWRAM should coordinate among several projects like TSC3 

and Yen loan projects through regular monitoring meeting for the Yen loan projects. 
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Measures Taken by the Project: 

  Regarding the training courses for newly recruited staffs, the short-term   expert conducted 

Needs survey in December, 2012.  The short-term expert suggested the importance of recruiting 

staff, and assisted to make training course program and syllabus. 

 The TSC training was concentrated on the same trainees in order to improve and accumulate 

their knowledge and experiences. 

 A few trainees were not able to proficient English, therefore, the textbooks in Khmer were used 

in some training. 

 The Project did technical transfer about the procurement procedure on public works, such as 

how to order the construction works to private companies. Furthermore, the Project conducted 

on the job training on construction management and control. 

 MOWRAM including TSC attended the regular monitoring meeting for the Yen loan project. 

MOWRAM coordinated the construction of both the model irrigation projects in TSC 3 and the Yen 

loan project in Damnak Ampil. 

Recommendation 6 

 Regarding the counterpart fund, 50% of the fund for this fiscal year has been released. 

MOWRAM should make necessary arrangement with Ministry of Economic and Finance (MEF) 

to release the other 50% for this fiscal year, and next fiscal year. 

Allowance issue, which from JICA to counterpart personnel, was raised through interview by the 

Team, with counterpart personnel. Counterpart personnel requested JICA additional allowance. Since 

JICA is not allowed to provide additional allowance due to its regulation in principle, additional 

resources should be found by MOWRAM/TSC. Water Resources Management Sector Development 

Program (WRMSDP) supported by ADB might be a candidate to support TSC/PDWRAM staffs 

salary. However, we must carefully consider the way to solve this issue to avoid negative affect to 

TSC3 itself. We should continue discussion to find the appropriate collaboration mechanism 

acceptable to TSC, JICA and ADB. 

Measures Taken by the Project:  

The counterpart fund was fully disbursed from September 2012, even though once the fund was 

released behind the schedule and caused an adverse effect to the training execution. Regarding the 

additional allowance, MOWRAM and ADB are currently under negotiation. 

 

2. Achievement of the Project 

(1) Overall achievement and prospect for Outputs 

The Project would come up with most of its expected outputs by the end of the Project period. 

1) Output 1: TSC obtain capacities to implement training and provide technical supports for 

MOWRAM and PDWRAM related to the agricultural river basin management and development. 

1. Over 90% TSC staff get knowledge and skills of carrying out training and technical supports 

because the rate of training participants who are satisfied with the training and technical supports of 

TSC has reached approx. 96.2% as a whole.  

2. The rate of training participants who are satisfied with the training and technical supports of TSC 

has reached to 96.6 % in average (85.0%～100% among 18 courses). 

It is reported that over 90 % of TSC staff become confident/competent in carrying out training and 

technical supports. In additions, it is reported that over 90 % of PDWRAM participants are satisfied 
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with training and technical supports of TSC. As the results on the above achievement, the 

self-evaluation of TSC staff as well as the satisfaction of the training participants, it is evident that TSC 

became to obtain sufficient capacities to implement training and provide technical supports for 

MOWRAM/PDWRAM related to the agricultural river basin management and development. 

 

2) Output 2: The engineers and technicians in MOWRAM and PDWRAM obtain knowledge on 

concepts and technologies related to the agricultural river basin management and development 

through training. 

1. So far 18 training courses have conducted. 

2. The rate of training participants who achieved the curriculum targets has reached to 88.4 % in 

average (63.6%～100% among 18 training courses conducted). 

For the Output 2 which focuses on the technical level on agricultural river basin management and 

development, it is evaluated that the Project beneficiaries such as engineers and technicians in 

MOWRAM and PDWRAM became capable on the basic knowledge on concepts and practical 

technologies according to the achievement of the number of training courses conducted and also the 

achievement of the curriculum targets of the training courses. 

 

3) Output 3: The capacities of the engineers and technicians of MOWRAM and PDWRAM on 

planning, survey, design, construction management, O&M of facilities and structures in an 

irrigation system as a whole are improved through training. 

1. So far 26 training courses have conducted.  

2. The rate of training participants who achieved the curriculum targets has reached to 90.6 % in 

average (70.0%～100% among 26 training courses conducted). 

For the Output 3 which focuses on the technical level on planning, survey, design, construction 

management, O&M of facilities and structures in an irrigation system as a whole, it is evaluated that the 

Project beneficiaries such as engineers and technicians in MOWRAM and PDWRAM became capable 

of their skills and experience because of the achievement of the number of training courses conducted 

and also the achievement of the curriculum targets of the training courses. As indicated in the evaluation 

results through questionnaire and field interview results, the trained engineers and technicians in 

MOWRAM and PDWRAM is utilizing the skills and knowledge gained from training in their office and 

field. 

 

4) Output 4: The technical support system of TSC is established to promote implementation of 

irrigation projects by PDWRAM. 

1. 27 project plans have been formulated and finally approved during the Project period up to 2013. 

(Including expecting final approval; 20=3+6+3+4+4 Grass Roots project as "Kusanone project" and 

7=3+3+1 Counterpart fund project). The main component of the above rehabilitation project are 

secondly/tertiary canal rehabilitation, construction of check structures, drop structure, intake/outlet 

structure, culverts, embankment, concrete bridge, access road, turnout structures, and so on. 

At the time on Terminal evaluation, it is not yet achieved the level of project indicators, however, it is 

evaluated that the technical support system of TSC is functioning and being highly appreciated by 

PDWRAM. Through the strong technical support by TSC, PDWRAMs became to design map and make 

proper proposal on small scale irrigation projects, therefore, it is highly expected to continue to 
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formulate and submit any irrigation projects for not only donors but also NGO and national government. 

 

(2) Prospect to achieve the Project Purpose 

Project Purpose: Irrigation projects are properly planned, implemented and operated in the target area of 

the Project 

1-1) The newly irrigation system are formulated at the following 8 model site. 

1-2) Total length of rehabilitated irrigation scheme/canal constructed by the Project will be 

approx.145,192 m. Within the total length, approx.102,494 m will be constructed by farmer 

participation and incidental facilities number will be approx. 801. The figure of length is approx. 11 

times in compared to TSC2 project constructed (at the time on TSC2 project; approx. 13,460 m). 

 

2) The number of PDWRAM technicians who obtained appropriate operation skills through TSC 

training is 1,049 persons, within the figure, it is reported as 534 PDWRAM technicians participated 

from the target 6 provinces. After participate training course, 39 PDWRAM technicians attend project 

activities such as construction, O&M WS, A&A/C WS, etc. 

 

3) During the Project period, the newly farmers group (FWUG) are established at the model site on 

Por Canal, Damnak Ampil and Lum Hach. At the model site on Thlear Maom, Roleang Chrey, 

Kandal Stung, Upper Slakou and Thomney, FWUG have been already established. 

 

(3) Prospect to achieve the Overall Goal 

Overall Goal: Agricultural productivity in the target area is stabilized through efficient water resource 

management realized by improved technical capacity of MOWRAM and PDWRAM in agricultural river 

basin management and development. 

1) The unit yield of rice differentiates on the target area. For 2012, the average yield of rice is 

reported as 1.8-4.4 ton/ha in the target area. And the paddy field with “Agricultural Productivity 

Promotion Project in West Tonle Sap (APPP)” project collaboration is reported as 4.5-7.1 ton/ha. 

(Target yield of rice in NSDP 2009-2013 update is currently 3.0 ton/ha.) 

 

2) In the target area of the Project, total irrigated field area is increased to 3,315 ha due to the 

efficient water utilization and distribution, and within the area, it is reported approximately 361 ha as 

2 or 3 season crop cultivation. 

 

3. Summary of Terminal Evaluation Results 

(1) Relevance 

The relevance of the Project has been kept, since the Cambodian and Japanese policies of irrigation 

development in the agricultural sector have not changed since the commencement of the Project. Not only at 

central level, but also at local level, PDWRAMs and water user groups in particular, human resources 

development and capacity building are required to strengthen. Therefore, the relevancy of the Project is 

assessed high. 

1) Relevant policy of the Royal Government of Cambodia 

The direction of the Project is in line with the national priorities. The Project is consistent with the 

policies of RGC, as there has not been any major change in the Rectangular Strategy in 2013, revised 

National Strategic Development Plan (2009-2013 & 2014-2018) and the Strategy for Agriculture and  
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Water (SAW) of Technical Working Group on Agriculture and Water (2010-2013). 

 

2) ODA policies of the Government of Japan (GoJ) 

One of the four priority areas of the Japan’s ODA policy to Cambodia is “Realization of Sustainable 

Economic Growth and a Stable Society”. Within this area, agricultural and rural development is one 

of important issues. Then financial and technical cooperation in the fields of development of 

irrigation facilities, improvement of water management system, capacity development of water users 

associations, etc., are considered as highly important.  

Similarity, the Country Program of JICA for Cambodia also emphasize the “Agricultural and Rural 

Development” with a cooperation program on “agricultural productivity” as one of the priority issues. 

Therefore, this Project is in conformity to priority assistance subjects of the GoJ, and considered to be 

quite consistent with the Japanese aid policy and alignment with RGC national policy. 

 

3) Needs of the counterpart organization 

It is relevant to choose TSC as the counterpart organization of the Project, since TSC is the sole 

training institution to carry out training activities for the capacity building of technicians and 

engineers in Cambodia regarding water management and increasing irrigation capacity across 

Cambodia. 

 

4) Relevance of the Project approach and design 

The Project applied an approach to enhance the capacity of both stakeholders in the irrigation sector, 

such as engineers and technicians of MOWRAM, PDWRAMs and TSC as well as the beneficiary 

farmers in the Project’s target area. Considering the existing constraints of irrigation development in 

Cambodia, where technical workforce of the government are still limited both in number and the 

levels of technical capacities, the design of the Project is considered to be quite appropriate. 

At the same time, it is reasonable to conclude that the target areas of the Project are relevant because 

not only the areas are high potential for irrigation development, but also the beneficiaries are well 

known in the Japanese cooperation since previous TSC 2 Project. They have experiences to utilize the 

Japanese assistance like irrigation scheme initiated by Grant Assistance for Grass Roots (Kusanone) 

projects and/or Counterpart-fund projects. 

 
(2) Effectiveness 

It is reasonable to conclude that the effectiveness of the Project is assured, based on the understanding 

about the achievements mentioned below: 

1) Prospect of achieving the project purpose 

Firstly, all the Project activities have been carried out smoothly though few activities were behind the 

schedule, and each output has been contributed to attain the Project purpose. 

Engineers and technicians of the target areas enhanced their capacity, and it is well expected that the 

Project Purpose is likely to be achieved without any impending factors by the end of the Project. 

In particular, this Project has been providing various technical supports related to agricultural river 

basin management and development, and various trainings in an irrigation system as a whole which 

covers on planning, survey, design, construction management, O&M and establishment/strengthening 

of FWUC/G. 

Therefore, the targeted MOWRAM and PDWRAM officers who obtained sufficient technical 
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knowledge, practical skills and field experiences on the above subjects through the participation to 

the Project, they attempted to implement irrigation projects properly in collaboration with TSC. 

 

2) Contribution of outputs to the achievement of the Project purpose 

The logical sequence between the outputs and Project purpose is appropriate, and all of the four 

outputs have significantly contributed to the achievement of the Project purpose. 

 

(3) Efficiency 

It is reasonable to conclude that the efficiency is largely assured, considering all the points below: 

In general, the Inputs from the Japanese side and Cambodian side have been appropriated in terms of 

quantity, quality, and timing at most levels. However, counterpart personnel from Cambodian side were not 

sufficient to implement the Project activities efficiently and properly. On the other hand, the assignment of 

Japanese experts and irrigation facility construction expenses from Japanese side were drastically increased 

than the initial plan. 

All inputs allocated to the Project have been fully utilized for smooth implementation of the Project. Then 

the Project is efficient in terms of providing inputs as well as good results. 

 

(4) Impact 

1) Prospects of achieving the Overall Goal 

Through the Project implementation, it became visible of the Overall goal of this Project and it is 

shown significant impact through the Project intervention. 

a) Increasing irrigated field area 

The total irrigated field area in targeted model sites is increased to 2,951 ha thanks to efficient 

water utilization and distribution.  

b) Crop cultivation in multi seasons 

It is reported approximately 361 ha as double/triple cropping cultivation (2 and/or 3 crop seasons 

per year) in the model sites in 2012 data. This means that farmers can get significant benefit 

through water utilization thanks to facility rehabilitation and better water management instructed 

by PDWRAM/TSC, PDA and local authority. 

c) Increasing unit yield of rice 

The result of the End-line survey, the average rice yield in the model site is increased in almost all 

the sites. Especially the area where the Project supported to the rehabilitation of the irrigation 

facility and trained the farmers is significant that exceed 3.0 ton/ha as the target yield of rice in 

NSDP 2009-2013. 

As far as the paddy field with APPP project collaboration is reported as 4.5-7.1 ton/ha. It is 

evidently shown the great results of the good combination of hard and software component which 

consisted with facility construction with farmer participation, and instruction of O&M and farm 

management. 

 

2) Positive changes of irrigation system management through the Project intervention 

The comparison before TSC3 project started and after TSC3 project intervention, it is quite different 

economic/ technical aspects and perspectives of farmers in terms of Irrigation area, Irrigation 

facilities, Convenience of irrigation water, Convenience of farm roads, Facility O&M, Water 

operation/distribution/maintenance, Management of FWUC. 
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In the target areas, the interviewed farmers reported that the diminishing of the problems of water 

distribution at terminal facilities for the sake of tertiary or delivery canal rehabilitation, and positive 

effects are being realized on their water utilization, productivity and better facility management by 

themselves. 

 

3) Spillover effects 

a) Effects on farmers and farmers group in the target areas 

Through the capacity building in TSC, the targeted engineers and technicians in PDWRAMs applied 

their knowledge much more practically. At the same time, in the target areas, several terminal irrigation 

facilities were rehabilitated properly and undertaken sound O&M of the facilities through the farmers’ 

participation.  

As a result, such continuous O&M management by the farmers themselves can provide and secure 

water, and farmers became to cultivate two or even three time crops per year and made a contribution 

to the improvement of the farmers’ livelihood and also agricultural (rice) productivity due to the 

increase of rice cultivation time. 

b) Promotion of irrigation projects 

Various new irrigation projects assisted by Japan and/or other donors have been planned and 

implemented since the Project started. 

c) Effect to the engineers and technicians in PDWRAM nationwide 

Not only the targeted 6 PDWRAM staff, but also other PDWRAMs in nationwide, utilized the skills 

acquired by TSC training in their belonging organizations, and become confident to conduct survey, 

design, plan, produce GIS mapping, water management and create irrigation projects which can 

respond to the high demands from donors and beneficiaries. 

 

(5) Sustainability 

1) Policy aspect 

The necessity of irrigation development for the improvement of agricultural productivity as well as 

the consequence of human resource development in the water resource sector, are given high priority 

in the current policy of RGC, therefore the policy support from the RGC would continuously be 

secured even after the Project overs. With the recent enactment of the Law on Water Resources 

Management, the legal framework is being formulated such as the Sub-Decrees on establishment of 

FWUC/G, on River Basin Management, Water Quality Management and Water Licensing. Within the 

policy and legal framework above, TSC is continued to enact its status and missions, therefore, the 

sustainability of the Project on legal and policy aspect are considered high. 

 

2) Technical aspect 

Through this long-term technical cooperation under JICA, at individual level, it can be observed that 

MOWRAM/PDWRAM staffs as well as TSC counterparts have acquired the techniques and 

knowledge in the field of the agricultural river basin management and development. And they 

become sufficient capacity such as planning, survey, design, construction management and also 

supervising to other staff and private construction companies. In particular, TSC C/Ps enhanced their 

capacities for supervising construction management and contractor through model site works, and 

enabled to become to transfer these techniques efficiently to MOWRAM/PDWRAM staffs. 

Moreover, farmers has been gaining more knowledge related to maintenance of irrigation facilities 
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through farmer participated construction at the model site. 

Therefore, it is certain that the technological aspect related to the agricultural river basin management 

and development will be sustainable. And after this Project, it is expected that these staff as core 

persons will not only contribute to human resources development for in their own offices but also 

implement any other projects related to the agricultural river basin management and development, 

which are schemed by national government budget, Yen loan project, grant assistance for the Grass 

Roots and other donors, by themselves. 

 

While, turning to sustainability of institutional and financial level, challenges are pointed out as 

mentioned below. 

 

3) Institutional and Financial aspect 

MOWRAM and JICA are launching a new JICA TCP; “Project for River Basin Water Resources 

Utilization”. A part of the TSC staff is participating in the TCP. In order to ensure the Project’s 

sustainability, MOWRAM should consider the assignment of C/P without impairing the existing 

functions of TSC. 

The budgetary condition of Cambodian government has been limited so far and it will inevitably be 

hard to secure financial sustainability at this stage. Therefore, in order to implement the Project 

successfully, Cambodian and Japanese sides are required to take necessary measures to secure the 

budget for the Project activities. 

 

4. Factors that promoted realization of effects 

1) Active participation and motivation of farmers and community leaders in the target areas 

In the target areas, community leaders (district governor, community chief, and village chief) and 

FWUC leaders recognized the Project activities such as canal construction, O&M of irrigation 

facilities, and make annual plan and accounting record. Instruction and coordination by community 

leaders, the FWUC members have gradually understood the advantage of water for irrigation, 

operation and maintenance of facilities and canals, and then they continue to do the works for their 

irrigation facility to be a good condition and keep efficient water distribution even few farmers do not 

follow. 

 
5. Factors that impeded realization of effects (hampering factors) 

1) Delay of project approval for irrigation projects in the target areas 

Initially, it is expected to utilize the Yen loan project fund for the irrigation projects in the target 

areas, however, its project approval delayed compared to its original schedule. It will be planned to 

start from the end of 2014. Due to this delay, it brought some dissatisfaction by farmers in the target 

areas, and makes delay of implementation of the model irrigation projects also. 

 

2) Negative effects by the internal factors and external assumptions to the Project 

The Project was affected by the internal factors such as C/Ps assignment and delay of budget release 

from the Cambodian side. Also the Project was affected by the external assumptions, such as conflict 

among upper and lower farmers, time requirement for farmer participation, and suspension of 

construction due to discover UXO, etc. caused the delay of implementation of the target areas 

activities. 
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6. Conclusion 

As a result of Project work in TSC in 6 target provinces, the expected outputs have been produced. The 

Project has enough relevance and effectiveness. The Project has been achieved considerably positive 

results in terms of development impacts. Also, the Project implements to be efficient in general. With 

these reasons, it is considered that the Project is well managed and has achieved its purpose. 

Training and technical capacity has been gradually developed in the TSC/MOWRAM/PDWRAM, while 

there are some issues that may need to be addressed such as prospective of TSC in the future, securing 

human resources and providing continuous financial support and their motivation. TSC is getting 

recognized as a tangible status & function which has been carrying out technical service for irrigation 

and meteorology in response to the needs of the technicians and engineers in Cambodia. 

The Project has successfully been implemented without any major or critical problem and will mostly 

achieve its outputs by the end of the Project period. Prospect of achieving the Project purpose is 

evaluated as high, thus, it is concluded that the Project will be terminated as stipulated in the R/D.  

 

7. Recommendations 

(1) Measures to be taken before the Project terminates 

1) Revision of the 2014 TSC Plan 

After the Project is completed, the TSC is going to continue all necessary activities, using its own 

staff and budget, without JICA’s input. Regarding the budget for 2013, TSC requested the budget to 

MEF, based on the TSC’s annual plan. The budget amount which was requested to MEF was approx. 

1,372 million Riel (US$336 thousand: exchange rate, as of January 2013); however MEF approved 

only 77 million Riel (US$19 thousand: exchange rate, as of January 2013). For the budget for 2014, 

though TSC requested approx. 1,372 million Riel (US$340 thousand: exchange rate, as of January 

2014), TSC may not be able to receive full budget from MEF. 

Thus, considering this situation, TSC may have to revise the TSC annual plan for 2014 to set and 

achieve a more realistic goal based on the amount of budget approved by MEF. 

The Team recommends to TSC for the revision are given as follows; 

a) To prioritize the activities in the existing TSC annual plan, 

b) To add important activities, which are not included in the existing TSC’s annual plan, to TSC’s 

annual plan, such as supporting the establishment of FWUC/G and the collection of a water fee, 

and providing training to newly recruited MOWRAM staff, 

c) To find other funding sources as much as possible, such as the national budget, the C/P fund for 

the new TCP, the soft component fund of the Yen loan project, and the other donors’ fund 

(especially ADB), to fulfill the gap between the requested amount of the budget and the actual 

amount of the budget, 

d) To re-examine the activities in the existing TSC annual plan based on the expected funding 

which TSC will have found in c), and 

e) To re-examine the number and specialization of staff required to implement the revised TSC 

annual plan. 

 

2) Assignment of TSC staff to the new JICA Technical Cooperation Project (TCP) 

MOWRAM and JICA are launching a new JICA TCP; “Project for River Basin Water Resources 

Utilization”. A part of the TSC staff is participating in the TCP.  

In order to ensure the Project’s sustainability, the following recommendations are for the TSC;  
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a) To assign C/P personnel for the TCP without impairing the existing functions of the TSC, such 

as providing training (planning, designing, construction management/supervision, water 

management), and providing technical support,  

b) To transfer capable staff to the TSC and/or recruit university graduates if a staff shortage occurs. 

 

3) Minimization of construction activities in the model irrigation projects 

Due to the budget limitation of both sides, the Team recommends to the Project that the construction 

activities in the model irrigation projects should be kept to a minimum to achieve the Project’s 

purpose, and not to expand them any further. 

 

4) Providing training to newly recruited staff 

MOWRAM recruited 47 new staff in 2013, and will recruit about 100 new staff in 2014. So far, it is 

not easy to access to technical training for the staff, though each department, in which the new staff 

are assigned, provides training to the new staff. Thus, the department of administration in MOWRAM 

is recommended to make necessary arrangement so that TSC can provide technical training. In 

addition, since the training program for newly recruited staff was developed in the Project, the Team 

recommends to TSC to utilize the training program developed by the Project when TSC implement 

the training to the new staff. 

 

5) Change the role of FWUC/G in the model irrigation projects from “FWUG for promoting 

construction works” to “FWUG for promoting O&M works” 

In the target model sites, Thomney and Roleang Chrey have begun the collection of a water fee as of 

now. 

Since, the construction works have been done, and farmers have started to use irrigation water in the 

model irrigation projects excluding Ream Korn, Wat Chre, Wat Luoung and Lum Hach, FWUC/G 

should start water fee collection as soon as possible. However, for FWUC/G member, water fee 

collection and other O&M activities are still challenging tasks, so they need technical support from 

the government side. Therefore, it is suggested that the PDWRAMs support more to FWUC/G to 

promote O&M activities like rehabilitation of small scale canals. 

The Project has supported the establishment of FWUC/G as one of the Project’s key activities since 

the beginning. Consequently FWUGs have been established, and farmers have participated in the 

construction work in a participatory manner. This will provide evidence that changes in farmers’ 

attitudes, through the Project activities, have occurred, and the evidence that FWUC/Gs function as 

organizations for promoting construction works.  

After construction works done, the FWUC/Gs’ role should be changed from promoting construction 

works to promoting O&M works including water fee collection. Therefore, it is also suggested that 

the PDWRAMs provide the FWUC/Gs with the necessary knowledge and experiences, through 

workshops, especially on O&M issues, with technical support from TSC/JICA experts during the 

Project period. After the Project terminated, PDWRAMs are also recommended to work for 

FWUC/Gs with support from MOWRAM like the department of irrigated agriculture and the 

department of FWUC with technical support from TSC. 

Besides that, since FWUC/Gs can cover only O&M works for small scale facilities, PDWRAMs 

should cover O&M works for mid to large scale facilities in the sites. 

Furthermore, it is obvious that maps, which show land owner, can help FWUC/G a lot in terms of 
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water fee collection. Hence all PDWRAMs are recommended to prepare the maps as soon as possible 

with technical support from TSC. 

 

(2) Measures to be taken for the Post-Project 

1) Apply the Project’s outputs to other irrigation projects 

In the Project, many engineers and technicians have developed their capacities through the practical 

training provided by TSC C/Ps and JICA experts. MOWRAM/TSC/PDWRAM needs to apply the 

output of the Project to other irrigation projects implemented in the near future, such as national 

budget projects, Japanese ODA projects (the Grant Assistance for Grass Roots (Kusanone) projects, 

the Yen loan projects) and other donors’ projects. 

PDWRAM staff is expected to do planning, designing, construction management/supervision, water 

management by themselves for the projects. TSC is expected to provide training to PDWRAM staff 

and provide technical support. MOWRAM is expected to do administration role, such as securing 

budget, allocation of necessary staff, coordination among other Ministries and internal department 

and so on. 

 

2) Relief for an imbalance in the age distribution of MOWRAM staff 

The number of young generation (21-35 years old) of MOWRAM is extremely small compared with 

the middle generation. Thus, ensuring sustainability, sound management of MOWRAM in the future 

recruiting young staff is essential. If MOWRAM continues to recruit less than 30 staff per year, 

sooner or later MOWRAM’s ability to perform will deteriorate.  

According to the current structure of MOWRAM staff, most of experienced staff will retire after 

2020, after which time the total number MOWRAM staff will be drastically decreased. It is needed 

that MOWRAM recruits about 90 staff per year constantly, to secure the necessary number of staff in 

the year of 2030.  

Based on the analysis, the Team recommends that MOWRAM should continue to recruit about 90 

new staff per year, especially engineers and technicians, because MOWRAM/PDWRAM have to 

maintain and operate important infrastructure like dams and head works, and do proper water 

management of main river basins in the country.  In order to do this, the RGC’s key actors like 

executive members of MOWRAM and the Ministry of Public Function should understand that the 

purpose of this hiring policy. Hence the Team also recommends that the department of administration 

in MOWRAM explains the current critical situation and requests to take necessary measures to the 

authority and the executives by using the outputs of the Project, to relieve MOWRAM’s present 

age-distribution imbalance. 

 

3) Future perspective of TSC 

Although detailed information on establishing “Institute of Crop and Water (ICW)” is not available, 

it seems that ICW will be launched in the near future. ICW might not only have training function 

which is the TSC’s current responsibility, but also the function of higher education and research. In 

this concept, TSC would become one of the major pillars of ICW. The Team understands that TSC’s 

role which provides in-house training in RGC would be still very important in the ICW concept. 

Furthermore, since human resource development of the private sector in the irrigation sector is also 

important, the Team suggests that it could be considered to cover the private sector during discussion 

about the ICW concept. 
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8. Lessons Learned 

(1) Effectiveness of combing hard and soft components 

The Project aims to achieve the following goal, “Irrigation projects are properly planned, implemented 

and operated in the target area of the Project.” The Project has covered theoretical as well as practical 

trainings. The Project experts have especially focused their efforts on OJT in the model irrigation 

projects. In the field, C/Ps of PDWRAM/TSC received practical training, which was previously lacking 

due to budget constraints.  

Consequently, C/Ps of PDWRAM/TSC acquired the confidence to manage construction works and 

supporting activities to FWUC/G by themselves.  

In addition, farmers organized FWUC/Gs in each model site of the Project and participated in 

construction works.  

We observed that it was not easy to motivate farmers after establishing farmers’ groups in other 

projects. However, since irrigation facilities have been constructed in the model sites and farmers 

realized that they would soon get irrigation water, they were motivated to establish the FWUC/Gs. 

Furthermore, we observe that farmers’ incomes have increased in these areas since the beginning of the 

Project. 

On the other hand, from the project management view point, since the Project covers many model 

irrigation projects, TSC C/Ps and JICA experts have had difficulties managing the activities. 

Based on the above information, the following the lessons can be learned. 

1) The OJT model is effective in developing capacity among irrigation engineers and technicians. 

 

2) When an activity “strengthening water user groups” is included in a project, including construction 

works in the project is effective to motivate the target farmers. 

 

3) Even though covering many pilot sites is crucial to expand the project outputs nationwide, too 

many pilot projects can make it difficult for C/Ps and JICA experts to properly manage the project 

activities. Thus, considering input by the recipient and donor countries, the project’s contents and 

amount of activities should be decided. 

 

(2) Collaboration among projects in the agriculture sector 

The Project has had the opportunity to work with another JICA project, titled APPP whose purpose is to 

ensure that “Productivity and income of farmers are improved.” The PDA/TSC staffs who are the C/P of 

the Project participated in several trainings sessions conducted by APPP. Thorough the APPP training, 

the PDA and TSC C/Ps learned about rice cultivation matters.  

Through this collaborative work, PDA/TSC could learn how to teach O&M works to FWUC/Gs and 

farmers. Consequently, FWUC/Gs and farmers could learn how to manage irrigation water efficiently 

and produce higher yields. The collaboration among several complementary projects can be applied to 

projects in other countries. C/Ps in the recipient country can thus efficiently gain a wide spectrum of 

knowledge. 

 

 

 



－1－ 

第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

カンボジア王国（以下、「カンボジア」と記す）における農業は、国内総生産（GDP）の約 30％

を占め、就業人口の 65％以上を吸収している重要な産業であり、国家開発政策上においても重要

セクターとして位置づけられている。しかしながら、長期にわたる内戦によって実践的技術・経

験を有する灌漑技術者が著しく減少した結果、農業生産に不可欠な灌漑施設の多くが維持管理不

全、機能低下などの問題に直面しており、稲作を基幹とする同国の農業発展に向けた取り組みの

障害となっている。そのため、灌漑施設を管轄する水資源気象省（Ministry of Water Resources and 

Meteorology：MOWRAM）では、内戦時に荒廃した中小規模の灌漑施設の改修と適正な維持管理

を戦略の要に据えている。 

現在、各地でさまざまな援助機関による灌漑施設の改修・開発支援が実施中ないし計画中であ

るが、ほとんどの援助事業では、ドナーの事業費で雇用されたコンサルタントが計画、設計、施

工監理業務を担っている。また、これらの灌漑事業の実施にあたり、河川流域単位での計画が十

分に行われていない例も散見され、将来的には流域単位での水利調整に問題が生じることが危惧

されている。 

将来的なカンボジアの灌漑開発、灌漑施設の適正かつ効率的な計画・実施・維持管理のために、

流域単位での灌漑計画策定を含め、灌漑システム全体に関する総合的な技術能力を有する自国の

技術者の育成は急務であるが、同国の灌漑分野における人材育成システムは極めて脆弱である。 

このような灌漑分野の課題に対応するため、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2001 年 1 月

から 2009 年 7 月まで「灌漑技術センター計画（フェーズ１：2001～2006 年、フェーズ２：2006～

2009 年）を実施した。フェーズ１では、灌漑分野の人材育成の基幹組織である灌漑技術センター

（Technical Service Center for Irrigation and Meteorology：TSC）の設立支援、末端圃場整備に係る

研修教材・マニュアルの整備、州水資源気象局（Provincial Department of Water Resources and 

Meteorology：PDWRAM）技術者の研修を行い、フェーズ２では、同じく末端圃場整備に係る研

修の継続、モデルサイト内水路・関連施設の建設支援と指導（計画、路線測量、維持管理等）を

行った。その結果、TSC 及び PDWRAM 技術者は、末端圃場整備レベルでの灌漑事業に係る知識・

技術力をほぼ習得するに至った。 

これらの協力の成果を踏まえ、カンボジア政府は、末端レベルでの灌漑技術に加え、流域レベ

ルの水資源管理・灌漑開発の実施を促進するため、TSC による PDWRAM 職員等灌漑技術者を対

象とした実務研修や技術支援に係る能力向上を目的とした本プロジェクトを日本政府に要請した。

これを受け、JICA は、2009 年 9 月から 2014 年 8 月までの 5 年間の予定で本プロジェクトを実施

した。 

2011 年 8 月には、中間レビューをカンボジア側と合同で実施し、本プロジェクトの目標達成度

や成果等を分析するとともに、評価５項目の観点から評価を行い、残り協力期間内における課題

及び今後の方向性について確認し、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の改訂及び

その後のプロジェクト実施に関して提言を行った。 

今回の終了時評価調査では、2014 年 8 月のプロジェクト終了を控え、中間レビュー時の提言に

対する対応経過に加え、プロジェクト活動の実績及び成果についての評価を行う。また、併せて、

カンボジア政府に対し、今後の事業実施に関する提言を行い、類似プロジェクト実施にあたって
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の教訓を導くことを目的とする。 

 

１－２ 調査団の構成 

氏 名 担当業務 所 属 

小林 健一郎 総  括 JICA 農村開発部水田地帯第一課 課長 

大石 哲也 灌漑技術 
農林水産省中国四国農政局整備部設計課  

技術審査第 2 係長 

松本 彰 評価分析 A & M コンサルタント有限会社 代表取締役 

吉川 尚樹 計画管理 JICA 農村開発部水田地帯第一課  

 

１－３ 調査日程 

2014 年 1 月 27 日（月）～2 月 15 日（土）〔官団員は 2 月 2 日（日）から〕 

詳細日程は付属資料１に示した。 

 

１－４ プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、次の 4 点を通じて対象地域の灌漑事業の適切な計画、実施、管理を達成す

ることにより、効率的な水資源管理及び農業生産の安定に貢献するものである。 

① 灌漑分野の人材育成・技術支援機関である TSC の流域灌漑管理・開発に係る研修実施能力

の確立 

② 水利技術者の流域灌漑管理・開発に係る知識・技術の習得促進 

③ 水利技術者の灌漑システム全体の適切な計画、設計、施工及び維持管理能力の向上 

④ PDWRAM が実施する灌漑事業に対する TSC の技術支援体制の構築 
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第２章 評価の方法 
 

本評価調査の評価手法には、JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）に基づいて、プロジェクト・

サイクル・マネジメント（PCM）を採用した。PCM 手法は、①PDM に基づいた計画達成度の把

握（投入実績、活動状況、成果の達成度、プロジェクト目標の達成見込み）、②評価５項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト、持続性）に基づいたデータの分析、③分析結果からの教訓／

提言のまとめ、の 3 点から構成される。本評価調査では、以下に示す日本側調査団及びカンボジ

ア側調査団による合同評価チームを形成した。合同評価チームはプロジェクト協力期間及びプロ

ジェクト終了後における対応方針について検討し、両国関係者に提言した。 

 
２－１ 評価手順 

２－１－１ 資料レビュー及び評価グリッドの作成 

本評価で利用した PDM は 2011 年 9 月にカンボジア側と日本側で協議し合意した PDM

（Version 2.0）である。評価設問は本調査の実施前に設定した。具体的なデータの収集方法を

以下に示した。 

 

（１）既存資料の分析 

本調査のレビューに利用した資料は以下のとおりである。 

・「流域灌漑管理及び開発能力改善プロジェクト（TSC3）」詳細計画策定調査及び事業事

前評価表 

・「流域灌漑管理及び開発能力改善プロジェクト（TSC3）」中間レビュー報告書 

・プロジェクト実績表〔プロジェクト投入実績表、カウンターパート（C/P）配置表、概

算工事費比較表等〕 

・その他プロジェクト作成資料〔四半期報告書、プロジェクト冊子、合同調整委員会  

（JCC）資料 ほか〕 

・「TSC3 プロジェクト支援事業（草の根・人間の安全保障&ノンプロジェクト見返り無償

資金協力実績リスト」 

・「TSC3 エンドライン調査」（ファイナルドラフト）レポート並びにエンドライン調査   

データ 

・「専門家業務完了報告書」並びに短期専門家報告書 

・プロジェクト関係者作成による終了時評価用準備資料 

・TSC3 事業費に係る整理資料 

・「対カンボジア国国別援助方針」（英文） 

・「対カンボジア王国事業展開計画」（2013 年 6 月） 

 
（２）事業関係者への質問票調査 

現地調査に先立ち、C/P に質問票を配布して結果を分析した。質問票は JCC メンバー向

けと C/P 向けの 2 種類を用意した。質問項目にはプロジェクトの実績、実施プロセス、評

価５項目に関する質問を記載した。またプロジェクト専門家から投入実績、終了時評価用

資料、プロジェクト作成資料を回収して、内容の確認と不明な点の質疑応答を行った。 
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２－１－２ プロジェクト関係者との面談 

プロジェクトの達成度や成果をとらえるには、さまざまな関係者に対しインタビューを実施

することが重要である。現地調査中は C/P やプロジェクト専門家と面談を行い、事前入手資料

や質問票に関する補完的な情報収集を行うとともにプロジェクトへの意見や提案を収集した。

また、受益者〔PDWRAM 関係者、対象モデルサイトのコミュニティリーダーや農民水利組織

（Farmer Water Users Community：FWUC）リーダーなど〕やプロジェクト関係者（他の JICA

技術協力プロジェクト専門家、個別専門家、協力隊隊員、エンドライン調査実施ローカルコン

サルタント、灌漑関係の日本企業など）から聞き取りを行った。 

 

２－１－３ 合同評価チームによる報告書の作成 

カンボジア側の評価チームと日本側評価チームが合同評価チームを結成し、C/P によるプロ

ジェクト進捗状況の発表、モデルサイトの現地視察を通じて本プロジェクトの進捗と成果を確

認した。調査結果を評価５項目に沿って検討し、合同評価調査報告書（付属資料３）に取りま

とめた。 

2014 年 2 月 13 日に同報告書に署名して、同日に開催された JCC に提出した。JCC では、結

果報告・協議を行うとともに、両国関係機関がミニッツの署名・交換を行った。 

 

＜カンボジア側評価チーム＞ 

氏 名 担当業務 所 属 

Mr. Mey LY HUOTH 総  括 Deputy Director General of Administration Affairs, MOWRAM 

Mr. Bul DELLY 灌漑技術 Deputy Director General of Technical Affairs, MOWRAM 

Mr. Chhea BUN RITH 評価分析 
Director, Department of Administration and Human 

Resources, MOWRAM 

 

２－２ 評価５項目  

項 目 定 義 

妥当性 

（Relevance） 

プロジェクトのめざしている効果（事業目標や上位目標）が受益者のニー

ズに合致しているか、問題や課題の解決策として適切か、被援助国及び日

本側の政策との整合性はあるか、プロジェクトの戦略・アプローチは妥当

か、公的資金である政府開発援助（ODA）で実施する必要があるかなどと

いった「援助事業の正当性・必要性」を問う視点。 

有効性 

（Effectiveness） 

事業の実施により受益者もしくは社会への便益がもたらされているのか

（あるいは、もたらされる見込み）を問う視点。事業目標は達成される見

込みか、それは当該事業のアウトプットの結果もたらされる見込みか、目

標に至るまでの外部条件の影響はあるか、有効性を貢献・阻害する要因は

何か、などを分析する。 

効率性 

（Efficiency） 

主に事業コストと効果の関係に着目し、資源が有効に活用されているか（あ

るいは、されるか）を問う視点。プロジェクト目標の達成度はコスト（投

入）に見合うか、より低いコストで達成する代替手段はなかったか、実施

プロセスの効率性を阻害・促進する要因は何か、などを分析する。 
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インパクト 

（Impact） 

当該事業の実施によりもたらされる、より長期的、間接的効果や波及効果

（上位目標の達成度を含む）を見る視点。予期していなかった正・負の効

果・影響を含む。 

持続性 

（Sustainability） 

政策・制度面、組織・財政面、技術面、社会・文化・環境面、総合的自立

発展性等において、援助が終了しても当該事業で発現した効果が持続して

いるか（あるいは、持続の見込みはあるか）を問う視点。 
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第３章 調査結果 
 

３－１ プロジェクトの実績 

３－１－１ 投 入 

（１）日本側 

１）専門家派遣 

① 長期専門家（6 名） 

チーフアドバイザー／流域灌漑、参加型水管理、業務調整 

② 短期専門家（25 名） 

地理情報システム（GIS）を利用した灌漑計画、流域管理、灌漑施設設計・施工

監理、災害復旧施工管理、灌漑配水計画管理、気象・水文解析、リモートセンシン

グ、流出解析システム、水路計画、灌漑計画、人材育成計画、新人研修プログラ   

ム、水利組合組織強化、土質／コンクリート試験分析、頭首工の計画・設計・施工

監理 ほか 

２）研修員受入れ 

40 名（技術交換プログラムでの研修 18 名を含む） 

３）供与機材 

約 1 億 400 万円（1 米ドル＝98 円換算：合計 22 機種、106 万米ドル相当） 

４）日本側ローカルコスト負担 

約 2 億 7,600 万円（282 万米ドル相当）*2013 年 12 月末までの概算 

 

（２）カンボジア側 

１）C/P の配置 

計 16 名 

２）ローカルコスト負担 

約 71 万米ドル（約 7,000 万円：給与等、日常経費を含む） 

３）土地、施設等の提供 

カンボジア側より、灌漑技術センター（TSC）内のプロジェクト事務所や研修室と同

事務所の付帯資機材及び電気・水道設備がプロジェクト施設として提供されている。 

 

３－１－２ 活動と成果の達成状況 

（１）成果１：TSC 技術者が、MOWRAM 及び PDWRAM 技術者に対して、流域灌漑管理・開

発に係る研修と技術支援を実施できる能力を獲得する。 

＜達成状況＞ 

TSC 職員が実施する研修・技術支援を受講した PDWRAM 研修生の満足度は高い（平

均 96.6%）。また、上司や専門家などの第三者からも高く評価されている。TSC 職員の研

修・技術支援を行う能力は十分に習得されたと判断される。 
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（２）成果２：MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が、流域灌漑管理・開発に関する知識・技

術を習得する。 

＜達成状況＞ 

これまでに流域灌漑管理・開発に関する研修は 18 コースが実施されている。また、

研修受講者の到達目標達成度は高い（平均 88.4%）。MOWRAM 及び PDWRAM の技術者

は、流域灌漑管理・開発に関する知識・技術を習得したと判断される。 

 

（３）成果３：MOWRAM 及び PDWRAM の技術者が灌漑システム全体における施設計画、調

査、設計、施工及び維持管理に関する技術力が向上する。  

＜達成状況＞ 

これまでに灌漑システム全体の開発・維持管理に関する研修は 26 コースが実施され

ている。また、研修受講者の到達目標達成度は高いほか（平均 90.6%）、質問票やインタ

ビュー結果からも、MOWRAM 及び PDWRAM の技術者の能力は向上したと評価されて

いる。 

 

（４）成果４：PDWRAM 技術者による灌漑事業実施を促進するための TSC の技術支援体制が

構築される。 

＜達成状況＞ 

評価時点での採択実績は 27 事業であり目標値の達成に至っていない。しかし、2014

年度はカンボジア全国で灌漑事業が計画されているほか、TSC は NGO や国家事業計画

への支援を実施していることから、2014 年度中に目標値は達成される可能性が高い。ま

た、PDWRAM 技術者が各州で灌漑事業の計画から実施を行う際に、TSC は側面から技

術支援を行っている。PDWRAM の TSC への信頼・協力関係は堅固である点からも、同

成果は達成されたと判断される。 

 

３－１－３ プロジェクト目標達成の予測 

プロジェクト目標：プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適切に計画、実施、管理され

る。 

＜達成状況＞ 

8 地区のモデルサイトで灌漑事業が計画・実施され、整備された水路総延長は約 145,192m。

フェーズ２で整備した約 13,460mと比較すると約 11倍となる。TSC研修受講生の総数は 1,000

人を超えており（うち対象州からの PDWRAM 技術者は 534 名）、研修後は各地域において建

設活動、維持管理研修や年間計画あるいは会計帳簿研修活動等（39 名参加）に従事した。プ

ロジェクト期間中は 3 モデル地区で FWUC の形成を新たに支援して、維持管理活動に係る研

修を実施した。その結果、FWUC による定期的な会合や施設維持管理活動あるいは水利費徴

収活動が実施されている。インタビューやアンケート結果が示すように、本プロジェクトの

実施により PDWRAM 技術者は独自で設計図や灌漑事業計画書を策定し、かつ適切な実施か

ら管理までを行えるようになった。したがって、プロジェクトの進捗や成果、数値目標の達

成状況にかんがみ、プロジェクト目標は達成されたと判断される。 
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３－１－４ 上位目標達成の予測 

上位目標：プロジェクト対象地域において、適切な灌漑事業を通じた効率的な水資源管理が実

現することにより、農業生産が安定する。 

＜達成状況＞ 

地域間のばらつきがみられるものの、昨年の単位収量は 1.8～4.4t/ha*と報告されている。

特にトンレサップ西部地域農業生産性向上プロジェクト（Agricultural Productivity Promotion 

Project in West Tonle Sap：APPP）連携サイトでは 4.5～7.1t/ha と報告されており、全国目標値

（3.0t/ha）に達している。プロジェクト対象地域において、水の有効利用や水配分で拡大し

た面積総数は約 2,951ha であり、このうち二期作が可能になった面積は約 361ha である。以

上の結果は、適切な灌漑事業を通じて効率的な水資源管理が実現していることを示しており、

その結果として対象地域における農業生産量・収量が増加したと判断できる。 
*単収のデータは対象 11 全地域を記載。コンポンチュナン（Kampong Chhnang）州ルムハック（Lum Hach）
（単収 1.8t/ha）は施設が工事中で効果が表れていないが、数値には含まれている。 

 
３－２ プロジェクトの実施プロセス 

（１）実施プロセスに関する主な事項 

プロジェクトの実施プロセスに関する主な事項は下記のとおり。 

－2009.8.24    討議議事録（R/D）署名（PDM ver. 0 と PO ver. 0 の作成） 

－2009.9.1    プロジェクト協力開始 

－2009.12.29     プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネジャー、プロジェク

ト・サブマネジャー及び TSC 職員 13 名が C/P として任命される。 

－2010.1.21     第１回プロジェクトマネジメント会議開催、6 州 PDWRAM ダイレクタ

ーに各州の C/P 配置を要請、受諾される。 

－2010.1-5 バッタンバン（Battambang）、タケオ（Takeo）、カンダール（Kandal）、

コンポンチュナン（Kampong Chhnang）、プルサット（Pursat）、コンポン

スプー（Kampong Speu）の 6 州 PD WRAM から各 10 名の C/P が任命さ

れる。 

－2010.3.12-14 TSC 新事務所へ引越し 

－2010.3.23 第１回合同調整委員会（JCC）開催、PDM（ver. 1.0）と活動実施計画（PO）

（ver. 1.0）が提案、了承される。 

－2010.3-5 11 カ所のモデルサイトで農業・農村社会経済分野に係るベースライン調

査、今年度活動を開始した新規 5 地区の灌漑施設インベントリー調査を

委託実施。（この後順次、詳細測量、農民・水管理組織との協議、設計、

施工を実施） 

－2010.4- 宇宙航空研究開発機構（JAXA）に応募した ALOS Research が採用され、

TSC によって調査実施。 

－2010.7.9 農業省より Battambang、Takeo、Kandal、Kampong Chhnang、Pursat、

Kampong Speu の 6 州の農業局（Provincial Department of Agriculture：PDA）

から各 2 名の C/P が任命される。 

－2010.7.20-8.20 JICA インターン実習（水利組合）受入れ 

－2010.10.15 第２回 JCC 開催。モデルサイト活動、研修の実施状況と成果報告、モデ
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ルサイト活動への PDWRAM の C/P の積極的な配置を要望する。 

－2010.11.30 カンボジア国内向けプロジェクト活動紹介のテレビ・ラジオ取材受入れ。

（JICA カンボジア事務所広報活動、2010 年 12 月に放映・放送） 

－2011.3-7 Battambang 州ポーキャナル（Por Canal）、Pursat 州スレア・マ・オム（Thlear  

Maom）、Takeo 州トムネー（Thomney）の各モデルサイトで灌漑施設工

事を実施。 

－2011.6.14 モデルサイト活動の地方への移管について、6 つの PDWRAM ダイレク

ターと会合をもち理解を得た。 

－2011.6- Pursat 州ダムナック・アンピル（Damnak Ampil）、Kampong Speu 州ロー

レンチェリー（Roleang Chrey）、Takeo 州アッパースラコウ（Upper Slakou）

で地方当局・農民との水路経路の確認と協議、水利組合組織化、詳細測

量及び設計を進めた。 

－2011.8.30-9.14 中間評価調査団実施。モデルプロジェクトサイト数の削減、技術導入を

進める基幹灌漑の対象施設の絞り込み、活動計画の見直しがされた。 

－2011.9.14 第３回 JCC 開催。中間評価結果報告、TSC3 活動経過報告、今後の活動

計画、新態勢の導入等について議論。PDM（ver. 2.0）への改訂が提案、

了承される。 

－2011.12- Takeo 州 Upper Slakou で建設を開始したが、小型の不発弾（Unexploded 

ordnance：UXO）が発見され工事がいったん中止となる。関係者との協

議の結果、プロジェクト予算にて地雷・爆弾の調査・処理を行い建設を

再開。 

－2012.1- Pursat 州 Damnak Ampil にて、自前工事及び外注工事を開始。外注業者へ

の監督を併せて実施した。Kampong Speu 州 Roleang Chrey にて、自前工

事及び外注工事を開始。外注業者への監督を併せて実施した。 

－2012.3-6 前年度の洪水被害に対する復興支援（重機用燃料供与）を実施した。 

－2012.4 カンダール（Kandal）州カンダールスタン（Kandal Stung）にて建設工事

を開始した。 

－2012.7- 農民水利組織（Farmer Water Users Community / Farmer Water User Group：

FWUC/FWUG）の活動強化に向けて各モデルサイトでの操作・維持管理

に係るワークショップを順次実施。施設の適切な管理能力の強化を実施

した。 

－2012.7-11 トンレサップ西部地域農業生産性向上プロジェクト（APPP）との連携強

化の目的で PDA（12 名）及び C/P（2 名）を対象とした合同研修を実施

した。 

－2012.8.6 第２回プロジェクトマネジメント会議開催。プロジェクト活動前半期の

総括と後半期の概略予定等を関係者間で共有した。 

－2012.8.28 第４回 JCC を開催。1 年間の活動の総括を行うとともに、次年度の活動

計画などを関係者間にて確認した。 

－2012.10.3 Kampong Chhnang 州 Lum Hach にて、先進地区の事例紹介等のワークシ

ョップを開催し、11 月 2 日に FWUC の選挙が実施された。 
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－2013.1- APPP との合同研修実施。今期の雨期から 5 モデルサイト（Kandal Stung

を除く）にて 1 農家を選定。PDA の C/P らによる実践が開始された。 

－2013.2 Kampong Chhnang 州 Lum Hach にて建設工事を開始した。 

－2013.4 中間評価調査にてソフト活動のみとなった、ワットロン（Wat Loung）、

ワットチュレ（Wat Chre）（Pursat 州）、リアムコン（Ream Korn）（Battambang

州）にて現地調査を実施し、活動範囲を特定した。 

－2013.9.17 第５回 JCC を開催し、1 年間の活動の総括を行うとともに、次年度の活

動計画などを関係者間にて確認した。 

 

（２）供与機材の維持管理体制 

プロジェクトに供与された機材はプロジェクト・マネジャーを管理責任者として、台帳を

基に維持管理されている。機材の使用には、Administration Office の機材貸出し記録簿に記入

が必要となっている。また、PDWRAM に配置している機材は、各事務所から 3 カ月ごとに

活用・管理状況を報告するシステムになっている。 

 

（３）プロジェクト実施体制図 

 
 

３－３ 中間レビュー調査時の提言への対応 

プロジェクト活動内容の見直し 

提言 1-1  モデルプロジェクト地区の活動内容について 

提 言 

プロジェクト活動はおおむね順調に進んでいるものの、モデル灌漑プロジェクト

の進捗は当初計画に比べると遅延しており、プロジェクト期間中に完了させること

は困難な見通しである。この原因としては次のような点が挙げられる。 

① 投入の制約（カンボジア側及び日本側の人的・予算的制約） 

② TSC2までに比べて多いモデル灌漑プロジェクト数（TSC3：11 地区、TSC2：1

モデルサイト、3 パイロットサイト） 

* H.E. Mr. Bun Hean
   Secretary of States

* H.E. Mr. Pich Veasna
   Deputy General Secretary of Tonle Sap Authority
   Deputy Director General of Administration, Director of TSC

* Dr. Theng Tara,  Deputy Director General of Technical Affairs
* Mr. Chea Chhun Keat
   Director of Planning, International Cooperation Department

* Mr. Uch Hing
* Mr. You Sotha

* Ms. Pich Maly,  Chief * Mr. Hay Bunthoeun, Chief * Mr. Noun Vannarith, Vice Chief
* Ms. Sous Chenda, Vice Chief * Mr. Soeung Sotha, Chief * Mr. Sao Ena, Vice Chief
* Mr. Chek Try, Vice Chief * Mr. Meas Savoeun, Vice Chief * Mr. Prum Kanthel, Official
* Ms. Cheam Senny, Staff * Mr. Mean Seng, Vice Chief * Mr. Sok Korn, Official

* Mr. Teav Vutha, Official

Construction Management Office
（５名）

Administration Office
（４名）

Water Management, Research and Information
Management Office（４名）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾀﾞｲﾚｸﾀｰ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
（TSC所長）

副ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
（2名）

TSC副所長（2名）

ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ､ﾌﾟﾙｻｯﾄ､ｺﾝﾎﾟﾝ･ﾁｭﾅﾝ､

ｺﾝﾎﾟﾝ･ｽﾌﾟｰ､ﾀｹｵ､ｶﾝﾀﾞﾙの６州

PDWRAM所長と各１０名のC/Ps
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③ モデル灌漑プロジェクト地区の地理的条件 

④ 円借款事業の遅れ 

上の状況にかんがみ、成果４の TSC による技術支援体制の構築達成には大きな影

響はない範囲で、モデル灌漑プロジェクトの内容を、プロジェクト後半で実施可能

なものに見直す必要がある。具体的には、同一州内に複数のモデル灌漑プロジェク

ト地区がある 3 地区（Battambang 州 Ream Korn、Pursat 州 Wat Chre 及び Wat Loung）

においては施設整備を対象外とし、2地区（Pursat州Thlear Maom及びKandal州Kandal 

Stung）においては必要に応じて対象面積も削減することを提言する。ただし、施設

整備を対象外とする地区においても、FWUC 組織強化支援は重要であり、引き続き

プロジェクト活動の対象に含めるべきである。 

今後のプロジェクト活動にあたっても、FWUG 強化を優先すべきであり、施設整備

に時間をかけすぎるべきではない。3 地区の施設整備を対象外としても、現有の体制、

限られたプロジェクト期間では依然として厳しい数字であり、今後のプロジェクトの

進捗状況に応じてモデル灌漑プロジェクトの内容は柔軟に見直すべきである。 

活動実績 

プロジェクト活動では、提言に基づき Ream Korn、Wat Chre、Wat Loung の 3 地区

での建設活動を対象外とした。同 3 地区について現在までに FWUC は設立されてい

ないが、将来の FWUC 設立及び組織強化支援の一環として、地域の農家代表による

先進地区視察及び視察結果の普及活動を支援した。この活動により農家は将来的な

施設の FWUC による管理を学習することができた。今後、2014 年 12 月から開始さ

れる予定の有償資金協力「トンレサップ西部流域灌漑施設改修事業」に合わせて

MOWRAM による FWUC 設立の支援が期待される。 

また、面積の削減の提言を受けた Thlear Maom 及び Kandal Stung 地区については、

当初全域を対象として末端水路の整備まで実施することを予定していたが、提言を

踏まえて各々1,000ha、910ha の整備を完了した（中間評価時点での整備計画面積は

それぞれ 3,500ha、1,960ha）。 

なお、2012 年から FWUG 強化のワークショップをすべての地区で実施するととも

に、水源の確保など地元農家からの施設整備の要望を精査し抑制するなど、施設整

備に時間をかけすぎないように努めている。 

提言 1-2   基幹灌漑システム研修内容について 

提 言 

現在、基幹灌漑システム研修内容には「ダム」及び「ダム関連」コースが含まれ

ているが、モデル灌漑プロジェクトではダムを整備対象としていないこと、内容が

高度でありプロジェクト期間中に一定の成果発現が期待できないことなどから、こ

れらのコースは対象外とし、これら以外の用排水施設の技術導入を優先して取り組

むことを提言する。 

活動実績 

提言を踏まえて、プロジェクトで整備対象としていない「ダム」及び「ダム関連

コース」については技術移転の対象から除いた。 

 一方で、既存のため池の改修の必要性や環境に影響の少ない水資源開発の方法とし

て、「ため池」に関する研修教材及び技術の導入を行った。さらに、現在（2014 年 1

月）農業用取水施設である「頭首工」の短期専門家招聘による技術移転を実施中。 
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農民参加の重要性と農民組織強化 

提 言 

 モデル灌漑プロジェクト 3 地区においては、これまで、調査、計画、設計、FWUC

設立、建設までが行われた。今後重点的に行われる維持管理、FWUC 強化活動にお

いては、農民の自主参加やオーナーシップがより一層重要である。特に水利費の徴

収が継続的に行えるかどうかが重要となるが、水田ごとの地形条件などにより灌漑

用水利用量が大きく異なり、費用負担の合意形成は容易ではない。先行事例を参考

に、灌漑利用量の把握方法、利用量に応じた料金徴収方法、将来想定される維持管

理費用、灌漑による農家の収入増などを総合的に勘案し、水利費徴収制度を確立す

る必要がある。 

活動実績 

プロジェクトでは、これまでに 8 地区で灌漑施設の建設を実施（Lum Hach 地区に

ついては地区の半分）し、効率的な水配分による灌漑が可能となった。 

 このうち 3 地区（Por Canal、Damnak Ampil、Lum Hach）については FWUC の設

立支援も行い農民参加による灌漑施設の運営管理の基礎を築いた。 

 また、2012 年度には、8 地区のうち FWUC が設立されていた 7 地区を対象に操作

及び維持管理（Operation and Maintenance：O&M）のワークショップを開催。施設の

維持管理方法について農民を対象に実施方法を教授するとともにモデルサイトでの

実演を実施した。2013 年度にもこのワークショップ 8 地区を対象として継続して実

施するとともに、自主的な活動を PDWRAM C/P を通じて促した。 

 2012 年度には、このほかに上述の 7 地区を対象に年間計画作成及び会計について

農民を対象にワークショップを通じて技術移転を実施した。年間計画の中には自主

的な維持管理活動を位置づけて継続的な活動となるよう工夫を行った。 

 会計については、年間の維持管理に必要となる経費を見積もり、この合計金額を

受益面積で割り戻して面積当たりに必要となる水利費を算出する方法について C/P

を通じて指導した。 

これらの活動を通じて水利費の徴収を促しているが、現在のところ Roleang Chrey、

トムネー（Thomney）地区で水利費徴収が行われている状況である。 

 更なる水利費徴収のインセンティブを上げる目的で、2013 年度に先進地区である

西バライ水利組織を招聘し Kandal Stung、Roleang Chrey、Upper Slakou、Thomney に

対して水利組織の内容や水利費徴収の仕組みについての勉強会（Farmer to Farmer 

OJT）を実施した。今後、同様の活動を Pursat、Battambang、Kampong Chhnang を対

象として実施していく予定である。 

また、農家収入増を図るために、効率的な水管理のための配水管理の指導及び

APPP プロジェクトと連携し 5 地区（Thlear Maom、Lum Hach、Roleang Chrey、Upper 

Slakou、Thomney）で営農指導を実施した。今後も同様の活動を進めていく予定であ

る。 

 

プロジェクトの実施体制の見直しについて 

提 言 

本プロジェクトの R/D では、TSC への C/P 配置 17 名、各対象郡の PDWRAM への

C/P 配置 10 名が合意されている。TSC への C/P 配置実績は 14 名、PDWRAM への C/P

は任命されているものの C/P のプロジェクト参加実績は十分ではない。このため、特

に PDWRAM においては、TSC での研修を受講済みであるなど技術力や専門家との

コミュニケーション力のあるもののなかからコアスタッフとなるべき者を 3 名選定

し、常時本プロジェクトのモデル灌漑プロジェクトに従事することを提言する。 
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また、モデル灌漑プロジェクトの実施体制について、TSC と PDWRAM の関係を

見直し、調査、計画、設計、FWUC 設立、建設、維持管理、FWUC 強化の一連の活

動を PDWRAM が主体的に実施できるよう、TSC は PDWRAM へ権限を移譲すべき

である。 

 

活動実績 

モデルサイトでの建設活動、ワークショップ活動に対して PDWRAM のスタッフ

の参加は 3～11 名の実績となっており地区によっては R/D に記載された以上の数の

C/P が配置された。 

 また、実施体制について、モデルサイト建設活動については TSC C/P が 1 週間現

場に常駐する体制を改め、3 日間に限定することで PDWRAM C/P の主体的な工事施

工監理体制の強化を図った。 

ワークショップ活動についても、事前に技術移転の内容を PDWRAM C/P へ TSC 

C/P から教授し、ワークショップでの説明は PDWRAM から実施する体制とし、実

質的に権限を委譲することとした。 

 

プロジェクトの持続性確保 

１．技術的観点 

提 言 

① TSC は策定済みの人材育成ロードマップに沿って、新人研修のあり方等その

具体策を検討すべきである。また、日本人専門家は TSC に対し必要な技術的支

援を行うことを提言する。 

② TSC での研修参加者の一部は、語学力や専門知識に係る資格要件を満たして

いない。また、研修終了後、モデル灌漑プロジェクトへの貢献が不十分である。

このため、PDWRAM においては、研修参加者選定に際しては、資格要件を満

たしている受講者を選定するように努めるべきである。また、モデルプロジェ

クト対象郡の PDWRAM においては、研修終了後に当該受講者がモデル灌漑プ

ロジェクトへ参加するよう人員配置を行うべきである。 

 

本プロジェクトでの研修成果やモデル灌漑プロジェクトにおける技術移転成果は

今後実施される円借款事業にて活用できる。プロジェクト後半では、円借款事業に

て技術移転成果を活用できるよう活動内容を工夫すべきである。なお、本プロジェ

クトと円借款事業の活動の整合性を保つため、MOWRAM/TSC は円借款事業の定例

進捗会議等を通じて、本プロジェクトと円借款事業との一体的なスケジュール調整

を行うべきである。 

活動実績 

新人研修について、短期専門家を派遣し、2012 年 12 月に MOWRAM の対象者及

びニーズの分析を実施し、今後の新規採用職員の採用の重要性を指摘するとともに、

新人研修プログラムのコース及びシラバスの提供を行った。 

MOWRAM は限られた人材のなかで研修への参加者を選定しており、すべての条

件を満たすことができないのは止むを得ないと判断される。一方、同一の参加者に

集中して研修を行うことでスキルアップを図ること、また一部の研修生からは英語

による理解が困難であるなどの指摘が出たため一部の研修ではクメール語に訳した

テキストを用いている。 

また、TSC3 のモデルサイト活動（建設、ワークショップ等）に参加した主なスタ

ッフはほぼ何らかの研修に参加しており、特に研修でのスキルを施工監理、水管理
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などで使っており、研修が現場での灌漑施設計画・開発に適用できる有効な手段と

なっている。 

プロジェクトでは将来的な円借款事業に TSC C/P が寄与するように民間会社への

発注を含めて手続き方法を技術移転するとともに、施工監理・監督業務について研

修や実地指導を積極的に取り入れるなどして C/P の技術向上を図った。また、

MOWRAM/TSC の局長及び副局長が円借款事業の定例進捗会議に参画し、Damnak 

Ampil 地区において円借款事業との工事調整を行った。 

  

２．財政的観点 

提 言 

2011 年度の C/P ファンド 6 万米ドルのうち 50%はリリースされている。TSC は年度

後半の予算の早期リリース、及び 2012 年度予算確保への努力が求められる。インタ

ビュー等を通じ、C/P からは JICA からの手当が少ないという指摘が多数あった。当

国における対策として考えられるのは優先実施コスト負担（Priority Operating 

Costs：POC）であるが、JICA は POC を支給できない。このため、JICA が負担でき

ない費用の支援をアジア開発銀行（ADB）から受けることを検討すべき。この際、

本プロジェクトへの悪影響は避ける必要がある。詳細な役割分担については引き続

き TSC、JICA、ADB の間で議論を進めるべきである。 

活動実績 

2012 年度は一時 C/P ファンドのリリースが遅れ研修が遅延する事態に発展した

が、JICA 事務所の積極的な関与により 2012 年 9 月からは予算が支出され、現在の

ところ滞りなく研修が実施されている。 

ADB とは JICA が負担できない費用の支援を受けることで合意が得られる見込み

であったが、ADB と MOWRAM との協議が遅れ、現在、契約ができていない状況。

ADB は研修モジュールの策定を進めているが、早くても研修開始は 2014 年中頃か

らとなる。 
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第４章 評価結果 
 
４－１ 妥当性 

本プロジェクトの開始以降、両国の農業セクターに関する政策及び援助方針に大きな変更はみ

られないため、プロジェクト目標の妥当性は維持されている。MOWRAM、PDWRAM、FWUC等

においてカンボジア関係者の人材育成や能力強化の重要性は依然として高い。 

 

（１）カンボジア国家政策・制度面との合致 

カンボジア国政府は、基幹政策文書である「第 3 次四辺形戦略（2013 年～）」に基づき、

現行の国家戦略開発計画（2009～2013 年）、次期国家戦略開発計画（ドラフト段階：2014～

2018 年）、農業・水開発戦略（2010～2013 年）を策定している。その中で農業の重要性にか

んがみて、「水資源・灌漑管理」と「農業生産性の向上」は優先度の高い開発課題として明

示されている。本プロジェクトの開始時から大きな変更はなく、整合性が保たれている。 

 

表４－１ カンボジア国「四辺形戦略（Rectangular Strategy）」 

「第 3 次四辺形戦略（2013 年 9 月表明）」 

 

①農業セクターの促進 

②インフラの開発 

③民間セクター開発と雇用創出 

④能力向上と人材育成 

 

上記 4 視点を国家戦略の 4 本柱として位置づけている。なかでも上記①、②では、次の

ように詳細戦略を策定している。 

（１）農業セクターの促進 

・稲作及びその他作物の生産性向上、多角化、商業化 

（２）インフラの開発 

・灌漑システム管理の効果改善 

・関係機関の連携強化 

・水資源利用の持続性強化 

・洪水管理及び予防の改善 

・気象モニタリング及び予報システムの強化・拡大 

・水セクターにおける国際協力の関与促進 など 

 
上記の基幹政策の下、国家戦略開発計画（2009～2013 年）1があり、灌漑・水セクターに関

しては国家水資源政策（National Water Resources Policy：NWRP, 2004）が制定されている。 

 

 

 

                                                        
1 同計画は 2013 年で終了し、翌 2014 年からの次期国家戦略開発計画については、現在策定中だが、まだドナーをはじめ公表

はなされていない。基本的には現計画の基本政策を基にしており、大きな変更はない。 
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表４－２ カンボジア国「国家水資源政策」 

「国家水資源政策」2 

１． 効果的、公平的、持続的な河川流域の管理（水資源の保全・取水・開発・管理）を行

うこと 

２． 水分野で直面するあらゆる課題の解決に向けて、関係機関が連携した措置を取ること 

３． 水資源管理に関する国家戦略の策定と実施、国家・セクター政策の策定 

４． 同国における水資源の保全・取水・開発・管理に関して、政府関係機関や民間公共セ

クターの指導・調整を行うこと 

５． 貧困削減、持続的経済開発という国家政策の実現／達成のため国民の生計向上に資す

ること 

 
表４－３ 農業・水開発戦略（Strategy for Agriculture and Water：SAW 2010-2013）

3
 

四辺形戦略に従って営農支援、農産物の市場開発、河川流域単位での土地・水利用計画

の策定、灌漑管理・開発のための取り組みを行い、その便益を貧困農民やコミュニティに

もたらすことを目的として、下記の 6 つの実行プログラムを策定している。 

①政策・法規約の制定 

②農業・水資源開発のための組織能力強化と人材育成 

③農業・水資源関連の調査研究と教育 

④食料安全保障 

⑤水資源及び土地管理 

⑥アグリビジネスとマーケット支援 

 

（２）わが国の援助政策との整合性 

わが国の対カンボジア国別援助計画は、「着実かつ持続可能な経済成長と均衡のとれた発

展」という基本援助方針を下に、重点分野のひとつとして「農業・農村開発」を挙げている。

カンボジア国内の農村人口の約 40％が貧困状態にあることから、農業・農村開発はその削減

の観点からも重要な協力分野と位置づけられている。具体的な方策には灌漑施設の整備、水

管理システムの改善、水利組織の育成が挙げられ、本プロジェクト関連分野での協力が重視

されている。そのため、日本の援助政策における優先度は高いといえる。 

同様に、JICA はカンボジア国別事業展開計画において、「農業・農村開発」をカンボジア

の経済基盤の強化に向けた主要な開発課題のひとつとして挙げており、同課題への対応とし

て、「農業生産性向上」プログラムが設定されている。本プロジェクトは、日本の支援実績が

ある灌漑施設の改修及び灌漑施設の機能向上に必要な能力の強化を支援する「水資源・灌漑

開発管理プログラム」に含まれており、その中核をなす技術協力に位置づけられることから

実施の意義は高いと判断される。 

 

（３）ターゲットグループのニーズとの整合性 

カンボジアの農業は同国の国内総生産（GDP）の 35%、就業人口（約 750 万人）の 5 割以

上（農村部においては 8 割以上）を占める重要な産業である。稲作を基幹作物とする農業の

                                                        
2 “National Water Resources Policy”より抜粋（p.1） 
3 カンボジア政府とドナーから構成される「農業と水」タスクフォースが 2009 年に設置された。 
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生産性向上に向けた灌漑開発と農業用水管理の改善へのニーズは高い。しかし、長期にわた

る内戦によって実践的技術・経験をもつ灌漑技術者は著しく減少したうえ、工科大学（ITC）

の灌漑学科が廃止されるなど、技術者育成の制度・組織は極めて脆弱であり、灌漑分野にお

ける人材育成は喫緊の課題となっていた。 

こうした状況のなか、TSC は灌漑技術者育成・研修機関であり、総合的な灌漑技術能力を

もつ技術者の養成を行っている。TSC はカンボジア全体の水管理の向上、灌漑施設の拡大を

目的としていることから、本プロジェクトの C/P 機関として妥当であると判断される。 

 

（４）プロジェクトのアプローチ・デザインの妥当性 

本プロジェクトは、TSC、MOWRAM、PDWRAM の技術者の流域単位での水資源及び灌漑

管理・開発に関する能力向上を図るものである。また、人材不足や技術レベルの現状のほか、

将来的な課題に挙げられる流域単位での水利調整に対応するアプローチである。 

なお、カンボジアにおける灌漑技術者の数が限られるなかで、末端施設を含めた灌漑施設

の維持管理には、受益者である農民が主体的に参加することが不可欠である。本プロジェク

トでは、技術研修や実務研修（OJT）を通じて灌漑技術者や農民の育成を行うことを活動の

主眼としている。特に TSC の人材育成・研修実施能力の向上による PDWRAM 技術者と農民

の維持管理能力の向上を組み合わせた枠組みは、当該分野の人材育成・能力強化の課題に適

切に対応している。 

一方、本プロジェクトの対象地域は、TSC2 までのパイロットサイトを引き継いだ地域の

ほかに有償資金協力による「トレンサップ西部流域灌漑施設改修事業」対象地域や将来の灌

漑開発可能地域を包含した全 6 州を対象としている。これらの地域は農地が広範囲に展開さ

れ、灌漑開発のポテンシャルが高いことから、周辺部へ TSC2 までの成果が波及されること

が想定される。また、TSC3 の成果をわが国の無償資金協力の灌漑開発事業、草の根・人間

の安全保障資金協力事業、ノンプロ見返り資金による灌漑事業、将来の有償資金協力事業地

域に対しても効果的に波及させることが可能であるなど、本プロジェクトの対象としては適

切と思料される。 

 

４－２ 有効性 

（１）プロジェクト目標達成の見込み 

計画より遅滞がみられたものの、能力強化に関する活動は適切に実施されており、その成

果はプロジェクト目標の達成に貢献している。技術者及び農民の能力強化により、プロジェ

クト目標は、プロジェクト終了時までに達成されるものと見込まれる。とりわけ、流域単位

での水管理に関する技術、基幹から末端までの灌漑システム全体を網羅した技術に関する研

修の実施、プロジェクト活動としてモデル灌漑事業を実施する PDWRAM 技術者への技術支

援体制の整備を進めたことにより、PDWRAM 技術者による適正な灌漑事業の計画から実施、

管理が可能になったと判断される。 

なお TSC や PDWRAM 技術者の能力向上を示すものには、プロジェクト活動が C/P 中心に

実施されている点のほかに、モデル灌漑事業建設に係る監督能力（適切なレポート作成、測量

地図作成、民間建設企業に対する総合管理など）の向上や、造成済み水路総延長数が TSC フ

ェーズ２の実績に比較して約 11 倍となっている（13,460m から約 145,192m）点が挙げられる。 
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表４－４ 本プロジェクトの基本コンセプト 

本プロジェクトは、①灌漑分野の人材育成・技術支援機関である TSC の流域灌漑管理・

開発に係る研修実施能力の確立、②水利技術者の流域灌漑管理・開発に係る知識・技術の

習得促進、③水利技術者の灌漑システム全体の適切な計画、設計、施工及び維持管理能力

の向上、④PDWRAM が実施する灌漑事業に対する TSC の技術支援体制の構築、を通じ、

プロジェクト対象地域において、灌漑事業の適切な計画、実施、管理を達成し、もって、

効率的な水資源管理及び農業生産の安定に貢献することをめざすものである。 

 

（２）プロジェクト目標達成に対する各プロジェクト成果との関係 

成果がプロジェクト目標に至る論理性は妥当なものであり、プロジェクトの 4 つの成果は

いずれもプロジェクト目標達成に貢献したと判断される。 

 

（３）本プロジェクト実施に係る促進及び阻害要因 

本プロジェクトの効果発現に貢献した要因（目標達成の促進・阻害要因）は次のようなも

のである。 

 

１） 促進要因 

ａ）対象地域の農民やコミュニティ指導者の積極的参画と意欲 

プロジェクト対象地域のコミューンの指導者（郡長、コミュニティ、村のリーダー）

や FWUC リーダーのプロジェクト活動への理解によって、水路建設、水路の維持管理、

水利組合の年間計画や歳出入記録の策定などが推進された。こうした指導者の対象農民

への説明や粘り強い説得によって、FWUC メンバーや農民は灌漑事業実施に係る水の効

率利用や水路の維持管理などの基本的な理解を得てきており、施設の適切管理や水の有

効配分が図られつつある。 

２）阻害要因 

ａ）対象地域における灌漑事業の承認、資金充当の遅れ 

灌漑事業への資金充当は、有償資金事業の実施を想定していたところ、プロジェクト

開始当初に見込まれた充当時期から大幅に遅れた（有償資金協力事業に係る E/N 署名は

2011 年 8 月に行われたものの、2014 年 12 月に建設事業が始まる見通しとなり、本件終

了前までの開始が不可能となった）。こうした灌漑事業の遅滞のために、関連するサイ

トの住民が不満を漏らすなど、当初計画に比べ住民への説明に時間を要した。 

ｂ）内部・外部要因の影響 

プロジェクト活動は、内外からさまざまな影響を受けた。例えば、内部では C/P の配

置やカンボジア政府の予算執行の遅滞などの影響がみられた。また外部では、上流・下

流農家間の紛争解決あるいは農民参加のためには時間がかかったこと、政治家が介入し

たこと（農民に水利費を支払わなくてもよいとの誤った情報提供）、工事建設現場で UXO

が発見されたため、工事をいったん中止し、調査・除去を終えてから工事を再開したこ

となどの影響があった。 
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４－３ 効率性 

本プロジェクトは、以下の点から効率的であると判断される。 

日本側は、当初計画より専門家派遣や施設工事に投入費用が増大した点を除けば、両国の投入

は、カンボジア側の人材配置4、量、質、タイミングはおおむね適正であり、すべての投入は実施

に十分活用されている（付属資料４参照）。両国投入に関する留意事項を表４－５に示した。 

これまでに投入された資源は投入量に見合う成果を有している〔詳細は付属資料５「PDM 指標

達成状況」、成果品（付属資料７）を参照されたい〕。なお、研修実施についても、フェーズ１や

２に比べてより短い期間でより多くの研修コースが実施されている。研修／OJT の対象者も

PDWRAM 職員や農民グループまで広がっていることから効率性は高まっていると判断される。 

 

表４－５ カンボジア・日本側の投入に関する留意事項 

１． 人材配置の増員 

カンボジア側の人材配置に係る投入実績をみると、カンボジアの人的投入が当初計画より

小さい状況にある。特にモデルサイト活動での PDWRAM の人的投入と流域灌漑管理に係る

TSC の人的投入の実績は小さい。これは各機関で任命された C/P が同時並行的に当該活動に

参画することが困難な状況であったためである。そのため、プロジェクト後半に効率的なプ

ロジェクト運営を実施するために、実施可能な計画量を見直すとともに毎月のワークプラン

の作成や週間ミーティングを開催することにより、PDWRAM へ権限を委譲し、モデルサイ

トの活動に係るスケジュール管理や人材の配置が行われた。なお、TSC の C/P は、プロジェ

クト後半に事務職 3 名から 4 名へ、技術者 10 名から 11 名へと増員されている。 

２． 投入費用が増大した経緯（施設工事及び専門家派遣） 

モデルサイトについては、プロジェクト開始時点では工事範囲や内容が未確定であった。

プロジェクト開始後に精査した結果、いくつかのモデルサイトでは継続的な水源確保が困難

であり、仮設的な水源設置、暫定的な水源水路施設の整備や、水路付帯構造物の建設が必要

であることが判明した。カンボジア側は関連予算を計上して、2010 年度に Thlear Maom 地区

や Kandal Stung 地区で見返り資金による事業が実施された。一方、対象地域で計画されてい

る有償資金事業の工事開始の遅滞により、上述の地区以外でも暫定的な水源・水路施設の建

設が必要となり、これらはカンボジア側予算で賄うことが困難であったため、本プロジェク

トの日本側の投入経費は当初の見込みを超える結果となった。これに対し、予定されていた

モデル灌漑プロジェクト 11 地区中、3 地区での建設活動を対象外とし、2 地区においては対

象面積を削減し、プロジェクト目標達成に必要となる 小限の投入に絞り込みを行った。こ

れは、本プロジェクトと対象地域がほぼ重複する灌漑事業（円借款：予定）で、PDWRAM C/P

が適切に事業を実施できるよう OJT で技術移転するため、1 州につき 1 地区以上のモデル地

区を必要としたことを踏まえた措置である。 

研修の技術移転の対象は広範囲にわたり、末端圃場から基幹施設（ダム）まで含めており、

中間評価調査時点での進捗具合から、プロジェクト期間中に一定の成果発現が期待できない

と判断したことから、「ダム」及び「ダム関連コース」は技術移転の対象外としつつ、成果

発現に必要な追加的な投入を行った。また、2011 年に発生したカンボジアの洪水への支援策

として、被災した灌漑施設の復旧工事を指導する短期専門家をタイミングよく投入した。し

                                                        
4 モデルサイトでの建設活動、ワークショップ活動に対して、PDWRAM のスタッフの参加は 3～11 名の実績となっており、

中間レビュー以降、R/D に記載された以上の数の C/P が配置された地区があるものの、MOWRAM には新規採用者がおらず、

プロジェクト活動の効率的な実施のうえでは、全体的に人材不足であったといえる。 
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かし、プロジェクト期間全般でみると専門家の投入費用は増大する結果となった。 

機材の投入については、フェーズ１で機材が既に設置されていたものの、10 年以上近く経

過し老朽化が目立っていたため、プロジェクト前半に追加的な機材供与を行った。 

 

４－４ インパクト 

本プロジェクトは以下の点からのインパクトは高いと判断される。 

 

（１）上位目標への貢献 

エンドライン調査、質問票、インタビューの結果、プロジェクト実施を通して以下のよう

なインパクトが生じている。特に農業生産量・収量の増加は、適切な灌漑事業を通じた効率

的な水資源管理が実施されていることを示しており、上位目標は達成される可能性が高い。 

 

１）耕作地の面積総数の増加 

プロジェクト対象地域において水の有効利用や水配分で拡大した耕作地の面積総数は

約 2,951ha となった5（下表を参照）。 

 

表４－６ プロジェクトサイトにおける耕作地の面積 

Model site 

 

Covered 

area 

Crop cultivation (ha) 

Remarks Single 

cropping 

Double 

cropping 

Triple 

cropping 
Total 

Por Canal 125 125 17 - 142  

Ream Korn (115) (115) (0~35) - (115~150)  

30ha (2011) 

35ha (2012) 

0ha (2013) 

Thlear Maom 1,000 1,000 50 - 1,050  

Damnak Ampil 100 100 100 - 200  

Wat Loung (126) (126) - - (126)  

Wat Chre (109) (109) - - (109)  

Lum Hach 161 161 - - 161  

Roleang Chrey 210 210 17 - 227  

Kandal Stung 910 910 111 5~12 
(1,026~ 

1,033) 

12ha (2010, 

2011) 

10ha (2012),  

5ha (2013) 

Upper Slakou 120 120 34 - 154  

Thomney 325 325 20 - 345  

Total 2,951 2,951 
349 5~12 3,305 

~3,312 
 

354~361 

出典：エンドライン調査報告書（2014 年 1 月時点の 終ドラフト） 

                                                        
5 現在まだ工事中のサイトもあり、プロジェクト終了前までに造成される予定であることから、プロジェクト終了時の灌漑面

積総数は約 3,315ha となる見込みである。 
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２）作物栽培の多期作が可能 

プロジェクト対象地域において二期、三期作が可能になった面積は約 361ha である。さ

らにインタビューした結果、Por Canal 地区の村長や FWUC 指導者からは 2013 年度は対象

圃場内約 125ha すべての耕地で二期作が可能になり、三期作が可能となった面積は 15ha

との回答があった。 

これらはプロジェクト支援（TSC 及び PDWRAM 技術者、PDA、地元関係者の指導）に

よって、灌漑水路の改修、効率的な水資源管理が実現したことで農民が大きな便益が得ら

れたことを端的に示すものといえる。 

３）稲作の単位収量の増加 

エンドライン調査の結果（2013 年 11 月実施：2012 年収獲データ）をベースライン調査

（2009 年収獲データ）と比較したコメの平均収量表を下記に示した。モデルサイトでの平

均収量は増加しており、とりわけプロジェクトで灌漑施設整備事業を実施し農民への研修

を支援した地区*での収量増加は全国平均の 3t/ha と比べ高い。少なくとも灌漑施設を整備

して維持管理・配水を進めたモデルサイトでは、当該現況の改善がなされている。 

 
*モデルサイトのうち、プロジェクトで整備事業を実施し、農民への研修を支援した地区は次のとおり：

Por Canal、Damnak Ampil、Thlear Maom、Roleang Chrey、Kandal Stung、Upper Slakou、Thomney、以上 7
サイト 

 

 
出典：同エンドライン調査報告書 

図４－１ プロジェクトサイトにおける単位収量の変化 
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また、JICAの APPPプロジェクト6との連携デモサイトでは稲作の単位収量は 4.5～7.1t/ha

と報告されていること（表４－７参照）から、農民参加による施設改修するというハード

整備と、施設の維持管理や営農指導というソフト支援の組み合わせは非常に効果的である

ことが実証されたといえる。 

 

表４－７ APPP 連携サイトにおける単位収量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：2013 年度の FFS（Farmers Fields School）報告データより 

 

表４－８ プロジェクト実施による収量増 

現行の国家戦略開発計画では、2013 年にコメの単収目標を 3.0t/ha と定めており、プ

ロジェクト対象地域で当該目標の達成が計画されている。 

プロジェクト初年に行ったベースライン調査（2010 年 5 月実施：2009 年収獲データ）

では、対象地域のモデルサイトでおおむね単位収量 1.8～3.8t/ha の単収だったが、今回

のエンドライン調査（2013 年 12 月）では 1.8～4.4t/ha と報告されている。 

また、水の有効利用や水配分で拡大した耕作地の拡大した面積総数（二期作が可能に

なって拡大した耕作地を含む）は、モデルサイトでの施設の改修あるいは効率的な施設

の維持管理によって、水の有効利用や水の効率配分が一層可能となったため、二期作等

で耕地面積は拡大している。 

なお本対象地域は、2011 年 8 月に E/N がなされた有償資金によるトンレサップ西部流

域灌漑施設改修事業対象地域、及び 2013 年に E/N が予定されているプノンペン南西部

地域灌漑施設改修事業を包含した Kandal、Takeo、Pursat、Battambang、Kampong Chhnang

及び Kampong Speu の 6 州を対象としていることから、TSC3 の成果を空間的時間的に有

償事業地域に効果的に波及させることが可能であると考えられる。特に、トンレサップ 

                                                        
6 JICA 「トンレサップ西部地域農業生産性向上プロジェクト（Agricultural Productivity Promotion Project in West Tonle Sap 

Project）」。両案件の協働事業実績については、具体的連携が開始されたのは 2012 年の連携研修（稲作技術研修 7～11 月）。

それ以降、TSC3 のモデルサイト（Kampong Speu 州での TSC3 C/P の主催する農民研修への支援として APPP の C/P 2 名の支

援派遣 2 回、APPP プロジェクトリーダーの支援派遣 1 回、及び PDWRAM での稲作技術講座 1 回）での実施。また 2013 年

は TSC3 側 C/P の交代により、新たに配置された Battambang PDA（所属）C/P 2 名の OJT を 4 月以降、雨期作付け期間中に、

継続的に APPP プロジェクトで支援実施。 



－23－ 

西部流域灌漑施設改修事業では農民水利組織（FWUC）の設立が見込まれることから、

FWUG レベルでの水管理組織の設立、運営指導のノウハウが生かされることが期待され

る。 

 

（２）プロジェクト実施によるさまざまな正のインパクト 

終了時評価調査中に実施した質問票調査、さらにオフィスあるいは現場インタビューの結

果、下記のとおり、さまざまな正のインパクトが生じていることが調査団によって確認され

た。 

本プロジェクトの開始前と実施後との比較で、対象地域の農家にとって、経済・技術面や

農民の意識に大きな変化が表れている。特に、灌漑面積、灌漑用水や農道へのアクセス、水

管理、並びに FWUC 運営などで大きな変化がみられる（表４－９参照）。 

 

表４－９ プロジェクト実施による便益変化 

項 目 TSC3 プロジェクト開始前 TSC3 プロジェクト実施後 

灌漑農法 

・面積 

・伝統的農法あるいは低い農業生産 

・圃場によっては水が届かない。 

・農業生産性の増大 

・灌漑による稲作栽培可能 

灌漑施設 

灌漑用水 

の利用 

 

 

 

農道への 

アクセス 

・天水利用のみ（一部ポンプ灌漑） 

・稲作栽培には水不足、ポンプ必要大 

 

 

 

 

・圃場アクセスが制限、農業生産物の

運搬が困難 

・重力灌漑が可能になった。 

・水路のアクセス性が向上し、水が

届かなかったところでもポンプ

による灌漑が可能になった。水を

容易に利用でき、かつ節水可能と

なった。 

・圃場へのアクセスが容易になり、

また収穫した農作物の運搬も容

易になった。 

水路操作 

水配分 

 

 

 

 

水路維持 

管理 

・水路操作なし、水管理もなく水利費

用も徴収なし。 

・水配分なし、不公平な水配分 

 

 

 

・現存する水路のみ維持、FWUC 参加

の維持管理ほとんどない。 

・水路操作開始。水のコントロール

が容易になった。 

・水配分のためのカレンダー作成や

計画案あり、水配分が容易になっ

た（すぐに水が圃場に届くように

なった）。 

・水路の維持管理開始（ブリック水

路、コンクリート水路施工のモデ

ルサイト）。以前とあまりかわら

ないものの、以前よりは維持管理

作業に農民、FWUC が参加。 

FWUC 

運営 

・FWUC がなかった。 

・FWUC は機能していなかった。 

・FWUC に関する情報を習得し、そ

のステータス、運営方法、重要性

を理解。 

・FWUC の活動が活発化。紛争の解

決が容易になった。 
出典：エンドライン調査報告書（Table 28/68/86/165/193/221/23９）から抜粋整理 
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対象地域の農民へのインタビューからは 3 次水路、末端水路の改修整備によって配水状況

が改善された。また水の有効利用、作物栽培、施設管理が現実の問題となったとの回答が多

くあった。対象地域の FWUC は、プロジェクト期間中 3 つのモデル地区で新たに FWUC 形

成を支援7しただけでなく組織強化のために施設の維持管理活動等を実施した。こうした支援

の結果、各地区の FWUC は、組織メンバーリストの完成、年間計画の策定、会計帳簿や施設

の保守維持管理活動などさまざまな点で組織強化が進んだといえる。 

モデル地区の FWUC ごとにその活動や進捗状況は異なっており（下表参照）、農家参加の

度合い、グループとしての団結力とともに各組織でさまざまな制約や弱点を内包している。 

 

表４－10 モデルサイトにおける FWUC の活動と進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（３）波及効果 

１）対象地域の農民、FWUC への波及効果 

TSC の研修参加により技術者は実践的な知識を向上させ、また対象地域では灌漑施設が

適切に改修され、農民参加型の維持管理が行われつつある。その結果、対象地域の配水や

水の確保が可能となり、多期作の導入、農民の生計向上、農産物の生産性の向上に貢献し

ている農家レベルでは、生計向上、稲作栽培に係る水の確保、収量増、市場・輸送手段の

改善を招いたとエンドライン調査結果で回答している。なお、水路整備に伴い農道が改修

され幹線道路への連結がなされことについては、コミュニティ全体に裨益したと理解され、

商品の輸送・流通の短縮や郡事務所や学校・保健所など公共施設へのアクセスの短縮がみ

られた。 

またプロジェクトの波及効果として、多くの人々が灌漑システムの優位性を理解した点

が挙げられる。対象地域の灌漑施設周辺の農家圃場は、灌漑用水による効果を目の当りに

することによって対象農家だけでなく周辺農家にも非常に良い展示効果をもたらしてい

る。図４－２にプロジェクト開始時の 2009 年から 2012 年への対象地域の農家の生計の変

                                                        
7 Por Canal（2011 年）、Damnak Ampil（2011 年）、Lum Hach（2012 年）の 3 つの FWUC が形成された。一方、Thlear Maom、

Roleang Chrey、Kandal Stung、Upper Slakou、Thomney の 7 つの地区は既に FWUC は形成済みである。 
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化を示した。 

 

 
出典：同エンドライン調査報告書 

図４－２ 対象地域における農家の生計向上（米ドル） 

 

２）灌漑事業の推進 

プロジェクト期間中、わが国あるいは他ドナーによる支援により、数多くの灌漑事業が

計画され実施されている。プロジェクトの波及効果は下記のとおりである。 

ａ）PDWRAM 技術者が、当初は TSC の C/P の支援を受けたものの、徐々に事業計画を立

て、灌漑事業の申請を自力で行い、事業実施を行うまでに成長した点や PDWRAM 職員

が FWUC 形成や強化のノウハウを身に付け、また民間企業による建設工事の施工監理能

力を上げた点。 

ｂ）農業流域管理開発の研修は、本省及び PDWRAM 技術者にとって流域単位での水配分、

灌漑システム全体を見渡せる有益な機会であった点。 

３）全国 PDWRAM 技術者への波及効果 

TSC の研修は対象 6 州のほかに全国 24 州を対象としている。対象 6 州以外の PDWRAM

技術者も、研修後、各職場でその習得技術を生かしており、草の根事業やさまざまな灌漑

事業の設計から調査、計画策定、建設、農民参加の水管理指導を行える実力や自信を有す

るに至っている。一方、負のインパクトは現在のところ観察されていない。 

 

４－５ 持続性 

本プロジェクトは政策・制度面及び技術面での持続性は保たれると判断されるものの、組織・

財政面の持続性が確保できる見通しは立っていない。カンボジア側のより一層の努力が必要であ

る。 

 

（１）政策及び制度的持続性 

政策面では農業生産の向上に向けた灌漑開発の促進とそのための技術人材育成は、現在の
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カンボジアの関連政策において優先分野とされており、プロジェクト終了後もそれらの政策

が継続される見込みは高い。また、2007 年に水資源管理法が制定され、副令案として、FWUC

副令、流域管理副令、水質副令、水利権副令案が作成されていることから、こうした副令の

制定、施行によって法的措置並びに政策環境が整うことが期待される。TSC は、その責務や

役割を引き続き担うことで、本プロジェクトの政策、制度的な持続性は保たれる。 

 

（２）技術的持続性 

これまでの JICA による協力を通じ TSC の C/P、TSC の研修を受けた MOWRAM 及び

PDWRAM の技術職員は、流域灌漑管理・開発に関する技術や知識を習得しており、各自で

計画、調査、設計、施工監理ができるようになっている。また、他職員や民間建設会社へも

指導できるまでの能力を獲得している。とりわけ、TSC の C/P はモデルサイトでの施工経験

を積むことで、工事施工監理や監督能力を高め、プロジェクト後半には MOWRAM 及び

PDWRAM の技術職員への技術移転が効率よく実施できるようになった。さらに、モデルサ

イトでの農民参加型の建設作業を通じ、農民が施設の維持管理を行う際に必要となる簡易な

修復作業の知識も同時に得られるようになっている。 

こうしたことから、プロジェクトの技術面での受容度は高いと考えられる。プロジェクト

終了後は技術移転を受けた職員が核となり、各職場での人材育成に貢献し、今後開始される

予定のカンボジア政府事業、円借款事業や草の根無償資金協力事業、他ドナーの類似事業を

実施することが期待される。 

 
 （３）組織及び財政的持続性 

組織の持続性を確保するうえでの課題として、プロジェクト終了後の人材確保が挙げられ

る。2014 年に新規技術協力プロジェクト「流域水資源利用プロジェクト」が開始され、一部

の TSC スタッフは新規プロジェクトに参加する予定となっている。そのため、TSC の研修や

技術支援機能が持続するためには、新規プロジェクトの組織体制とのバランスを考慮した適

切な人材配置の検討を行うことが望まれる。また、カンボジアの財政状況は厳しく国家政府

予算の裏付けは限られているため、研修を行う費用は依然としてドナーに依存している。現

状では財政面での持続性を見込むのは難しい。両国ともプロジェクト活動の成果を持続させ

るため予算確保の道を引き続き模索していく必要がある。 

 

４－６ 結 論 

2014 年 8 月にプロジェクトの終了を控え、これまでのプロジェクト活動の評価を実施した。6

州を対象とした流域管理及びその開発に関する活動はこれまで TSC で円滑に行われ、かつその成

果が蓄積されつつある。本プロジェクトの妥当性、有効性、インパクトは十分な結果が得られて

いると判断される。効率性も概して適正であった。本プロジェクトにより、関係者の研修実施能

力や技能の強化が図られていると調査団は結論づけた。 

人材の確保や予算の獲得など財政支援の課題は残されているものの、TSC 内の環境は徐々に整

えられている。TSC が同国のニーズに応え、技術者が輩出していることは、MOWRAM 内で評価

されている。調査団は、プロジェクト活動が遅延・障害なく実施され、期待された成果がおおむ

ね得られたことを確認したため、今後の継続的な努力によって、プロジェクト目標は協力期間内
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に達成されるものと結論づけた。本プロジェクトは R/D 記載の期間をもって当初の予定どおり終

了するものとする。なお、残りのプロジェクト期間では、提言を踏まえ、本件の活動を円滑に進

めていくことが求められる。 
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提 言 

（１）プロジェクト終了前に対応が必要な項目 

１）2014 年 TSC 年間計画の改定 

本プロジェクトが終了したのち、JICA 専門家・予算の投入がないなかで、TSC は独自に

必要な活動を継続していくこととなる。 

TSC は毎年、年間計画を作成し、経済財務省（Ministry of Economy and Finance：MEF）

に予算を申請しているが、TSC が 2013 年予算として計上した 13 億 7,200 万リエル（約 33

万 6,000 米ドル：2013 年 1 月レート）に対して、MEF が承認した予算額は 7,700 万リエル

（約 1 万 9,000 米ドル：同上）にとどまっている。2014 年度予算についても TSC は 13 億

7,200 万リエル（約 34 万米ドル：2014 年 1 月レート）を要求しているが、MEF の承認額

は前年並みとなることが予想される。 

MEF による承認額が要求額を大きく下回る状況であることを踏まえ、TSC は 2014 年度

の年間計画を見直し、実際に獲得できる予算額に合わせた、より現実的なものに改定する

必要がある。このため、調査団は TSC に対し、次の点について提言する。 

①  年間計画に記載されている活動に優先順位をつける。 

②  作成済みの 2014 年度 TSC 年間計画に記載されていない重要な活動、例えば FWUC/G

設立支援、水利費の徴収支援、MOWRAM の新人向け研修等、TSC が実施しなければな

らない活動を年間計画に追加する。 

③  計画予算額と承認される予算額のギャップを埋めるために、TSC は国家予算、2014 年

6 月開始予定の JICA 新技プロ用 C/P ファンド、円借款のソフトコンポーネント予算、そ

して他ドナー（特に ADB）の資金を可能な限り確保する。 

④  確保可能な予算見込み額に応じて活動計画を修正する。 

⑤  修正した活動計画の実施に必要なスタッフの数や専門分野を検討する。 

２）新規技術協力プロジェクト開始にあたって TSC スタッフの任命 

2014 年に新規技術協力プロジェクト「流域水資源利用プロジェクト」が開始され、一部

の TSC スタッフは「流域水資源利用プロジェクト」に参加する予定。本プロジェクトの持

続性を確保する観点から、TSC は以下の行動を取る必要がある。 

①  「流域水資源利用プロジェクト」実施に必要な C/P を任命する。ただし、既存の TSC

の研修（計画、設計、建設監理・監督、水管理）や技術支援を阻害しないようにする。 

②  TSC の既存の活動実施にスタッフが不足する場合、MOWRAM は他部署からの配置換

えや新規採用など、必要な措置を取る。 

３）モデル地区での工事の 小化 

調査団は、日本側、カンボジア側双方の予算の制約により、プロジェクト終了までに実

施するモデル地区の工事については、プロジェクト目標達成に必要 低限な範囲にとどめ

るようプロジェクトへ提言した。 

４）MOWRAM 新規採用者への研修実施について 

MOWRAM は 2013 年度に 47 名の新人採用を行った。また 2014 年度も約 100 名の採用

を計画している。一方、新規採用者は採用初年度に MOWRAM 人事局で事務系の研修を受
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けるが、2 年目以降は各部署へ配属され、技術研修を受ける機会は限られている。本プロ

ジェクトでは新人研修プログラム案が作成されており、MOWRAM 人事局は TSC が新規採

用者への技術研修を実施できるよう、必要な調整を行う必要がある。  

５）モデル地区の FWUC/G を「工事推進 FWUC」から「維持管理型 FWUC」へ転換 

本プロジェクトで概算されたモデル地区ごとの維持管理費用及び徴収されている水利

費を下表に示した。 

 

表５－１ モデル地区ごとの維持管理費用 

Name of the projects 
Estimated 

O&M cost （$） 

Collected water fee  

in 2013 （$） 
Remarks 

Por Canal 887.6 - 2014 data 

Damnak Ampil 956.1 - 2014 data 

Thlear Maom 1761 - 2014 data 

Lum Hach n.a. - 

Roleang Chrey 1653.7 371.5 
O&M cost 2014 data 

water fee 2013 data 

Upper Slakou 1148.8 - 2014 data 

Thomney 833 831 2013 data 

Kandal Stung 
①270.7 

②626.8 
- 

2013 data （low reliability） 

divided 2 groups 
*1 米ドル=4,100 リエル 

 

現時点では Thomney 地区及び Roleang Chrey 地区において水利費徴収が始まっている。 

Ream Korn 地区、Wat Chre 地区、Wat Loung 地区、そして Lum Hach 地区を除けばパイロッ

ト工事は終了しており、農民は灌漑水の利用を開始している。このため、各 FWUC/G は速

やかに水利費徴収を開始する必要がある。 

しかしながら、FWUC/G メンバーにとっては維持管理活動、特に水利費徴収は難易度の

高い活動であり、政府からの技術的・財政的な支援が求められている。出先機関である

PDWRAM は、より積極的に FWUC/G が行う維持管理活動（小規模水路の補修など）への

支援に取り組む必要がある。本プロジェクトでは FWUC/G 設立支援を重点活動のひとつと

して行ってきており、モデル地区では FWUG が設立されるのみならず、農民参加型の工事

が実施されるに至った。農民の意識の変化をもたらしたことは本プロジェクトの大きな成

果であり、FWUC/G が工事推進組織として機能していた証である。一方、建設工事終了後

は、FWUC/G の役割は「工事推進型」から水利費徴収を含む「維持管理型」へ移行してい

くべきである。このため、PDWRAM はこの役割の移行を図るためにワークショップを開

催し、維持管理に係る知見を FWUC/G と共有するための支援をプロジェクト期間中は TSC

及び JICA 専門家の技術支援の下、継続して実施することが求められる。プロジェクト終

了後も、引き続き MOWRAM の灌漑農業局の支援を得つつ、PDWRAM が FWUC/G を支援

していくことが重要である。 

FWUC/G は小規模灌漑施設の維持管理以上の能力を有しておらず、大・中規模施設の維

持管理は PDWRAM の責任において実施されることとなる。さらに、どの農地が誰の所有
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なのかが不明確で水利費徴収に支障を来すケースが多々あることから、地籍図の作成が有

効である。各 PDWRAM は TSC の支援を得たうえで、可能な範囲で地籍図の作成に取り掛

かるべきである。 

 
（２）プロジェクト終了前に対応が必要な項目 

１）類似プロジェクトへの本プロジェクトの成果の適用 

MOWRAM/TSC/PDWRAM は、この成果を今後開始される予定のカンボジア政府事業、

わが国 ODA 事業（円借款事業や草の根無償資金協力事業）、他ドナーの類似事業で活用す

ることが求められる。具体的には、PDWRAM は計画、設計、建設監理・監督、水管理を

自分たちで実施していくことが期待される。TSC は PDWRAM スタッフの能力強化や技術

支援を行うべきである。また、MOWRAM は予算・人員確保や、各省・省内の調整等がそ

の役割である。 

２）MOWRAM のいびつな年齢構成の是正について 

下表のとおり、現状の MOWRAM の職員構成は若年層が薄い極めて歪な形態にある。将

来に向けた持続的な事業展開を考えれば、MOWRAM は早急に新人職員を確保していく必

要があり、従前のように毎年 30 人以下の新人採用を続けた場合、早晩 MOWRAM の業務

機能は低下していく。 

 

表５－２ MOWRAM 職員の年齢構成（2012 年 7 月現在） 

Class of 
Staff age 

Cabinet 
D.G. of 

Administr
ation 

D.G.. of 
Technical 

Others Total 

61 - 11 1 1 1 14 

56 - 60 3 3 16 2 24 

51 - 55 7 8 72 2 89 

46 – 50 3 11 84 4 102 

41 - 45 5 27 168 10 210 

36 - 40 2 21 93 15 131 

31 - 35 0 32 19 5 56 

26 - 30 2 26 19 1 48 

21 - 25 2 1 1 0 4 

Total 35 130 473 50 678 

出典：Department of Administration and Human Resources, MOWRAM 

 

付属資料３「合同評価報告書」ANNEX 15 は、仮にこのまま 30 人程度の新人採用レベル

を続けた場合の MOWRAM 職員構成の遷移を示している。これによると、2020 年からは、

試算時点（2012 年）の壮年層は急速に退職期をむかえ、2030 年に入ると実務者は激減す

る。 

この状況を回避するためには、毎年何人程度の新人を採用し続けなければならないかを

検討した結果が同 ANNEX 16 である。この分析結果に基づけば、2030 年時点で必要とされ

る MOWRAM 職員数 2,304 人を確保するためには、毎年 90 人程度の新人をコンスタント

0 50 100 150 200 250
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に採用していく必要がある。MOWRAM は今後基幹灌漑施設（ダム、頭首工）の維持管理

を行う必要があるため、特に技術者の採用を重点的に行う必要がある。 

MOWRAM が持続的に灌漑事業を実施していくためには、プロジェクトで作成した上述

の新人採用計画案を用い、政府職員の管理組織である Ministry of Public Function や

MOWRAM 大臣などカンボジア政府幹部へ窮状を十分説明し理解を得るなど、中長期的な

視点に立って、MOWRAM 職員構成のゆがみを解消する努力を継続すべきである。 

３）TSC の将来展望について 

現時点では水・作物研究所 （Institute of Crop and Water：ICW）設立のスケジュールは不

明確であるが、ICW では高等教育・研究機能と併せて、現在 TSC が担っている政府内部

の技術者の育成が一つの重要な柱となる構想である。本調査でローカルコンサルタント等

にヒアリングを行った結果では民間企業（コンサルタント、施工業者）の研修ニーズは確

認できなかったが、ICW においては、MOWRAM 職員の再教育のみならず民間人材育成に

も取り組むことが求められる。 

 

５－２ 教 訓 

（１）成果普及型の技プロにおいてはプロジェクト実施中の密なモニタリングが肝要 

本プロジェクトのように、前フェーズまでの成果を活用し、多くの地域でモデル事業を実

施する場合、モデル地区の場所や各モデル地区での事業内容はプロジェクト開始時点では未

確定であることが多い。この場合、プロジェクト開始時点で、必要な投入（専門家の数や費

用）を的確に見積もることは難しい。 

このため、プロジェクト実施中でのモニタリングや見直しが重要となってくる。本プロジ

ェクトでは中間評価段階で一部活動を見直したが、投入を追加し、プロジェクト成果達成に

必要な活動を予定どおり実施できる見通しである。プロジェクト成果の見直しも含めて状況

に応じて柔軟に計画を変更できるよう、中間評価時点のみならず、定期的に行われる JCC な

ど、プロジェクト実施段階での十分なモニタリングが肝要である。 

 

（２）ハード分野とソフト分野を組み合わせるアプローチの有効性 

本プロジェクトのプロジェクト目標は「プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適切

に計画、実施、管理される」である。本プロジェクトでは机上演習だけでなく、実務的な研

修を重視し、特にパイロット事業による OJT に注力した。その結果、TSC や PDWRAM スタ

ッフは今や建設工事や FWUC/G への支援活動に自信をもって取り組んでいる。加えて、パイ

ロット事業により実際に灌漑施設が建設され、農家の収入改善効果もみられている。 

一方、プロジェクト管理の観点からは、中間評価後に 3 地区減じたものの、プロジェクト

当初は 11 地区のパイロット事業を実施したことから、日本人専門家をはじめ、カンボジア側

もパイロット事業に追われることとなった。 

これらを踏まえた教訓は以下のとおり。 

①  灌漑技術者の能力開発を行う場合はモデル地区での灌漑施設建設でOJTを行うことが重

要である。 

②  建設工事のみでは持続的ではなく、FWUC 強化も同時に取り組む必要がある。 

③  プロジェクト成果の普及という観点からはできるだけ多くのモデル地区を含めること
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が望ましいが、一方でその数があまりに多くなるとプロジェクト管理に支障が出かねない。

この点及び日本側・途上国側が投入できるリソースを勘案し、プロジェクト活動の内容及

びそのボリュームを決定していくことが重要。 

 

（３）農業分野のプロジェクト間の連携について 

本プロジェクトは、並行して実施中の APPP と連携する機会を得た。PDWRAM スタッフ

は APPP での研修に参加し稲作について学び、逆に PDA スタッフは本プロジェクトの研修で

灌漑を学んだ。この連携作業で、MOWRAM スタッフは農家にとって役立つ人材に一歩近づ

くことができた。このような連携は相互に補完関係にあるプロジェクト間において他国にお

いても適用されるべきである。 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

付 属 資 料 

１．調査日程 

 

２．主要面談者 

 

３．ミニッツ・合同評価報告書 

 

４．投入実績 

 

５．PDM 指標達成状況 

 

６．研修・ワークショップ等開催実績及び計画 

 

７．プロジェクト期間中に作成された成果品 

 



1 Jan. 27 Mon

11:45   Leave Narita(TG643)
16:45   Arrive in Bangkok
18:25   Leave Bangkok (TG584)
19:40   Arrive in Phnom Penh

2 Jan. 28 Tue

  9:00   Meeting with JICA Cambodia Office
10:30   Meeting with JICA Experts (TSC3)
    -      Checking the Evaluation schedule, methodology of evaluation and preparation documents
14:00   Courtesy Call to H.E. BUN Hean, Secretary of State
15:00   Meeting with Cambodian Evaluation Team members

3 Jan. 29 Wed

  8:30   Interview with MOWRAM Officials
    -       H.E. Mr. Pich Veasna, Dr. Theung Tara, Mr. Chea Chhun Keat, Mr. U. Hing and Mr. Y. Sotha.
11:00   Interview with TSC C/Ps
14:00   Interview with TSC C/Ps
15:00   Interview with Local Consultants undertaken End-line survey

4 Jan. 30 Thu

  7:00   Moving from Phnom Penh to Pursat
10:00   Meeting with PDWRAM (Pursat)
13:00   Field Visit (Damnak Ampil)
    -      Interview with FWUG members
    -      Field Visit (TSC3 & APPP collaboration site)
    -      Moving from Pursat to Battangbang
16:00   Interview with APPP/JICA Project experts

5 Jan. 31 Fri

  8:00   Meeting with PDWRAM (Battangbang)
10:30   Field Visit (Por Canal)
    -      Interview with FWUG members
    -      Field Visit (TSC3 & APPP collaboration site)
    -      Moving from Battangbang to Phnom Penh

6 Feb. 1 Sat Documentation

7 Feb. 2 Sun

Mr. Kobayashi and Mr. Yoshikawa
11:45   Leave Narita (TG643)
16:45   Arrive in Bangkok
Mr. Oishi
11:00   Leave Kansai (TG623)
15:45   Arrive in Bangkok
18:25   Leave Bangkok (TG584)
19:40   Arrive in Phnom Penh

Preparation of report

8 Feb. 3 Mon

9 Feb. 4 Tue

10 Feb. 5 Wed

11 Feb. 6 Thu

12 Feb. 7 Fri

13 Feb. 8 Sat

14 Feb. 9 Sun

15 Feb. 10 Mon

16 Feb. 11 Tue

17 Feb. 12 Wed

18 Feb. 13 Thu

19 Feb. 14 Fri

20 Feb. 15 Sat

 8:00   Joint Coordinating Committee
    -      Report presentation from the mission
    -      Signing on Minutes of Meeting (M/M)
15:00   Report to Embassy of Japan (EOJ)
16:30   Report to JICA Cambodia Office

 
20:40   Leave Phnom Penh (TG585)
21:45   Arrive in Bangkok
Mr. Kobayashi , Mr. Matsumoto and Mr. Yoshikawa
23:55   Leave Bangkok (TG642)
Mr. Oishi
23:15   Leave Bangkok (TG622)

Mr. Kobayashi , Mr. Matsumoto and Mr. Yoshikawa
07:35   Arrive in Narita
Mr. Oishi
06:25   Arrive in  Kansai

Mr. Oishi
  8:00   Field Visit (Lum Hach  in Kampong Chhnang)
Mr. Kobayashi, Mr. Matsumoto and Mr. Yoshikawa
  8:00   Meeting with JICA Experts and preparing for report
15:00   Meeting with Mr. Som Mithonarath (Key Consultants Cambodia)

10:00   Meeting among mission member
- Preparing for the draft of Evaluation Report

10:00   Meeting among mission member
- Preparing for the draft of Evaluation Report

11:00   Meeting with TSC3 Experts
14:30   2nd Joint Evaluating Committee
    -      Discussion about Joint Evaluation Report

  9:00   Meeting with  MOWRAM Officials
    -       H.E. Mr. Pich Veasna, Dr. Theung Tara, Mr. Chea Chhun Keat, Mr. U. Hing and Mr. B. Delly.
14:30   Meeting with TSC3 Experts

  9:00   Meeting with TSC3 Experts
14:30   3rd Joint Evaluating Committee
    -      Discussion about Joint Evaluation Report

Schedule for Terminal Evaluation mission for Improvement of
Agricultural River Basin Management & Development Project (TSC3)

  8:00   Moving from Takeo to Kampong Speu
10:20   Meeting with PDWRAM (Kampong Speu)
13:45   Field Visit (Head Works in Roleang Chrey)
14:15   Meeting with FWUC members
15:20   Field Visit (Roleang Chrey)
15:45   Moving from Kampong Speu to Phnom Penh

Date Day
JICA Mission Members

(Mr. Kobayashi, Mr. Oishi and Mr. Yoshikawa)
Consultant (Mr. Matsumoto)

 

 8:30   Visit to JICA Cambodia Office
10:30   Courtesy Call to MOWRAM  to H.E. BUN Hean, Secretary of State
11:00   Interview with MOWRAM Officials
    -       H.E. Mr. Pich Veasna, Dr. Theung Tara, Mr. Chea Chhun Keat, Mr. U. Hing and Mr. Y. Sotha
14:30   1st Joint Evaluating Committee
     -      Meeting with Cambodian Evaluation Team members

 8:00   Meeting with JICA Experts (TSC3) (Only Japanese)
    -      Checking the contents of evaluation report
10:00   Meeting with TSC C/Ps and Cambodian Evaluation Team members (Mr. Kobayashi, Mr. Oishi and Mr. Yoshikawa)
10:00   Interview to ADB Project (Mr. Matsumoto, Ms. Kinashi, Ms. Toyama, Mr.Horiuchi, Mr Hiraiwa)
11:15   Interview to Mr. Gomyo(Nippon Koei Co., Ltd.) (Mr. Kobayashi, Mr. Oishi and Mr. Yoshikawa)
11:45   Meeting with Cambodian Evaluation Team  (Mr. Kobayashi, Mr. Oishi and Mr. Yoshikawa)
14:30   Meeting with H.E. Mr. PICH Veasna

  8:15   Moving from Phnom Penh to Takeo
10:00   Meeting with PDWRAM (Takeo)
14:45   Field Visit (Thomney) and Interview with FWUC members
16:20   Field Visit (Upper Slakou) and Interview with FWUC members
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主要面談者 

 

＜日本側＞ 
１．在カンボジア日本大使館 
隈丸 優次 大使 

飯塚 知浩 二等書記官 

 

２．JICA カンボジア事務所 
井崎 宏 所長 

伊藤 隆司 次長 

木梨 陽子 所員 

外山 晴子 所員 

 

３．流域灌漑管理及び開発能力改善プロジェクト（TSC3） 
堀内 正之 チーフアドバイザー/流域灌漑 

愛宕 徳行 参加型水管理専門家 

今村 甲 業務調整員/研修 

川内 衣梨絵 TSC スタッフ 

 

４．水資源気象省 
平岩 昌彦 個別専門家（農業のための水資源開発・管理アドバイザー） 

 
５．トンレサップ西部地域農業生産性向上プロジェクト（APPP） 
萩原 知 チーフアドバイザー 

園山 英毅 コミュニティ活動/流通改善専門家 

 
（カンボジア評価調査団） 
Mr. Mey Ly Huoth, Deputy Director General of Administration Affairs 

Mr. Bul Delly, Deputy Director General of Technical Affairs 

Mr. Chhea Bun Rith, Director, Department of Administration and Human Resources 

 
＜カンボジア側＞ 
１．水資源気象省 Ministry of Water Resources and Meteorology（MOWRAM） 
H.E. Bun Hean, Secretary of State 

H.E.Pich Veasna, Deputy Director General of Administration Affairs & Director of TSC, MOWRAM  

Dr.Theng Tara, Deputy Director General of Technical Affairs & Director of Water Management and 

Conservation Department, MOWRAM 

Mr. Chea Chhun Keat, Director of Planning and International Cooperation Department, MOWRAM 

 

２．灌漑技術センター Technical Service Center (TSC), MOWRAM 
Mr. Uch Hing, Deputy Director of TSC 

Mr. You Sotha, Deputy Director of TSC 
Mr. Hay Bunthoeun, Chief, Design/Construction in charge, TSC 
Mr. Noun Vannarith, Vice Chief, -Ditto- 
Mr. Sao Ena, Vice Chief, Design/Construction & Survey/River Basin in charge 
Mr. Teav Vutha, Official, Design/Construction in charge 

Mr. Mean Seng, Vice Chief, Survey/River Basin in charge 
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Mr. Meas Savoeun, Vice Chief, -Ditto- 
Mr. Soeung Sotha, Chief, Water Management in charge 
Mr. Korn Sok, Official, -Ditto- 
Mr. Prum Kanthel, Official, -Ditto- 
Ms. Senny Cheam, Staff, -Ditto- 
 
３．プルサット州水資源気象事務所 
Mr. Keo Vey, Director, Provincial Department of Water Resources and Meteorology, Pursat 
Province (Pursat PDWRAM) 
Mr. Ket Phal, Deputy Director of PDWRAM, Pursat 
Mr. Touch Soeurn –Administration Officer, -Ditto- 
Mr. Sat Bonno, -Ditto- 
（プルサット州モデルサイト:APPP プロジェクトとの連携活動サイト） 
Extension officer, PDA, Damnak Ampil, Pursat Province 
FWUC Group Leaders, Damnak Ampil, Pursat Province 
 
４．バッタンバン州水資源気象事務所 
Mr. Long Phalkun, Director, Provincial Department of Water Resources and Meteorology 
(Battambang PDWRAM) 
Mr. Khai Sokda, Deputy Director of PDWRAM, Battambang 
Mr. Thong Phala, Vice Chief of Administration office, -Ditto- 
Mr. Young Yoeun, Chief of Irrigation Agriculture officer, -Ditto- 
Mr. Huot Chandararith, Chief of Administration officer, -Ditto- 
（バッタンバン州モデルサイト:APPP プロジェクトとの連携活動サイト） 
Extension officer, PDA, Por Canal, Battambang Province 
FWUC Group Leaders, Por Canal, Battambang Province 
Village Chief, Por Canal, Battambang Province 
 
５．タケオ州水資源気象事務所 
Mr. Bun Huor, Director, Provincial Department of Water Resources and Meteorology, Takeo 
Province (Takeo PDWRAM) 
Mr. San No Deputy Director, Takeo PDWRAM 
Mr. Put Roat, Chief of Irrigation Agriculture officer, - Ditto - 
Mr. Yuk Narin, Deputy Chief of Administration officer, - Ditto – 
井上 理美 JOCV コミュニティ開発隊員(タケオ州州水資源気象事務所配属) 
(タケオ州モデルサイト) 
FWUC Group Leaders, Thomney, Takeo Province 
FWUC Group Leaders, Upper Slakou, Takeo Province 
 
６．コンポンスプー州水資源気象事務所 
Mr. Eao Piseta, Director, Provincial Department of Water Resources and Meteorology 
(Kampong Speu PDWRAM) 
Mr.Roeung Chhorn, Vice Chief of Irrigation Agriculture officer, Kampong Speu Province 
Mr.Kroch Nouch, Vice Chief of Sanitation officer, - Ditto - 
Mr.Man Sottha, Vice Chief officer, - Ditto - 
Mr. Soeun Sophorn, Chief officer, - Ditto – 
(コンポンスプー州モデルサイト) 
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FWUC Group Leaders, Roleang Chrey, Takeo Province 
 
 
＜その他関係機関＞ 
１．ローカルコンサルタント（エンドライン調査実施企業） 
Mr. Som Mithonarath, General Managing Director, Key Consultants Cambodia 
（エンドライン調査実施者） 
Mr. May Simorn, Team Leader of End-line survey, Key Consultants Cambodia 
Ms. Pheng Sokline, Group leader II of End-line survey, Key Consultants Cambodia 
Mr. Im Mavuth, Group I survey member, Key Consultants Cambodia 
Mr. Mam Chandaro, Group II survey member, Key Consultants Cambodia 
 
２．ADB プロジェクトメンバー（CDTA7610－CAM) 
Mr. Ian Wood, Program Team Leader/Water Resources Specialist 
Mr. Sam Chhomsangha, Deputy Program Team Leader 
 
３．日本工営事務所（円借款：CP-P11 プログラム） 
五明 陽一郎 
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１ 投入実績（2013 年 12 月末時点） 
 

（１） 長短専門家派遣実績 

  <長期派遣専門家＞ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 

長井 薫 ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ／流域灌漑 2009.09.01 ～

2012.08.31 農林水産省 

堀内 正之 ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ／流域灌漑 2012.08.20 ～

2014.08.31 農林水産省 

渡邊雅彦 参加型水管理 2009.09.01 ～

2012.03.31 農林水産省 

愛宕 徳行 参加型水管理 2012.03.16 ～

2014.08.31 農林水産省 

渡邊成男 業務調整 2009.10.21～2011.10.3 ﾌｫｰﾗﾑ･ﾂｰﾜﾝ 

今村 甲 業務調整／研修 2011.08.29 ～

2014.08.31 TAC ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

  
＜短期派遣専門家＞ 
－2009 年度－ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 

川口学 GIS を利用した灌漑計画 2010.01.17 ～

2010.02.27 アジア航測 

 
－2010 年度－ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 

増本隆夫 流域管理 2010.05.16 ～

2010.06.06 農村工学研究所 

坂梨良介 灌漑施設設計・施工監理 2010.10.05 ～

2010.12.28 NTC ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

桜井正信 気象・水文解析 2010.10.19 ～

2010.12.24 NTC ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

川口学 リモートセンシング 2011.01.04～2011.02.28 アジア航測 

吉田武郎 流域管理 2011.02.23～2011.03.12 農村工学研究所 

 
－2011 年度－ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 

吉田武郎 流出解析システム 2011.05.08～2011.07.09 農村工学研究所 

大山好永 水路計画 2011.07.11～2011.12.08 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

竹森英治 灌漑計画 2011.07.11～2011.10.12 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 
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堀親和 灌漑配水計画管理 2011.11.06～2012.02.08 NTC ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

川口学 リモートセンシング 2012.01.25 ～

2012.04.28 アジア航測 

大山好永 災害復旧施工管理 2012.02.28 ～

2012.04.28 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

角田家子 参加型水管理 2012.03.16 ～

2012.03.30 アジア学院 

 
－2012 年度－ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 

山崎陽子 人材育成計画 2012.04.23 ～

2012.07.08  

吉田武郎 流域灌漑管理・開発 2012.05.16 ～

2012.07.20 農村工学研究所 

大山好永 貯水池計画・設計・施工管理 2012.08.19 ～

2013.01.25 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

竹森英治 流域灌漑管理 2012.10.17 ～

2012.12.08 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

松島修市 新人研修プログラム 2012.10.11 ～

2013.01.29 国際耕種 

川口学 リモートセンシング 2012.12.23 ～

2013.03.07 アジア航測 

田村賢治 水利組合組織強化 2013.01.06 ～

2013.03.21 地域計画連合 

千葉伸明 土質／コンクリート試験分

析 
2013.01.13 ～

2013.04.12 三佑ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

 
－2013 年度－ 

専門家氏名 指導科目 派遣期間 派遣前の所属 
竹森英治 灌漑配水計画・維持管理 2013.05.26～2013.08.23 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

吉田武郎 流域灌漑管理計画 2013.06.30～2013.08.25 農村工学研究所 

竹森英治 
流域灌漑利水管理・設計施工管

理 
2013.10.07～2014.02.01 ﾗﾝﾃｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝ 

児玉正行 頭首工の計画・設計・施工管理 2013.12.09～2014.04.04  

 
（２） 研修員受入実績 

    －2009 年度－ 

研修員氏名 受入期間 協力分野名 研修内容及び 
受入機関 当時の役職 現在の 

役職 

Chea Bora 2010.03.16 
-4.16 

参加型灌漑施設管

理 
集団研修(国別枠) 
JICA 筑波国際センター 

Chief ,    
Kampong Spue 同左 

Sao Ena 2010.01.07- 
 3.3（9 回） 

GIS リモートセン

シング 
ﾃﾚﾋﾞ会議ｾﾐﾅｰ 
JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所 

Vice-Chief, 
Construction 
Office, TSC 

同左 

Mean Seng 2010.01.07- 
 3.3（9 回） 

GIS リモートセン

シング 
ﾃﾚﾋﾞ会議ｾﾐﾅｰ 
JICA ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所 

Vice-Chief, Survey 
Office, TSC 同左 
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  －2010 年度－ 

研修員氏名 受入期間 協力分野名 研修内容及び 
受入機関 当時の役職 現在の 

役職 

Soeung 
Sotha 

2010.05.25
    -07.23

農民参加型水管理

システム 
集団研修（C/P 枠）、 
JICA 札幌国際センター

Vice-Chief, Water 
Management 
Office, TSC 

同左 

Mean Seng 2010.08.03
    -09.11 

災害・環境監視のた

めの衛星ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝ

ｸﾞﾃﾞｰﾀ解析技術 

集団研修(国別枠)、 
JICA 東京国際センター

Vice-Chief, Survey 
Office, TSC 同左 

Hay 
Bunthoeun

2010.08.16
    -09.23

土地利用と自然資

源の情報管理技術 
集団研修(国別枠)、 
JICA 中部国際センター

Chief, Design 
Office, TSC 同左 

Pich 
Veasna 

2010.11.13 
    -11.20 

第 4 回 ALOS ｼﾝﾎﾟ

ｼﾞｳﾑ参加、大規模灌

漑工事施設視察 
業務出張 Director of TSC 同左 

 
－2011 年度－ 

研修員氏名 受入期間 協力分野名 研修内容及び 
受入機関 当時の役職 現在の 

役職 

Sao Ena 2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Vice-Chief, 
Construction 
Office, TSC 

同左 

Ven 
Savann 

2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Chief , Takeo  同左 

Prak Lak 2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Chief , Kandal 同左 

Earn 
Phalkun 

2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Chief , Kartie 同左

Ros Rithy 2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Deputy Director, 
Prey Veng 同左

Tuy Peun 2011.07.05- 
     08.13 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Deputy Director, 
Phnom Penh 同左

 
－2012 年度－ 

研修員氏名 受入期間 協力分野名 研修内容及び 
受入機関 当時の役職 現在の 

役職 

Noun 
Vannarith 

2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Vice-Chief, 
Construction 
Office, TSC 

同左 

Chhim 
Samorn 

2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Deputy Director, 
Pursat 同左 

Chea Bora 2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Chief ,    
Kampong Speu 同左 

Noun 
Baravoin 

2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Vice Chief,  
Kampong Thom 同左

Uk 
Bossneath 

2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Vice Chief, 
Udor Meanchey 同左
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Im Veasna 2012.06.28- 
     08.03 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター

Official,  
Phnom Penh 同左

Uch Hing 2012.09.17- 
     10.06 統合水資源管理 集団研修 

JICA 東京国際センター
Deputy Director, 
TSC 同左

Pich Veasna 2012.12.03- 
     12.14 

流域管理及び低平

地水田農業水管理 JICA 東京国際センター Director, TSC 同左

Sok Korn 2013.02.17- 
     04.20 

農業農村インフラ

の運営管理の改善 
集団研修 
JICA 筑波国際センター

Official, Water 
Management 
Office, TSC 

同左

技術交換プログラム 

愛宕徳行 2013.02.17- 
     02.23 

統合水資源管理及

び参加型灌漑管理 

インドネシア 参加型水管理 同左

Theng Tara 2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Deputy Director 

General, MOWRAM 同左

Chea Chhun 
Keat 

2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Director, MOWRAM 同左

Uch Hing 2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Deputy Director, TSC 同左

Meas 
Savoeun 

2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Vice Chief, Planning 

Office,TSC 同左

Cheam 
Senny 

2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Staff, Survey Office, 

TSC 同左

Norng 
Keamny 

2013.02.17- 
     02.23 インドネシア Official, MOWRAM 同左

 
  －2013 年度－ 

研修員氏名 受入期間 協力分野名 研修内容及び 
受入機関 当時の役職 現在の 

役職

Meas 
Savoeun 

2013.05.22- 
     07.10 

農民参加型水管理 
システム 

集団研修 
JICA 札幌国際センター 

Vice-Chief, 
Planning Office, 
TSC 

同左

Teav Vutha 2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Official, Design 
Office, TSC 同左

Cheam 
Senny 

2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Staff, Survey 
Office, TSC 同左

Puth Sava 2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Deputy Director, 
Kampong Chhnang 同左 

Nhanh 
Cheabhorng

2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Deputy Director, 
Kampong Speu 同左 

Sorn 
Doungkeo 

2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Deputy Director, 
Kandal 同左 

Kit Phal 2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Deputy Director, 
Pursat 同左 

Yuk Narin 2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター Vice Chief, Takeo 同左 
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Thong 
Phala 

2013.06.26- 
     08.08 

(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ)農民参加

型水管理システム 
集団研修（国別枠）、 
JICA 札幌国際センター 

Vice Chief, 
Battambang 同左 

Sao Ena 2013.09.08- 
     09.14 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ﾗｵｽ､ﾍﾞﾄﾅ

ﾑのための土地改良シス

テム 
JICA 札幌国際センター 

Vice Chief, 
Construction 
Office, TSC 

同左 

Noun 
Vannarith 

2013.09.08- 
     09.14 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ﾗｵｽ､ﾍﾞﾄﾅ

ﾑのための土地改良シス

テム 
JICA 札幌国際センター 

Vice Chief, 
Construction 
Office, TSC 

同左 

 
（３） 機材供与実績 

機材 No. 現地 
到着日 機材名 メーカー 

型式 
購入価格 

(ﾄﾞﾙ) 
設置場所 
使用ｾｸｼｮﾝ 

現地／ 
本邦調達

使用目的 稼働・ 
使用状況 

2009E001 2010.03.09 ｶﾗｰｺﾋﾟｰ機 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ 
BizhabC253 7,480_ TSC 現地 文書印刷 

・複製 良好 

2009E002 
-020 2010.03.09 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ(19 台) 
DELL Optiplex 
780 Mini Tower 20,330_ TSC 技術

／事務室 現地 データ解析、

文書作成 良好 

2009E021 2010.03.09 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ 
DELL Optiplex 
780 Mini Tower 1,070_ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰPDWRAM 現地 データ解析、

文書作成 良好 

2009E022 2010.03.09 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ 
DELL Optiplex 
780 Mini Tower 1,070_ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝPDWRAM 現地 データ解析、

文書作成 良好 

2009E023 2010.3.9 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ 
DELL Optiplex 
780 Mini Tower 1,070_ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝPDWRAM 現地 データ解析、

文書作成 良好 

2009E024 
-026 2010.03.09 ﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟ・ｺﾝﾋﾟｭ

ｰﾀｰ (3 台) 
HP  
ProBook 451S 3,570_ TSC 現地 データ解析、

文書作成 良好 

2009E027 2010.03.09 白黒ﾚｰｻﾞｰ・ﾌﾟﾘﾝ

ﾀｰ 
HP  
LaserJet P2035 300_ ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰPDWRAM 現地 文書印刷 良好 

2009E028 2010.03.09 白黒ﾚｰｻﾞｰ・ﾌﾟﾘﾝ

ﾀｰ 
HP  
LaserJet P2035 300_ ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝPDWRAM 現地 文書印刷 良好 

2009E029 2010.03.09 白黒ﾚｰｻﾞｰ・ﾌﾟﾘﾝ

ﾀｰ 
HP  
LaserJet P2035 300_ ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝPDWRAM 現地 文書印刷 良好 

2009E030 2010.03.09 ｶﾗｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ ｷｬﾉﾝ LaserShot 
LBP5970 3,300_ TSC 現地 文書印刷 故障 

2009E031 
-032 20100.9.17 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ・ﾄﾗｯｸ 

（2 台） 
ﾄﾖﾀ  
Hilux 4WD 50,000_ TSC 現地 現場調査 

機材輸送 良好 

2009E033 20100.9.17 四輪駆動車輌 ﾄﾖﾀ Land Cruiser 
Prado 40,500_ TSC 現地 現場調査 

機材輸送 良好 

2009E034 
-035 2010.11.11 ランマー－(2 台) SAKAI  

RS65 5,280_
MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2009E036 2010.11.11 振動ローラー SAKAI  
TW502-1 60,184_

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2009E037 2010.11.25 ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ TOPCON 
GPT-3002LN 13,084_ TSC 現地 測量 良好 
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2009E038 2010.11.25 ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ TOPCON 
GPT-3002LN 13,084_ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E039 2010.11.25 ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ TOPCON 
GPT-3002LN 13,084_ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E040 2010.11.25 ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ TOPCON 
GPT-3002LN 13,084_ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E041 2010.11.25 ｵｰﾄﾚﾍﾞﾙ TOPCON  
AT-B2 968_ ｺﾝﾎﾟﾝｽﾌﾟｰPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E042 2010.11.25 ｵｰﾄﾚﾍﾞﾙ TOPCON  
AT-B2 968_ ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E043 2010.11.25 ｵｰﾄﾚﾍﾞﾙ TOPCON  
AT-B2 968_ ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝPDWRAM 現地 測量 良好 

2009E044 2011.01.17 ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 
＜中型＞ 

KOMATSU 
PC130 95,850_

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2009E045 2011.01.17 ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 
＜小型＞ 

KOMATSU  
PC30 MR 53,800_

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2010E001 
-003 2011.03.03 ランマー－(3 台) SAKAI  

RS65 8,088_
MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2010E004 2011.03.03 振動ローラー SAKAI  
TW502-1 61,442_

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2010E005 
-006 2011.03.17 ブルドーザー 

（2 台） 
CATERPILLAR 
D5K XL 250,000_

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2010E007 
-009 2011.04.09 ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 

＜小型＞（3 台） 
CATERPILLAR 
303.5D 156,000

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2011E001
-002 2012.03.05 ﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙ 

＜小型＞（2 台） 
KOMATSU 
PC35MR-3 111,050

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2011E003 2012.03.05 振動ローラー SAKAI 
TW512D-E 76,950

MOWRAM 
土木局、

TSC 
現地 灌漑施設工

事 良好 

2013E001 2013.06.06 ｶﾗｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ KONICA MINOLTA 
MMagicolor 7450 II 2,899 TSC 現地 文書印刷 良好 

2013E002 2013.10.18 圧力式水位計 UIZIN 
UIZ-WL500-LR  1,304 Charek, 

Pursat 
本邦

調達 データ解析 良好 

2013E003 2013.10.18 円筒打込式ｻﾝﾌﾟﾗｰ KANSAIKIKI 
KS-98B 1,101 TSC 本邦

調達 現場試験 良好 

合計 22 機種、USD1,068,964.00 相当 
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（４）日本側ローカルコスト負担実績 
                                     <単位：US ﾄﾞﾙ> 

予算項目 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 合計 
在外事業強化費    
 日常経費 71,388.05 226,846.15 141,552.48 228,443.70 141,646.72 809,877.10 
モデルサイト 
工事費（含、JICA
事務所契約分） 

81,448.91 431,240.27 833,053.96 661,809.89 2,007,553.03 

計 71,388.05 308,295.06 572,792.75 1,061,497.66 803,456.61 2,817,430.13 
 
（５）C/P 配置実績一覧 

氏名・役職 専門分野 配置期間 
主に技術移転を 
行った専門家氏名 

実施機関で

の勤務期間

備

考

Pich Veasna 
Director 

Project Manager 2009.9～ 長井薫、堀内正之 1990.12～  

Uch Hing 
Deputy Director 

Survey 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1995.07～  

You Sotha 
Deputy Director 

Planning 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行 1996.04～  

Meas Savoeun 
Vice Chief 

Planning 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1994.08～  

Mean Seng 
Vice Chief 

Survey 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1999.10～  

Cheam Senny 
Staff 

Survey 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
2007.06～  

Hay Bunthoeun 
Chief 

Design 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1990.06～  

Teav Vutha 
Official 

Design 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1994.08～  

Noun Vannarith 
Vice Chief 

Construction 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1989.12～  

Sao Ena 
Vice Chief 

Construction 2009.9～ 
長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
2004.01～  

Soeung Sotha 
Chief 

Water 
Management 2009.9～ 

長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行 1990.06～  

Sok Korn 
Official 

Water 
Management 2009.9～ 

長井薫、堀内正之 

渡邊雅彦、愛宕徳行
1995.07～  

Prum Kanthel 
Official 

Water 
Management 2012.11～ 堀内正之、愛宕徳行 1994.02～ 

 
 

Pich Maly 
Chief 

Administration 2009.9～ 渡邊成男、今村甲 1990.06～  

Sous Chenda 
Vice Chief 

Administration 2009.9～ 渡邊成男、今村甲 1994.08～  

Chek Try 
Vive Chief 

Administration 2011.10～ 今村甲 1990.09～  

計 16 名配置 
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（６）ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ側予算投入実績／予定 
                                                                 <単位：US ﾄﾞﾙ> 

予算項目 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 合計 
National Budget *1,2  70,500.00 48,375.00 0.00 19,250 138,125_ 
General Operation 45,168.00 45,168.00 45,168.00 45,168.00 45,168.00 45,168.00 271,008_ 
Counterpart Fund 30,000.00 60,000.00 60,000.00 60,000.00 60,000.00 30,000.00 300,000_ 

計 75,168.00 175,668.00 153,543.00 105,168.00 124,418.00 75,168.00 709,133_ 

*1 : National Budget はｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ﾘｴﾙ建てで付与されているため、1USD＝4,000 ﾘｴﾙで換算 
*2 : TSC は National Budget として 2012 年分 US$ 61,420 を概算請求したが不認可。 
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PDM指標達成状況
Achievement of the PDM Indicators

指標 実績/結果/進捗（終了時評価の時点）

1-1.プロジェクト対象地域における米とその他の作物の単
位収量が全国目標値に到達する。
1-2.プロジェクト対象地域における水の有効利用や水配分

で拡大した耕作地の拡大した面積総数（2期作等が可能に

なって拡大した耕作地を含む)

1-1.地域によりばらつきがあるが、プロジェクト対象地域での2012年の単位収量は1.8～4.4トン/haと報告されている。ま

た、APPP連携デモサイトでは4.5～7.1ton／haと報告されている。(なお全国目標値は、国家戦略開発計画（NSDP:2009-
2013) では 3.0トン/ha.)
1-2.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象地域において水の有効利用が可能になった面積は約3,315haである（プロジェクト終了の時点での推

定）。またﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象地域において、2ないし3期作が可能になった面積は約361haである（2012年収穫時のデータ）。

*単収のデータは対象11全地域だが、そのうち Lum Hach（単収1.8トン/ha)のように、まだ施設工事中であり、効果が表

れていないと言える。また、中間評価提言に基づきReam korn、Wat Chre、Wat Luongの3地区では、地域の農家代表に

よる先進地区視察及び視察結果の普及活動の支援のみで、建設活動を対象外としている。こうしたサイトを除く7サイト

だけ見ると、2.6～4.4トン/haと全国目標値水準ないし水準を大きく超えている。

1-1.水理計算等に基づいて計画・設計された灌漑事業の
数。
1-2. プロジェクト支援の造成建設水路総延長数。＜追加指
標＞
2.適切な施設操作を習得したPDWRAM技術者の配置数

並びにTSCでの研修後、対象地域において何らかの活動

を行なったPDWRAM技術者数

3.維持管理のための農民組織（水利組合、水理グループ）
の形成数とそれらによる定期的な維持管理活動の実施回
数。

1-1. Por Canal, Damnak Ampil, Thlear Maom, Lum Hach, Roleang Chrey,Kandal Stung, Upper Slakou,Thomneyの8地区
のモデルサイトで灌漑事業を計画・実施。
1-2. 約145,192mの灌漑水路を建設済みないし建設中（うち農民参加の末端水路は約102,494m、水路付帯施設等は約

801箇所）であり、この造成済み水路総延長はTSCフェーズ2実績（約13,460m）に比較して約11倍である。

2. TSC研修受講生は総数1,049人にまでのぼっており、そのうち対象州からのPDWRAM技術者は534名となっている。

TSCでの研修後、対象地域においてTSC3の建設活動、O&M ワークショップ、年間計画＆会計帳簿ワークショップに従

事したPDWRAM技術者は39名となっている。特に受講生によると、研修コースのうち、「灌漑施設の維持管理」「建設の

管理・監督」「GIS」コースが研修後、職場ですぐに活用でき、実用的で有益であったと回答。

3. 農民組織については、プロジェクト期間中、Por Canal(2011), Damnak Ampil(2011),Lum Hach(2012) の3つのモデル地

区で新たに形成を支援した。なおThlear Maom,Roleang Chrey,Kandal Stung,Upper Slakou, Thomney地区は既に設置済

み。2012年度には2地区を対象に維持管理活動を2回実施したとともに年間計画の作成支援を行い維持管理活動を盛り

込んだ。2013年度には3地区を対象に維持管理活動を3回実施したとともに自主的維持管理活動について指導した。
既に農民組織が形成され、かつﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施や施設改修の際に指導を受けたｻｲﾄでは、農民組織による
定期的な会合を始め、施設維持管理活動について10回実施、また水利費徴収の活動などが実施されている。

1. TSC技術者がMOWRAM及びPDWRAM技
術者に対して、流域灌漑管理・開発に係る研
修と技術支援を実施できる能力を獲得する。

1. TSC職員の90％以上が、研修、技術支援を行う能力を
習得する。
2. 80％以上のPDWRAMがTSCにより提供される研修・技
術支援に満足する。

1.現時点での満足度(研修全体)は、96.2%であることから、TSC職員の90%以上が研修、技術支援を行う能力を習得し
た。
2. 現時点での満足度は、平均96.6%（85.0～100%） (18コース)である。

2. MOWRAM及びPDWRAMの技術者が、流域
灌漑管理・開発に関する知識・技術を修得す
る。

1. 流域灌漑管理・開発に関する研修が15コース以上実施
される。
2. 研修受講者の60％以上がカリキュラムで設定された到
達目標を達成する。

1. 現時点での実績は、18コース。

2. 技術レベル1以上の上昇目標達成度は、平均88.4%(63.6～100%)となっている。＊

3. MOWRAM及びPDWRAMの技術者の灌漑
システム全体における施設計画、調査、設
計、施工及び維持管理に関する技術力が向
上する。

1. 灌漑システム全体の開発・維持管理に関する研修が12
コース以上実施される。
2. 研修受講者の60％以上がカリキュラムで設定された到
達目標を達成する。

1.  現時点での実績は、26コース（基幹関連を4コース実施済み）。

2. 技術レベル1以上の上昇目標達成度は、平均90.6%（70.0～100%)となっている。＊

4. PDWRAMの灌漑事業実施を促進するため

のTSCの技術支援体制が確立される。

1. 30以上の灌漑事業計画がTSCの技術支援を得て策定さ
れる。

1. プロジェクト期間中、現時点での最終採択実績は、全国で27事業（うち草の根事業が平成21年度で3件、平成22年度6
件、平成23年度で3件、平成24年度で4件、平成25年度で4件(2件承認見込みを含む)。見返り資金事業が平成21年度、

22年度とも各3件、平成24年度1件。主に、堤防、調整水門、水路、道路等の改修事業の実績あり。(TSC3プロジェクト支
援事業実績リストは別添）
*上記の数値（27事業）は最終採択実績の数のみであり、今年度（平成26年）も、全国の州でTSC支援を得つつ、灌漑事

業計画案が作成中であること、また我が国の支援事業のみならず、NGOや国家事業計画への支援もこれまで行ってお
り、採択実績もあることから、本指標目標を達成していると判断される。

＊

*2: ｶﾘｷｭﾗﾑの目標は、事前事後のテストとそれ以降の自己による評価を基に参加者の理解の度合いを評価するため、研修ｺｰｽごとに設定される。

*3: 灌漑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのモデル地区では、灌漑施設の改良、施設操作の方法や維持管理といった参加型水管理の実演、灌漑技術を用いた栽培を増すなどの水管理の改良のためにプロジェクトが支援介入している。

カンボジア政府とJICAの合意に基づいて、灌漑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾓﾃﾞﾙｻｲﾄ及び活動は中間レビュー以降、軌道修正あり。

プロジェクト要約

上位目標
プロジェクト対象地域において、適切な灌漑事業
を通じた効率的な資源管理が実現することによ
り、農業生産が安定する。

プロジェクト目標
プロジェクト対象地域において、灌漑事業が適切
に計画、実施、管理される。

成果

各研修の終了時に、5段階で、各受講生から技術レベルを自己評価してもらっている（研修受講前のレベルと受講後のレベルを比較して、各自の知識・技術レベルが１つ以上上昇したかどうか、上昇した受講生全体に占める割

合を指標としている（研修科目によって、技術レベルの項目は相違するが、8～10項目あり）。
*1: 流域灌漑管理及び開発能力とは、他セクターの水需要も考慮した河川流域規模での効率的な水配分と灌漑のための水資源管理の全体的な概念である。
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研修・ワークショップ等開催実績及び計画 

＜研修＞ 

－2009 年度－ 

研修名 期間 参加者数 内  容 備考 

Methodology of accurate data collection 
on survey with GIS and GPS technology 
for ARBM&D 

2009.11.16 
-11.27 32 人 

CISISに基づいた地理データの収集、

処理の習得 
AfDの協

力 

Irrigation Planning by GIS 
2010.02.08 

-02.19 
17 人 

GIS/GPS、リモートセンシング等の

最新技術を活用した灌漑計画の作成 
 

Topographic and Route Survey 
2010.03.01 
 -03.26 

12 人 
測量（地形測量、路線測量、トラバ

ース測量、ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸの設置等） 
 

Operation and Maintenance of Irrigation 
Facilities 

2010.02.22 
 -03.05 20 人 

PDWRAM や農家等による灌漑施設

の操作、維持管理 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Design, Drawing & Cost Estimation of 
Irrigation Canal & Canal Structure by 
Excel & AutoCAD 

2010.03.09 
 -03.12 

20 人 
エクセルやｵｰﾄｷｬﾄﾞを利用した灌漑

施設の設計、作図、積算 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Irrigation Planning 
2010.03.15 
 -03.26 

20 人 灌漑計画の作成方法 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

計６回、延べ 63 日間、121 名参加 

－2010 年度－ 

研修名 期間 参加者数 内  容 備考 

Hydraulic Design for Irrigation Canal 
and Canal structure 

2010.06.21 
 -06.25 

20 人 小規模灌漑施設の設計  

Participation of Farmers for Sustainable 
Irrigation System Management 

2010.07.19 
-07.23 

20 人 
農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 
 

Hydrology, Meteorology & Crop Water 
Requirement Survey and Irrigation 
Planning 

2010.09.27 
 -10.05 21 人 

気象、水文、単位用水量等の測定、

データ収集及びそれらを活用した灌

漑計画の策定 
 

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS (I) 

2010.11.02 
 -11.12 22 人 

リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（室内研修） 
 

Cost Estimation of Irrigation Canal and 
Canal Structure  

2010.11.15 
 -11.19 20 人 灌漑施設の工事費用の積算  

Construction Management 
2010.11.29 
 -12.03 

12 人 
TSC や PDWRAM 職員等が自ら実施

する建設作業の施工管理 
 

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS (II) 

2010.12.06 
 -12.24 20 人 

リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（現場研修） 
 

Construction Management 
2010.04.05 
 -04.09 

20 人 同上 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Crop Water Requirement and Calculation
2010.04.19 
 -04.30 

20 人 単位用水量の計算 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Participation of Farmers for Sustainable 
Irrigation System Management 

2010.05.24 
 -05.28 20 人 

農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

計 10 回、延べ 71 日間、195 名参加 
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－2011 年度－ 

研修名 期間 参加者数 内  容 備考 

Supervision on Construction Site 
2011.04.27 
 -04.29 

20 人 
建設会社が実施する建設工事の現場

監督 
 

Basin-wide Irrigation Planning 
2011.06.27 
 -06.30 12 人 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの CP への流域灌漑管理の紹

介（流域灌漑管理の序章） 
 

Participation of farmers for sustainable 
irrigation system management 

2011.07.25 
 -07.29 

20 人 
農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 
 

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS (I) 

2011.08.15 
-08.19 20 人 

リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（室内研修） 
 

Hydrology, Meteorology & Crop Water 
Requirement Survey and Irrigation 
Planning 

2011.08.08 
-08.19 20 人 

気象、水文、単位用水量等の測定、

データ収集及びそれらを活用した灌

漑計画の策定 
 

Operation and Maintenance of Irrigation 
Facilities 

2011.12.05 
-12.21 

20 人 
PDWRAM や農家等による灌漑施設

の操作、維持管理 
 

Advanced Design for Irrigation Canal 
and Related Structure 

2011.11.14 
-11.25 

20 人 灌漑施設の設計、作図、積算  

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS (II) 

2011.11.28 
 -12.16 

12 人 
リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（現場研修） 
 

Topographic and Route Survey 
2012.02.27 
 -03.02 

10 人 
測量（地形測量、路線測量、トラバ

ース測量、ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸの設置等） 
 

Supervision on Construction Site 
2012.03.19 
 -03.23 18 人 建設工事の現場監督  

Methodology of Remote Sensing for 
Agricultural River Basin Planning 

2012.03.26 
 -03.30 19 人 

リモートセンシングを活用した流域

灌漑管理計画 
 

Construction Management and 
Supervision 

2011.11.21 
 -11.25 

20 人 
TSC や PDWRAM 職員等が自ら実施

する建設作業の施工管理 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Participation of Farmers for Sustainable 
Irrigation System Management 

2011.11.28 
 -12.02 

20 人 
農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Operation and Maintenance of Irrigation 
Facilities 

2011.12.01 
-12.16 

20 人 
PDWRAM や農家等による灌漑施設

の操作、維持管理 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Crop Water Requirement and Calculation
2011.12.19 

-12.23 
20 人 単位用水量の計算 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

計 15 回、延べ 95 日間、271 名参加 

   

－2012 年度－ 

研修名 期間 参加者数 内  容 備考 

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS Technology 

2012.09.25 
 -10.05 

20 人 
リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法 
 

Basin-wide Irrigation Planning 
2012.10.08 
 -10.12 

20 人 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの CP への流域灌漑管理の紹

介（流域灌漑管理の序章） 
 

Discharge Measurement 
2012.10.22 
 -10.26 

20 人 排水管理  
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Hydrology, Meteorology & Crop 
Water Requirement Survey and 
Irrigation Planning 

2012.11.05 
-11.16 26 人 

気象、水文、単位用水量等の測定、

データ収集及びそれらを活用した灌

漑計画の策定 
 

Participation of Farmers for Sustainable 
Irrigation System Management 

2012.12.13 
 -12.07 20 人 

農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 
 

Advanced Design of Reservoir 
2012.12.11 

-12.21 
20 人 灌漑施設の設計、作図、積算  

Construction Management and 
Supervision 

2012.12.24 
 -12.28 

19 人 
TSC や PDWRAM 職員等が自ら実施

する建設作業の施工管理 
 

Enhancement of Agricultural Extension 
Service with Rice Cultivation 
Technology 

2012.12.31-
2013.01.04 20 人 稲作生産性向上  

Accurate data collection Methodology 
for ARB Planning by Remote Sensing & 
GIS (II) 

2013.01.08 
 -01.25 20 人 

リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（現場研修） 

 

Advanced Design for Irrigation Canal 
and Related Facilities 

2013.01.28 
-02.08 20 人 灌漑施設の設計、作図、積算  

Topographic and Route Survey 
2013.02.11 

-03.01 
20 人 

測量（地形測量、路線測量、トラバ

ース測量、ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸの設置等） 
 

Operation and Maintenance of Irrigation 
System 

2013.03.04 
-03.07 

20 人 灌漑施設の操作、維持管理  

Soil and Concrete Test and Analysis 
2013.03.11 

-03.21 
18 人 試験室及び現場における分析  

計 13 回、延べ 101 日間、263 名参加 

 

－2013 年度－ 

研修名 期間 参加者数 内  容 備考 

Water Balance Calculation 
2013.04.22 

-04.25 
13 人 水収支解析  

Accurate Data Collection Methodology 
for ARB Planning by using Remote 
Sensing and GIS 

2013.06.04 
-06.14 

19 人 
リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（室内研修） 
 

Enhancement of Agricultural Extension 
Service with Rice Cultivation 
Technology 

2013.06.24  
-06.28 

20 人 稲作生産性向上  

Discharge Measurement 
2013.07.08 
 -07.18 

20 人 排水管理  

River Basin Water Balance Analysis 
2013.07.15 

-07.18 
17 人 水収支解析  

Operation and Maintenance of Irrigation 
Facilities 

2013.08.05 
-08.09 

19 人 
PDWRAM や農家等による灌漑施設

の操作、維持管理 
 

Basin-wide Irrigation Planning 
2013.08.12 
 -08.16 

19 人 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱの CP への流域灌漑管理の紹

介（流域灌漑管理の序章） 
 

Accurate Data Collection Methodology 
for ARB Planning by using Remote 
Sensing and GIS 

2013.09.02 
-09.13 

20 人 
リモートセンシングや GIS を活用し

た流域灌漑管理のための正確なデー

タ収集方法（室内研修） 
 

Participation of Farmers for Sustainable 
Irrigation System Management 

2013.10.08 
 -10.11 

20 人 
農民参加による灌漑施設の建設、維

持管理、水管理組織の設立・運営・

育成等 
 

Hydraulic Design for Irrigation Canal 
and Canal Structure 

2013.11.04 
 -11.08 20 人 小規模灌漑施設の設計  
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Construction Management and 
Supervision 

2013.11.25 
 -11.29 20 人 建設作業の施工管理  

Basin-wide Irrigation Planning 
2013.12.16 
 -12.27 

20 人 流域灌漑管理の紹介  

Irrigation Planning by GIS 
2013.06.04 

-06.20 
20 人 

GIS/GPS、リモートセンシング等の

最新技術を活用した灌漑計画の作成 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Operation and Maintenance of Irrigation 
Facilities 

2013.07.15 
 -07.30 

20 人 
PDWRAM や農家等による灌漑施設

の操作、維持管理 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ政

府予算 

Soil and Concrete Test and Analysis 
2014.01.20 

-01.24 予定 
20 人 試験室及び現場における分析  

Advanced Design for Head Works 
2014.03.03 

-03.21 予定 
20 人 頭首工の設計、作図、積算  

計 14、延べ 97 日間、267 名参加 

 
＜ワークショップ＞ 

ワークショップ名 開催日 参加者数 内  容 備考 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ農村開発技術ｾﾝﾀｰ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ技術交換 
2009.12.07 
  -12.10 21 名

各プロジェクト事業紹介、意見交

換及び持続可能性について討議 

日韓連携プログラム (6.23- 
12.31)評価ワークショップ 2009.12.23 30 名 事業評価報告 

流域灌漑ワークショップ 2011.02.22 80 名 流域灌漑管理の周知、啓蒙 

ﾗｵｽ参加型灌漑開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

技術交換 
2011.12.13 
  -12.19 21 名

各プロジェクト事業紹介、意見交

換及び持続可能性について討議 
 

流域灌漑管理に係るワーク

ショップ 2012.07.10 43 名
長期・短期専門家等関係者による

発表を含めた意見交換 

日カ技術交換 2013.01.22 80 名
農村コミュニティーレベルの防

災 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ参加型水資源開発

能力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ技術交換 
2013.09.25 
  -09.29 24 名

各プロジェクト事業紹介、意見交

換及び持続可能性について討議 
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プロジェクト期間中に作成された成果品 
タイトル 作成日 摘要 言語 

2009 年度 
(1)Reang Thom FWUG の MOWRAM 

FWUC 局への登録申請書類 

2009.11 日韓連携事業において設立した水管

理組織 Reang Thom FWUC を

MOWRAM の FWUC 局に登録申請す

るための書類 

ｸﾒｰﾙ語 

(2)評価及び完了報告書 2009.12 日韓連携事業におけるカンボジアの

農村開発と灌漑システムのリハビリ

テーションのための結果の要約 

英語 

(3)ワークショップでの農家説明資料 2010.01 各ワークショップで農家に説明する

ための資料 
英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(4)GIS による灌漑計画 2010.02 GIS,GPS 及びリモートセンシング等

を活用した灌漑計画の作成に関する

研修資料 

英語 

(5)ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ農業祭での PR 資料 2010.02 ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ農業祭で TSC の活動や GIS
を活用した灌漑計画の作成手法等 PR
のためのパネル等作成 

英語 

(6)Reang Thom 貯水池の堤防補修 2010.03 日韓連携事業対象地区の Reang Thom
貯水池の堤防（約 1,100m）を 2010 年

3 月に改修 

英語 

2010 年度 
(7)調査報告 2010.05 フェーズ３で設置された６州１１地区

のモデルサイトのベースライン調査及

び新規 5 地区のｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰ調査 

英語 

(8) ﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区(ﾌﾟﾙｻｯﾄ州) 2010.05 約 100ha の地形測量、約 8,000m の水路

の路線測量、横断測量 
英語 

(9) ｱｯﾊﾟｰｽﾗｺｰ地区(ﾀｹｵ州) 2010.05 約 120ha の地形測量、約 6,000m の水路

の路線測量、横断測量 
英語 

(10) ﾎﾟｰｶﾅﾙ地区(ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ州) 2010.06 約 100ha の地形測量、約 5,200ｍの水路

の路線測量、横断測量 
英語 

(11)灌漑管理 2010.06 
 
 

流域灌漑管理についての紹介と流域灌

漑管理と開発について各ステップの計

画を紹介 

英語 

(12)(独)農村工学研究所ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

での取り組み紹介 
 

2010.06 (独)農村工学研究所ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝでカンボ

ジアにおける流域灌漑管理への取り組

みを紹介 

日本語 

(13)灌漑水路及び施設の設計 2010.06 小規模灌漑水路及び施設の設計に関す

る研修資料 
英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(14)トムネー地区（タケオ州） 2010.07 約 2,400m の水路の路線測量、横断測量 英語 
(15)農民参加型水管理 2010.07 農民参加による灌漑施設の建設及び管

理、水管理組織の設立及び運営等に関

する研修資料 

英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(16)ｽﾚｱﾏｵﾑ地区(ﾌﾟﾙｻｯﾄ州) 2010.08 ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ水路約 4,300m の縦断測量 英語 
(17)ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ HP についての情報 2010.08 TSC3 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの HP について紹介 日本語 
(18)第２回 JCC 会議の報告 2010.10 JCC 会議の議論と結果について紹介 日本語 
(19)リモートセンシング､GIS 及び

GPS を活用した流域灌漑計画のた

めのデータ収集 

2010.11 リモートセンシング､GIS 及び GPS を

活用した流域灌漑計画のためのデータ

収集に関する研修資料 

英語 
ｸﾒｰﾙ語 
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(20)施工管理 2010.11 建設の施工管理に関する研修資料 英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(21)農業河川流域の開発と管理のた

めの水収支の計算 

2010.12 
 
 

農業河川流域灌漑のために必要な水収

支計算や気象学、水文学のトレーニン

グ教材 

英語 

(22)ﾌﾟﾚｸﾄﾉｯﾄ川流域の水収支モデル

計画 

2010.12 流域灌漑管理のﾓﾃﾞﾙ河川であるﾌﾟﾚｸﾄﾉ

ｯﾄ川流域における水収支のﾓﾃﾞﾙを作成 
英語、 
日本語 

(23)積算及び建設ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理 2010.12 灌漑施設建設工事に掛かる費用の積算

及び建設のｽｹｼﾞｭｰﾙ管理についての研

修資料 

英語 

(24)灌漑用水路設計のチェックリス

トと流れ作業図 

2010.12 灌漑用水路設計のチェックリストと流

れ作業図 
英語 

(25)基準となる入札図書セット 2010.12 入札図書サンプル 英語 
(26)設計、施工管理の専門家＆水文

学、気象学の分析専門家の派遣 

2010.12 設計、施工管理の専門家＆水文学、気

象学の分析専門家の派遣について紹介 
日本語 

(27) ﾎﾟｰｶﾅﾙ地区 2010.12 2 次水路約 1,470m、3 次水路約 3,780m、

取水堰 7 箇所等の設計 
英語 

(28)入札図書(Tender Document) 2011.01 ﾎﾟｰｶﾅﾙ地区の建設に関する業者発注の

ための入札図書一式 
英語 

(29)GIS による灌漑計画（改訂） 2011.02 GIS,GPS 及びリモートセンシング等を

活用した灌漑計画の作成に関する研修

資料 

英語 

(30)調査及び補修作業報告 2011.02 2008年度までに無償事業で建設された

ｶﾝﾀﾞﾙｽﾀﾝ幹線水路が 2010 年度に雨季

の大雨で壊れ、一部が決壊。改修に緊

急を要するため、TSC にて崩壊箇所を

調査し緊急補修を実施 

英語 

(31)流域灌漑のセミナー 2011.02 流域灌漑セミナーについて紹介 日本語 
(32)流域灌漑管理セミナープレゼン

資料 

20110.2 TSC が取り組もうとしている流域灌漑

管理のカンボジアの現状や今後の展開

方向等を紹介するためのプレゼン資料 

英語 

(33)流域水文学とモニタリング 2011.03 農業流域の開発と管理のための各プロ

セスアプローチ 
英語 

(34) ｽﾚｱﾏｵﾑ地区（プルサット州） 2011.03 取水堰 1 箇所 
(35) トムネー地区（タケオ州） 2010.03 コンクリート 2 次水路 24m、ﾌﾞﾘｯｸ 3 次

水路約 890m 等の設計 
英語 

2011 年度 
(36)現場監督 2011.04 建設工事の現場監督に関する研修資料 英語、 

ｸﾒｰﾙ語 
(37)学会誌への投稿 2011.04 データの極端に少ない地域における流

域灌漑方策に関する研究論文を作成、

投稿 

日本語 

(38)流域灌漑計画 
 

2011.07 流域灌漑計画を分かりやすく紹介する

ための研修資料 
英語 

(39)配水計画解析及び流域灌漑管理

に係る専門家派遣 

2011.07 配水計画解析及び流域灌漑管理に係る

専門家の派遣についての紹介 
日本語 

(40)ﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区（コンポンスプー

州） 

2011.07 約 210ha の地形測量、約 10,800m の水

路の路線測量、横断測量 
英語 
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(41)気象・水文、必要水量及び灌漑

計画 

2011.08 気象・水文、必要水量及び灌漑計画に

関する研修資料 
英語 

(42)ｽﾚｱﾏｵﾑ地区 2011.08 ターシャリー水路約 1,045ｍの横断測量 英語 
(43) 農家間 OJT の農家説明資料 2011.08 農家間 OJT で農家に説明する資料の改

訂（ｽﾀﾝﾁニット地区、ﾄﾝﾛｯﾌﾟ地区） 
英語、 
ｸﾒｰﾙ語 

(44)入札図書(Tender Document) 2011.11 民間建設会社へﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区での

灌漑施設の建設を発注するための書類 
英語 

(45)水路や関連構造の施設 2011.11 
 

水路や関連構造の設計の研修資料 英語 

(46)設計報告（ﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ、ｱｯﾊﾟｰ

ｽﾗｺｳ、ﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区） 

2011.11 設計基準確認のための報告書案 英語 

(47)ﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区（プルサット

州） 
 

2011.11 セカンダリー水路の設計（約 1,000ｍ）

ターシャリー水路（約 2,700ｍ）チェッ

クゲート（6 か所）等 

英語 

(48)ｱｯﾊﾟｰｽﾗｺｳ地区（タケオ州） 2011.11 セカンダリー水路の設計（約 2,520ｍ）

ターシャリー水路（約 3,140ｍ）チェッ

クゲート（8 か所）等 

英語 

(49)ﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区（コンポンスプー

州） 

2011.12 セカンダリー水路の設計（約 1,530ｍ）

ターシャリー水路（約 5,170ｍ）チェッ

クゲート（3 か所）等 

英語 

(50) ﾎﾟｰｶﾅﾙ地区（バッタンバン州） 2011.12 水管理組織（FWUG）の設立及び規約

(案)の作成 
英語、 
ｸﾒｰﾙ語 

(51) ﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区（プルサット

州） 

2011.12 同上 英語、 
ｸﾒｰﾙ語 

(52)入札図書(Tender Document) 2012.01 民間建設会社へﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区での灌漑

施設の建設を発注するための書類 
英語 

(53)灌漑と水管理 2012.02 配水計画の指導と勉強（ﾄﾑﾈｰ地区、ﾎﾟｰ

ｷｬﾅﾙ地区） 
英語 

(54)平面図のための地形調査 2012.03 平面図のための地形調査の研修資料 英語 
(55)渡辺長期専門家最終報告書及び

勲章授与 

2012.03 
 

渡辺長期専門家の最終報告書及び勲章

授与の紹介 
日本語 

(56)角田短期専門家によるモデルサ

イトの調査 

2012.03 
 

FUWC/G 調査や TSC3 モデル地区の分

析について紹介 
日本語 

2013 年度 
(57)施工管理と現場監督 2012.05 施工管理と現場監督についての研修資料 英語 
(58)リモートセンシングの専門

家の派遣 

2012.05 リモートセンシングの専門家の活動につ

いて紹介 
日本語 

(59)施工管理の専門家の派遣 2012.06 施工管理の専門家の派遣について紹介 日本語 
(60)流域管理と計画のテキスト 2012.06 気象データの収集、分散型水循環モデル、

水の配分と管理モデルなど 
英語 

(61)TSC の制度化と人材育成 2012.07 TSC の制度化や人材育成の計画案 日本語 
英語 

(62)O&M の説明資料 2012.07 農民による O&M についての説明資料 英語[一部]

ｸﾒｰﾙ語 

(63)プロジェクトサイト活動「ﾀﾞ

ﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区」 

2012.07 ﾀﾞﾑﾅｯｸｱﾝﾋﾟﾙ地区での活動紹介 日本語 

(64)農家間の OJT の説明資料 2012.08 農家間 OJT 説明資料 
(ｺﾝﾎﾟﾝﾌﾟｵｲ、ﾎﾟｰｷｬﾅﾙ FWUC,ｽﾚｱﾏｵﾑ FWUC) 

英語 
ｸﾒｰﾙ語 
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(65)ﾙﾑﾊｯｸ地区 2012.08 約 160ha の地形測量、約 8,200ｍの水路の

路線測量、横断測量 
英語 

(66)プロジェクトサイト活動 2012.09 ﾎﾟｰｷｬﾅﾙ地区での活動紹介 日本語 
(67)年間計画とアカウントのた

めの説明資料 

2012.09 FWUC/FWUG の年間計画とアカウントに

ついての説明資料 
英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(68)流量測定 2012.10  英語 
(69)農業生産の工場のための稲

作技術の研修 

2012.11 農業生産の工場のための稲作技術の研修

について紹介 
日本語 

(70)ｽﾚｱﾏｵﾑ地区（プルサット州） 2012.11 約 1,050ｍのﾀｰｼｬｰﾘｰ水路設計と取水口（１

か所）など 
英語 

(71)カンボジアラジオでの TSC3
プロジェクト紹介 

2012.11 カンボジアラジオでプロジェクトが取り

上げられたことについて紹介 
日本語 

(72)プロジェクトサイト活動「ル

ムハック地区」 

2012.11 ﾙﾑﾊｯｸ地区でのサイト活動について紹介 日本語 

(73)灌漑計画（改訂） 
 

2012.12 水文学、気象学、要水量と灌漑計画の研修

教材 
英語 

(74)ﾄﾑﾈｰ地区 
 

2012.12 約 2,230ｍレンガターシャリー水路の設計 英語 

(75)気象、水門、必要水量及び灌

漑計画（改訂） 

2012.12 気象、水文、必要水量及び灌漑計画に関す

る研修資料 
英語 

(76)入札図書(Tender Document) 
 

2012.12 民間建設会社へﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区での灌漑施

設の建設を発注するための書類 
英語 

(77)APPP との共同農業普及事業

の強化 

2012.12 APPP との共同農業普及事業の強化につい

ての研修資料 
ｸﾒｰﾙ語 

(78)水資源気象省の新規採用職

員のための研修プログラム 

2012.12 省新規採用職員のための研修目標やシラ

バス、カリキュラム 
英語 

(79)ローレンチェリー地区（コン

ポンスプー地区） 

2012.12 約 4,580ｍのターシャリー水路の設計、取

水口（２か所）など 
英語 

(80)小規模貯水池 2013.01 小規模貯水池の研修教材 英語 
(81)プロジェクトサイト活動「ｱｯ

ﾊﾟｰｽﾗｺｳ地区」 

2013.02 ｱｯﾊﾟｰｽﾗｺｳ地区の活動についての紹介 英語 

(82)ルムハック地区（コンポンチ

ュナン地区） 

2013.02 約 1,700ｍのｾｶﾝﾀﾞﾘｰ水路、約 6,580ｍのﾀｰｼ

ｬﾘｰ水路、インテイク（1 か所）などの設計 
英語 

(83)リモートセンシング＆GIS1
による ARB 計画のための正確

なデータ収集の方法論 

2013.03 リモートセンシング＆GIS1 による ARB 
計画のための正確なデータ収集の方法論

についての研修教材 

英語 

(84)リモートセンシング＆GIS2
による ARB 計画のための正確

なデータ収集の方法論 

2013.03 リモートセンシング＆GIS2 による ARB 計

画のための正確なデータ収集の方法論に

ついての研修教材 

英語 

(85)TSC3 プロジェクトにより支

援された 8 地区の FWUC/FWUG
のベースライン調査からの発見 

2013.03 各 FWUC/FWUG の組織力の全体図、操作

など 
英語 

(86)灌漑システムの建設と管理 
 

2013.03 持続可能な灌漑システム管理のための農

民参加についての研修教材 
英語 

(87)O&M 2013.03 O&M についての研修教材 英語 
(88) FWUC/FWUG 組織運営 
 

2013.03 持続可能な灌漑システム管理のための農

民参加についての研修教材 
英語 

(89)インドネシアでの技術交換

研修 

2013.03 インドネシアでの技術交換研修について 日本語 
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(90)プロジェクトサイト活動「ロ

ーレンチェリー地区」 

2013.03 ﾛｰﾚﾝﾁｪﾘｰ地区での活動について 日本語 

(91)土壌、コンクリートテストと

分析のマニュアル 

2013.04 土壌、コンクリートテストと分析の研修教

材 
英語 

(92)水路のソイルセメント 
 

2013.04 ソイルセメントの概要、ミックスデザイ

ン、建設方法 
英語 

(93) 土壌・コンクリーﾄ分析の専

門家の派遣 

2013.04 土壌・コンクリート分析の専門家の活動紹

介 
日本語 

(94)プロジェクトサイト活動「ス

レアマオム地区」 

2013.05 ｽﾚｱﾏｵﾑ地区のサイト活動紹介 日本語 

(95)プロジェクトサイト活動「ト

ムネー地区」 

2013.06 ﾄﾑﾈｰ地区のサイト活動紹介 日本語 

(96)ワークショップ資料 
 

2013.07 灌漑ブロック、配水方法、ゲート操作によ

る配水計画 
英語 
日本語 

(97)ローテーション灌漑方法 
 

2013.07 ローテーション灌漑方法のマニュアル 英語 
日本語 

(98)農民による O&M 活動 2013.07 農民による灌漑施設整備 英語 
日本語 

(99)チェックリスト（水路とゲー

ト） 

2013.07 メンテナンスのための水路とゲートに関

する検査項目 
英語 
日本語 

(100)灌漑整備の O&M テスト（改

訂） 

2013.07 灌漑整備の O&M テストについての研修教

材 
英語 

(101)流域灌漑計画の技術マニュ

アル 

2013.07 流域灌漑計画の研修教材 英語 

(102)農業生産向上のための稲作

技術の実践 

2013.07 TSC3 モデルサイトでの農業生産向上のた

めの稲作技術の実践 
日本語 

(103)排水管理の技術向上のため

の研修 

213.08 農業生鮮向上のための稲作技術研修につ

いて 
日本語 

(104)O&M の説明資料（改訂） 2013.08 農民による O&M についての説明資料 英語[一部] 

ｸﾒｰﾙ語 
(105)農家間 OJT のための説明資

料 

2013.09 農家間 OJT で農家に説明するための資料

（ポンレイ FWUC、西バライ FWUC） 
英語 
ｸﾒｰﾙ語 

(106)JCC 会議の資料 2013.09 第 5 回 JCC 会議資料（内容と結果の要約） 日本語 
(107)ﾙﾑﾊｯｸ地区の FWUC 規約 2013.10 仮規約 英語 

ｸﾒｰﾙ語 
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